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上下水道の維持可能性評価に向けた維持管理コストの推定に関する研究 

A Study on Estimation of Maintenance Cost for Sustainability Assessment of Water Supply and Sewerage 

持木克之、長岡篤（麗澤大学経済社会総合研究センター）、 

籠義樹（麗澤大学経済学部） 

Katsuyuki Mochiki, Atsushi Nagaoka (Reitaku Institute of Political Economics and 
Social Studies), Yoshiki Kago (Department of Economics, Reitaku University) 

 

１．研究の背景と目的 
 これまで人口減少による地域の存続問題は「過疎問題」として、地方の山間部や離島な

どの局所的な問題であったが、少子高齢化の進行による人口減少は全国的な問題である。

国土交通省の試算によると、2050年には全国の人が居住する標準地域メッシュの 63%で人

口が半数以下に減少し、首都圏においても 37%で人口が半数以下となる。 

 安全で文化的な生活を営む上で不可欠な「基礎的インフラ」は利用者による費用負担や

税によって維持されているが、人口減少により利用者や納税者が減少することは基礎的イ

ンフラの維持に困難を生じさせる可能性がある。持木ら（2016）は、埼玉県内の上下水道

事業体の維持管理コストをサービス利用人口で推計する費用関数を算出している。2040年

時点の収支を試算し、上水道は埼玉県内の 4分の 3以上の事業体、下水道は埼玉県内の人

口 10万人未満の全ての事業体で赤字と推計している。ここで用いた費用関数は人口の減少

に応じて維持管理費用が減少するものだが、これは上下水道事業の実態と合致していない。 

 そこで、本研究では、上下水道事業の特色や実態に即した費用関数の算出を目的とする。 

 

２．研究の手順 
 市町村や公営企業として経営されている上下水道事業の事業特性を既存文献により整理

し、その特色と運営の実態を把握する。その上で、人口減少が始まっていない東京周辺の

1 都 3 県に着目し、このエリアの上下水道事業の決算データを用いて、事業の特色と運営

実態を反映した費用関数を算出する。 

 

３．上下水道事業の特色と維持管理等の実態 
３．１．我が国における上下水道事業の成り立ち 
 我が国における飲用を目的とした上水道は、戦国時代末期から江戸時代初期にかけて全

国の城下町で作られたのが最初で、この時期は暗渠・自然流下による供給が多かった。明

治時代にはこれまでの水道が荒廃し、外国から水系伝染病が持ち込まれ、これに対応する

ため港湾都市を中心に水道の整備が始まった。明治時代の水道整備は、初期は民間水道が

禁止されたが、公民協業により整備され、第二次世界大戦前までに普及率が 35%となった。

戦後は戦争復旧とともに水道普及率も向上し、市町村単位で完結する水道事業が難しくな

り、現在では、水資源開発、用水供給、末端供給の３つに役割分担されている。1970年代

には普及率が 80%を超え、2015年度末時点で 97.9％となっている。 

 一方、下水道整備が本格的に始まったのは明治時代であり、土地の清潔を保つことが目

的とされた。第二次世界大戦で整備が中断し、戦争復旧では重点が置かれず、下水道整備



 

は進まなかった。1970年のいわゆる公害国会で下水道が水質保全施設として位置付けられ

た他、雨水排除や高度処理などの目的も追加され、現在も整備が進められている。2015年

度末時点で 77.8％の普及率となっている。 

 

３．２．上下水道事業の特色 
 上下水道事業は長期にわたって設備投資が続けられており、費用における設備投資の比

率が高い事業である。同じように設備投資の比率が高いとされている電力、ガスは年間の

設備投資は収入の約 1割で減価償却費の範囲内であるのに対し、上水道は年間の設備投資

は収入の約 9割であり、減価償却費を大幅に超えている。下水道も同様の傾向にある。す

なわち、上下水道事業は施設（固定資産、固定経費）の影響の大きな事業である。 

 

３．３．上下水道事業の会計と維持管理の費用負担 
 上水道は地方公営企業法が適用され、特別会計による独立採算制としなければならない。

企業会計と同じく発生主義、複式簿記により損益計算書、貸借対照表等の作成が義務付け

られている。この他、建設改良等の資本の増減をまとめる「資本収支に関する調」もある。 

 一方、下水道は地方公営企業法の適用は任意であり、法を適用していない事業体の方が

多い。下水道は都市内の雨水排除も担うことから、その費用負担は雨水は公費、汚水は私

費が原則とされ、公費による負担が行われている。特別会計とすることは必要だが現金主

義による会計である。会計方式は異なるが財務資料として同様の内容が整理されている。 

 上下水道事業の決算データについては、総務省が地方公営企業年鑑として公表している。

この中で、1 立方メートル当たりの給水原価、汚水処理原価が示され、その内訳として資

本費が整理されており、上水道は約 3割、下水道は約 5割が資本費となっており、原価に

占める資本関係費用が大きくなっている。また、人口規模別にみると、規模が小さくなる

に従い原価が高くなる傾向となっている。 

 

４．費用関数の推計 
４．１．推計方法の検討 
 上下水道の費用関数の推計には、地方公営企業年鑑の平成 27年度の決算データを用いる。

上下水道事業は資本関係費用の割合が大きいため、総費用を資本関係費用とその他費用に

分類し、それぞれについて、関連する指標を説明変数の候補とし、費用関数の推計を行う。 

 都道府県や政令指定都市の場合、事業規模も大きく、相対的に財政力が高く資本関係費

用の自由度が高いため、費用関数を大きく変動させる要因となるため、今回の推計対象か

ら除外する。また、下水道については、現在も未普及解消のための整備が続けられており、

事業の状況によって費用構造が異なり、費用構造の異なる事業体の規模が大きいほど推計

する費用関数を大きく変動させる要因となり得る。そのため、人口・事業規模が一定程度

以下の事業体を対象に推計を行う。 

 

４．２．推計した上水道の費用関数 
４．２．１．資本関係費用の推計（上水道） 
 施設規模を示す指標により推計した結果、資本関係費用は導送水管延長により説明でき



 

る有意な関数が得られた（表１）。候補となる説明変数のデータが欠損している事業体を除

外して推計したため、サンプル数は一定ではない。 

表１ 上水道の資本関係費用の推計結果 

４．２．２．その他費用の推計（上水道） 
 事業運営に影響を与える要因となる指標により推計した結果、その他費用は現在給水人

口と損益勘定所属職員数により説明できる有意な関数が得られた（表２）。 
表２ 上水道のその他費用の推計結果 

 
４．３．推計した下水道の費用関数 
 下水道の費用関数の推計にあたっては、サンプルの分布状況から、人口 30万人以上また

は下水道管布設延長 1,000km以上の事業体を除外して推計を行った。 

４．３．１．資本関係費用の推計（下水道） 
 施設規模を示す指標により推計した結果、資本関係費用は下水道管布設延長で説明でき

る関数が得られたが、当てはまりは高くない（表３）。 

表３ 下水道の資本関係費用の推計結果 

説明変数の数

候補すべて 絞込後
係数 t 係数 t

導送配水管延長（千ｍ） 1126.900 11.119 *** 1100.949 16.755 ***
　うち法定耐用年数を経過した管路延長（千ｍ） 110.691 0.250
浄水場設置数 -7784.077 -0.725
配水池設置数 6917.245 1.732 *
切片 -55052.341 -1.055 4714.027 0.129

修正R2

事業体数

  注）　*：p<0.10   **：p<0.05　　***：p<0.01

0.743

92

0.709

116

説明変数の数

候補すべて 絞込後
係数 t 係数 t

現在給水人口（人） 9.304 15.060 *** 9.438 15.825 ***
１人１日平均有収水量（百万L） -377.774 -0.847
損益勘定所属職員数（人） 18583.081 6.299 *** 18203.343 6.251 ***
切片 213429.916 1.406 90282.637 2.069 *

修正R2

事業体数

  注）　*：p<0.10   **：p<0.05　　***：p<0.01

0.929 0.929

116 116

説明変数の数

候補すべて 絞込後
係数 t 係数 t

下水管布設延長（km） 3325.084 9.888 *** 3388.027 10.795 ***
終末処理場数（ヶ所） 181871.222 1.710 *
ポンプ場数（ヶ所） -16922.385 -0.720
切片 56909.761 0.527 74687.225 0.698

修正R2

事業体数

  注）　*：p<0.10   **：p<0.05　　***：p<0.01

0.519

110

0.515

110



 

４．３．２．その他費用の推計（下水道） 
 事業運営に影響を与える要因となる指標により推計した結果、その他費用は現在水洗便

所設置済人口と職員数（損益勘定）により説明できる有意な関数が得られた（表４）。 
表４ 下水道のその他費用の推計結果 

 
５．推計結果のまとめと課題 
 総務省が公表している地方公営企業年鑑のデータを用いて、上下水道の費用関数の推計

を行った結果、上下水道ともに費用関数を得ることができた。得られた費用関数は以下の

とおりである。 
【上水道】 

【下水道】 

 下水道の費用関数については、資本関係費用の部分の当てはまりが高くないことから、

今後、改良が必要である。また、算出した費用関数を用いて、地区レベルで今後の人口減

少により経営が非効率となる場所を特定するための方法の検討を行うことが今後の課題で

ある。 
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説明変数の数

候補すべて 絞込後
係数 t 係数 t

現在水洗便所設置済人口（人） 6.914 10.222 *** 6.953 17.039 ***
現在処理区域面積（ha） 31.691 0.483
1人当たり年間総処理水量 477.707 1.805 *
職員数（損益勘定） 21260.812 4.391 *** 23505.570 5.437 ***
切片 -70214.124 -1.231 17375.504 0.525

修正R2

事業体数

  注）　*：p<0.10   **：p<0.05　　***：p<0.01

0.870

110

0.868

110
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土壌汚染が不動産価格に与える影響：東京都の事例 

Soil Contamination and Land Price: Evidence from Tokyo 

川瀬晃弘（東洋大学） 

Akihiro Kawase (Toyo University) 

高浜伸昭（市川市・東洋大学） 

Nobuaki Takahama (City of Ichikawa, Toyo University) 
 

1. はじめに 
長らく未整備であった土壌汚染に関する法律として、2003年より土壌汚染対策法（土対

法）が施行された。これにより法律に基づく土壌汚染の調査や措置に関する手法が確立さ

れるとともに、土壌汚染が判明した土地について区域の指定と台帳の公表が制度化された。

また、法の施行にあわせて改定された不動産鑑定基準では、土壌汚染を不動産鑑定評価の

要因とするとともに、土壌汚染によるスティグマ（Stigma、心理的嫌悪感等）についても、

不動産価格の形成へ影響するものとして鑑定評価において考慮することとされた。 

土壌汚染と地価の関係について、Kohlhase(1991)は最終処分場で有害物質による土壌汚

染が判明した事例での住宅価格への影響について米 EPAのリストに掲載された時期に周辺

地価が抑制されるとし、Linn(2013)はブラウンフィールドの解消が近隣地価を回復させる

ことを報告している。また、スティグマが土地価格に与える影響について川口ら(2004)は、

CVM法によりその存在を示唆する結果を報告している。 

これらの先行研究によれば、法律に基づく土壌汚染の区域の指定は地価を抑制し、区域

の指定解除により地価は回復すると考えることができそうである。また、土壌汚染に関す

るスティグマが存在するならば、区域の指定解除による地価の回復には一定の期間を要す

るかもしれない。川口ら(2004)はヘドニック法による分析の有用性を指摘しながらも、デ

ータの利用可能性を考慮すれば指定区域数の蓄積を待つ必要があるとした。2015 年 12 月

末時点で東京都（都下政令市である八王子市、町田市を除く）による指定区域件数は延 662

件であり、ヘドニック法の適用が可能であると思われる。しかしながら、指定区域の台帳

では汚染地を地番として管理しており、直ちに地理情報として活用するのは困難な状態に

ある。そこで本研究では、ヘドニック法の適用の第一段階として、指定区域の台帳より得

られる汚染地の地番情報を地理座標に変換し、公示地価地点との位置関係の検証を試みる。 

 

2. 土壌汚染地の制度的管理と不動産鑑定評価 
2.1 土壌汚染地の制度的管理 
法の目的は、土壌汚染状況の把握に関する措置と土壌汚染による人の健康被害の防止に

関する措置を定めることにより、国民の健康を保護することにある。調査の義務者は土地

の所有者、管理者または占有者（以下「土地所有者等」）である。土地取引により土地所有

者等が変われば、調査の義務者も変わる。土壌汚染調査および措置の基本的な流れは「土

壌汚染調査の実施」、「土壌の汚染状態が指定基準を超過した場合の区域の指定および台帳



 

の調製」、「指定の事由がなくなったときの指定の解除」である。 

指定に関する要件としては「汚染状態に関する基準」と「健康被害が生じるおそれに関

する基準」が定められている。土壌調査により「汚染状態に関する基準」を超える汚染が

認められた土地は、「健康被害が生じるおそれに関する基準」による人の暴露の可能性等に

基づき、盛土・封じ込め等の対策が必要な区域（「要措置区域」）または土地の形質変更時

に届出が必要な区域（「形質変更時要届出区域」）に指定され、その台帳が作成される。 

また、指定区域内から汚染土壌を搬出する場合には事前の届出が義務づけられ、汚染土

壌の処理を土対法の許可を受けた汚染土壌処理業者に委託しなければならない。 

2.2 土壌汚染の影響範囲 
「汚染状態に関する基準」には、土壌中

の有害物質の検液への溶出量による基準

（「土壌溶出量基準」）および含有量による

基準（「含有量基準」）が定められている。

土壌溶出量基準を超える場合、汚染が地下

水汚染を通じて周辺の土地に影響を与える

可能性がある。その到達範囲は物質の特性

により異なるが、土対法では、汚染から 100

年後に達すると想定される距離を物質ごと

に想定している（図 1）。 

 

3. 指定区域の位置情報 
3.1 台帳における指定区域の位置情報 
台帳は、帳簿および図面をもって指定区域ごとに調製される。帳簿とは法規則に定める

書式に、指定区域の所在地、指定年月日、土壌の汚染状態などを記載したものである。 

土対法では原則 10 メートルメッシュ単位で土壌汚染調査を実施し、汚染が確認された

メッシュを指定区域とする。帳簿における指定区域の所在地欄には指定区域となったメッ

シュが存在する地番が示される。地番とは一筆ごとの土地につけられた番号であり、その

ままでは地理情報として活用するのは困難な情報

である。そこで次に示す方法により指定区域の地

番情報を座標へ変換した（高浜・川瀬, 2017）。 

3.2 地番情報の座標への変換 
図 2 に地番情報を座標変換する手順を示した。

第一に、台帳図面および株式会社ゼンリンのブル

ーマップにより地番が含まれる土地の住所情報の

取得を試みた。これらで住所取得できた場合、総

務省の jSTAT MAPによるジオコーディングによ

り座標変換を行った。第二に、上の作業で住所情

報が得られなかった場合、台帳図面における指定

区域の位置をブルーマップや Google マップ上で

図 1 有害物質の到達距離 

図 2 座標取得の手順 
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照合し、敷地内で指定区域が多く存在する地点の座標を Google マップにより取得した。

図 3はこの手順で得た指定区域の状況を示したものである。 

 

図 3 指定区域地点(解除を含む全地点、662地点) 

 

4. 公示地価点と指定区域の位置関係 
4.1 公示地価地点数と指定区域数の変遷 
表 1は公示地価点と指定区域の数を示したもので

ある。公示地価は各年 1月 1日を基準としているこ

とから、各前年の指定区域との比較を行うこととし

た。指定区域数は、土対法が施行された 2003年に 4

件（うち年内に解除されたものは 1件）であったが、

2015年には 357件（同 58件）であった。 

4.2 計算の方法 
公示地価地点と指定区域地点の距離 Lは、地球を

球体と仮定した(1)式により計算した。 

L = Rδπ/ 180  (1) 

ただし X地点（λ1,Φ1）、Y地点（λ2,Φ2）、δ：

地球中心と X地点, Y地点が成す角、 

  R：地球の 3軸半径の平均（6371.0087 km） 

4.3 計算結果 
表 2 は 2016 年の公示地価地点と指定区域地点の距離 L の関係を整理したものである。

『国土数値情報』では、公示地価点の用途を「住宅・住宅見込地」、「商業地」、「準工業地・

工業地」に区分している。そこで有害物質の到達距離（図 1）を考慮し、各用途地域にお

ける公示地価地点から一定距離に存在する指定区域地点の数を整理した。 

 公示地価

公示地価
地点数

（n年1/1現在）

指定区域数
（n-1年）

うち(n-1)年
内の解除数

2004年 3254 4 1

2005年 3189 13 5
2006年 3177 19 9
2007年 3065 33 13
2008年 2991 48 21
2009年 2853 41 9
2010年 2785 43 10
2011年 2606 67 21
2012年 2606 146 41
2013年 2606 215 68
2014年 2162 257 47
2015年 2162 324 60
2016年 2531 357 58

n年

指定区域

表 1 公示地価地点数と指定区域数 



 

表 2によれば、全体でみた場合、

公示地価地点のうち 85%にあた

る 2151地点において周辺 3km以

内に指定区域が存在している。ま

た住宅地・住宅見込地において一

定距離を 1km とした場合、35%

にあたる 585 地点において周辺

1km以内に指定区域が存在し、一

指定区域に関係する公示地価地点

は 4.2 地点、一公示地価地点に含

まれる指定区域地点は 2.2 地点、

これらに関係する公示地価地点と

指定区域の距離和は 863km、平均

距離は 0.67kmであった。 

 

5. 今後の課題 
本報告では、東京都を事例とし

て、地番により管理されている土

対法の指定区域の位置情報を緯度

経度に変換し、都下の公示地価地

点との距離関係を整理した。この

手法を踏まえれば、公示地価点と

指定区域地点に関するパネルデータを構築し、ヘドニックモデルによる地価推定が可能と

なる。引き続き、土対法に基づく区域の指定および区域の指定解除が地価に与える影響を

検証することとしたい。 
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表 2 公示地価地点と指定区域地点の関係 
全体 2531

住宅地・住宅見込地 1673
商業地 823

準工業地・工業地 35

指定区域数（2015年） (Y) 357 357

3km 1km 0.5km 0.25km 0.08km

2151 1074 404 104 11
85.0% 42.4% 16.0% 4.1% 0.4%
1359 585 227 58 6
81.2% 35.0% 13.6% 3.5% 0.4%
758 472 169 44 4

92.1% 57.4% 20.5% 5.3% 0.5%
34 17 8 2 1

97.1% 48.6% 22.9% 5.7% 2.9%

357 335 263 102 10
100.0% 93.8% 73.7% 28.6% 2.8%

350 307 219 67 5
98.0% 86.0% 61.3% 18.8% 1.4%

345 295 135 41 4
96.6% 82.6% 37.8% 11.5% 1.1%

196 39 11 2 1
54.9% 10.9% 3.1% 0.6% 0.3%

22294 2533 590 122 11
6244.8% 756.1% 224.3% 119.6% 110.0%
11268 1290 333 69 6

3219.4% 420.2% 152.1% 103.0% 120.0%
10688 1197 246 51 4

3098.0% 405.8% 182.2% 124.4% 100.0%
338 46 11 2 1

172.4% 117.9% 100.0% 100.0% 100.0%

全体 10.4 2.4 1.5 1.2 1.0
住宅地・住宅見込地 8.3 2.2 1.5 1.2 1.0
商業地 14.1 2.5 1.5 1.2 1.0
準工業地・工業地 9.9 2.7 1.4 1.0 1.0

全体 44392.2 1713.2 204.3 20.9 0.5
住宅地・住宅見込地 22349.2 863.2 117.1 12.2 0.2
商業地 21395.3 818.6 83.2 8.5 0.2
準工業地・工業地 647.7 31.4 4.0 0.1 0.0

全体 1.99 0.68 0.35 0.17 0.05
住宅地・住宅見込地 1.98 0.67 0.35 0.18 0.04
商業地 2.00 0.68 0.34 0.17 0.06
準工業地・工業地 1.92 0.68 0.36 0.07 0.03

一定距離

公示地価点数
（2016年1月1日） (X)

一定距離内に
指定区域を持つ

公示地価点数 (A)

下段：割合 (A)/(X)

公示地価点から
一定距離にある

指定区域の数 (B)

下段：割合(B)/(Y)

(B)の延べ数 (C)

 下段：割合 (C)/(B)

全体

住宅地・住宅見込地

商業地

準工業地・工業地

地点間距離和
 (Σ Ln)km

平均距離
 （Lav）km＝(Σ Ln)/(C)

全体

住宅地・住宅見込地

商業地

準工業地・工業地

全体

住宅地・住宅見込地

商業地

準工業地・工業地

平均指定区域数
(C)/(A)
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ȏćiÌ» ǒū�?ȃ�$*ȏćiÌ» 
ǱŖŋș 2016 ċ 2 ň 1 Ŀ�: 3 ň 31 Ŀ 

ȏćĸȵÌ»ĸ(Ì»ƈ) 8,049 Ʃȵ4,586 ƩȲ57.0%ȳ 
ŉ¯ÌƲĸ 4,153 Ʃ 

ŉ¯ÌƲĸ*¤Ǩ ļǓ�ï× 1,395 ƩȲ22 ǒū�ȳȵǿŏȠǚ 1,964
ƩȲ26 ǒū�ȳȵŹÕ× 794 ƩȲ4 ǒū�ȳ 

ǱŖ¤õ 
ÌƲǍ*Āěȵǒū�®�*��ȵþ�ƋÞ*

ƉƆ&úŐȵǒū�Ų±*¹®ȵǒū�*ǰȩȵ

ȓǞ(ǒū�Ų±ȵ3 #�;/*ȚĖ 

ǻÉȧƘ 52 É 
 

Ï 1� �49�ĝǳ*Ț�`Pe�ǯ 

þ�ċĸ 

ȂȞȚ� 

LjYO@ 
UNQ 

ƌŲƋÞ 
ĵÊ 

ǢƟG^aT 
FjIbh 

þ�ǂĩ sĈŚĢ 

ČóǣƗ(ƆŭǭƠ)Û#�©Ļ�7)%�;ȵþ�×Ú*�;ś)7ã�(đȦ?r�<ȷ

�*§œ)+ȵóǣƗǪ�&uǣƗǪ���<�ȵŎơƭ%+ȵþ�Ǎ�òȝ)Ī��4

9�ĝǳ?§œ�<�6ȵuǣƗǪ�*ĦŮ?įƎ�<ȷ 
�49�ĝǳ*Ǫ�ĭŜ+ȵv�:(2010)6)('*ĭĲ�<×ÚŲ±&ȂȞȚ�&*ƚȚ

ěȵŽȊ(2006)7)('*ĭĲ�<þ�ċĸ&ȂȞȚ�&*ƚȚěȵāŎ:(2005)8)('*ĭ

Ĳ�<þ�ċĸ&þ�ǂĩ&*ƚȚěȵȀt:(2009)9)('*ĭĲ�<ǒū�Ų±&ȂȞȚ

�&*ƚȚě&�!��Ǜơƭ?Ǽ3�ȵþ�ċĸȵsĈŚĢȵȂȞȚ�ȲlǔƗ�Ȩȵ

yȐě*ǠƵȵUNQgjEȵþ�×Ú%*ƚyĩǭȵþ�×Ú)ø�<Ğƞȳȵþ�ǂĩ

Ȳǒï*Ʈ�ô*¾ǑěȵȂȞ*Ʈ�ô*¾ǑěȳȵƌŲƋÞĵÊȲźĮiǉµŲ±ȵ¡Ói

Ƞ�Ý*ǄĬƴƊȵð iðĖŲ±ȵǛĶ/*¸iǞŊȳȵǢƟG^aTFjIbhȲ�

ǁǛw*ìǃȵǢƟ{ųȵ�ÃȘ�i�ÜƕǛȳȵLjYO@UNQȲë'7iȤüċǏĢ

Ų±ȵȮȱǍĴıŲ±ȳ%Ǫ��<ȷ 

�ǯ+ȵsĈŚĢ+þ�ǂĩ)ȵþ�ċĸ

+ƌŲƋÞĵÊȵǢƟG^aTFjIbhȵ

LjYO@UNQȵȂȞȚ�ȵþ�ǂĩ)�

Ǝ?º2�ȵƌŲƋÞĵÊȵǢƟG^aTF

jIbhȵLjYO@UNQ+ȂȞȚ�?~

�$ȵșİƗ)þ�ǂĩ/đȦ?r�<

&��Ț�`Pe?ǧñ�<ȲÏ 1ȳȷ 

 

ȻȷǱŖøǶ×*ƅĕ 

w�ơƭ*×Ú+ȵÑÔ{ȃƛ�ǧñ�<ȇȌá×Ú 2)�:ȵƀǹƜőȂŨĆǑƖă×

¶?ȉñ��ȷƀǹƜőȍ)�ǈ�<őȂŨĆ+ȵĆƒÃ�)9; 2005 ċ)Ǯƌ��ȷ

|½&ȥƬ+ĿŎ*ƹ 1,000§* 1)ƚď�ȵ`Pe×ĽȎĆ*l"&�>=<ȷĆ¤+

14×¶)§�=ȵ�*l"*ǑƖă×¶+ȵ|½ 23,400|ȵ8,375sĈȵȮȱµƈ 24.0%ȵ

ǒū� 53 Î�%�<Ȳ2015 ċ 4 ň 1 ĿƉÕȳȷ�*×¶*ǒū�®�ƈ+ 97.1%% Ñ

ĊØ�9;7Ȯ�ȵ|½Xc^NR+ĿŎ*|½Xc^NR*ƅĕ&Ȫ��ȵsĈǠŝ+

100 sĈōſ 45.3%% ÑĊØ�)Ȃ�ȷļǓ�ï×+ǿŏȠǚ)Ȟİ�<Đ%ûǠŝ)

Șƕ�=ȵǿŏȠǚȲ27 ǒū�ȳȵļǓ�ï×Ȳ22 ǒū�ȳȵǿŏȠǚ&ļǓ�ï×&*

ŹÕ×Ȳ4ǒū�ȳ�¢ì�<ȷ 

 
ȼȷǱŖ*ƿŔi§œ 

ǻÉƺǱŖ+ȵ2016ċ)ǑƖă×¶3 #�

;¸Ǵ�*¸?Ĕ$òľ�Ȳǝ 1ȵǝ 2ȳȵ§

œ+ȵÌƲǍ*Āěȵþ�ƋÞ*ƉƆ&úŐȵ

ȓǞ(ǒū�Ų±* 21 ȧƘ*ǣžàĸ?įƎ

��ȷ(�ȵǒū�ĸ�ü(�ŹÕ×+§œ�

:țá��ȷ 

3�ȵǿŏȠǚ&ļǓ�ï×&*ǣžàĸ*ĊØ�ą%+ȵźĮiǉµŲ±?ț�ǣž

àĸ%ǿŏȠǚ*Ľ�ļǓ�ï×9;7Ȯ��?ƥ��ȷ3�ȵUŗñ%+ȵźĮiǉµ



ǝ 5� ¢§ķŚȅ§œƿŔ 
 GFI AGFI RMR RMSEA 

ưl`Pe 0.866 0.815 0.113 0.091 
ưx`Pe 0.866 0.815 0.113 0.091 
ưn`Pe 0.927 0.901 0.060 0.066 

GFIȾȓÌĉ§œ)��<Ūñ�ĸ)ƚď�<7*ȷŇã�+ 1 %�;ȵ
ǣžàĸ*¥Ɖě�Ȯ�1' 1 )Ȃ#�ȷ 
AGFIȾȓÌĉ§œ)��<ǒƐČǱĹŻ4Ūñ�ĸ)ƚď�<7*ȷ
�� 1 )Ȃ�1'PjM/*ď$+3;�Ǖ�ȷ 
RMRȾŇû�+ 0 %�;ȵǣžàĸ*¥Ɖě�Ȯ�1' 0 )Ȃ#�ȷ 
RMSEAȾŇû�+ 0 %�;ȵǣžàĸ*¥Ɖě�Ȯ�1' 0 )Ȃ#�ȷ 
 

ǝ 3� Ǫ�ĭŜ*ĊØ�ťǾ 
ǣžàĸ 

ȲǪ�ĭŜȳ 

ĊØ� ĊØ�* 
\AhQą 
**=1%ŉĝ 
*=5%ŉĝ 

ǿŏȠǚÙ 
Ȳn =1,964ȳ 

ļǓ�ïÙ 
Ȳn=1,395ȳ 

Ȃĥ)�5|� ?9�Ơ!$�<Ȳþ�×Ú%*ƚyĩǭȳ 4.33 3.66 0.67** 
�ǁǛw('*ìǃȲ�ǁǛw*ìǃȳ 3.87 3.25 0.62** 
�=�:+Ȃĥ)Ʈ�ô�ß�$��ȲȂȞ*Ʈ�ô*¾Ǒěȳ 3.83 3.42 0.41** 
Ȃĥ#���?ã¨)�$�<ȲUNQgjEȳ 4.43 4.1 0.33** 
Ȃĥ)�Ȩ%�<|��<ȲlǔƗ�Ȩȳ 4.21 3.93 0.28** 
Ȃĥ*|&���"?{>�$�<ȲyȐě*ǠƵȳ 4.75 4.54 0.21** 
�=�:7}*ô)�4ǃ���Ȳþ�×Ú)ø�<Ğƞȳ 4.41 4.22 0.19** 
ë'78Ȥüċ?øǶ&��Ų±Ȳë'7iȤüċǏĢŲ±ȳ 4.15 3.99 0.16** 
ǛĶşȚ('/*ǞŊ8¸ȲǛĶ/*¸iǞŊȳ 4.31 4.16 0.15** 
ƬŘƗ(�Ã*Ș�8�Ü*ƕǛ('Ȳ�ÃȘ�i�ÜƕǛȳ 3.61 3.48 0.13** 
ȮȱǍ('?øǶ&��ƪƧŲ±ȲȮȱǍĴıŲ±ȳ 4.13 4.01 0.12** 
fEdCjIbh('�Ŧ*ǢƟŲ±ȲǢƟ{ųȳ 3.76 3.67 0.09* 
×Ú*ð 8ðĖ)Ț�<Ų±Ȳð iðĖŲ±ȳ 4.39 4.31 0.08** 
úŐȵǒï+Ʈ�ô)(<Ȳǒï*Ʈ�ô*¾Ǒěȳ 3.07 3.02 0.05 
¡Ó8Ƞ�ĥ('*ǄĬƴƊȲ¡ÓiȠ�ĥ*ǄĬƴƊȳ 4.20 4.19 0.01 
H^Ì»Ýĥ*źĮ('�ƋÞÅoŲ±ȲźĮiǉµŲ±ȳ 4.41 4.44 -0.03 

ȴÌƲ+ 5 ŤȜǪ�%ĔƂ�Ȯ�1'ǎñƗ(ÌƲ&(<9�ĔƂµ�� 

 ǝ 4� ǣžàĸ*Íë§œƿŔ 
ǣžàĸ 

Íë 1 Íë 2 Íë 3 Íë 4 Íë 5 Íë 6 Íë 7 
ƌŲƋÞ 
ĵÊ ȂȞȚ� 

ǢƟɅɈɁ

ɇɄɃɆɂɉ 
ŃșƗ 
ǞÍ þ�ǂĩ 

LjYO@

UNQ sĈŚĢ 

ð iðĖŲ± 0.725 0.187 0.146 -0.010 -0.002 0.145 0.008 
¡ÓiȠ�ĥ*ǄĬƴƊ 0.692 0.186 0.227 0.004 0.014 -0.040 0.001 
źĮiǉµŲ± 0.584 0.129 0.120 -0.055 0.016 -0.086 0.053 
ǛĶ/*¸iǞŊ 0.400 0.153 0.357 -0.044 0.026 -0.099 -0.016 
UNQgjE 
lǔƗ�Ȩ 

0.164 
0.084 

0.856 
0.670 

0.145 
0.117 

-0.085 
-0.006 

0.012 
-0.019 

0.034 
0.063 

0.025 
-0.058 

þ�×Ú%*ƚyĩǭ 0.105 0.664 0.185 -0.358 0.043 0.011 -0.027 
yȐě*ǠƵ 0.197 0.591 0.039 -0.126 0.058 -0.015 -0.011 
þ�×Ú)ø�<Ğƞ 0.204 0.419 0.161 -0.019 -0.131 -0.007 0.061 
ǢƟ{ų 0.328 0.212 0.649 -0.035 -0.013 0.109 0.011 
�ÃȘ�i�ÜƕǛ 0.308 0.115 0.631 -0.109 -0.025 0.048 0.126 
�ǁǛw*ìǃ 0.277 0.224 0.565 -0.049 0.003 0.122 -0.046 
þ�ċĸ -0.028 -0.143 -0.036 0.792 -0.127 -0.075 -0.079 
ċȱ 
ĒÇƾȭ 

-0.127 
-0.004 

-0.135 
0.069 

-0.114 
0.035 

0.602 
-0.462 

-0.026 
0.069 

-0.015 
-0.017 

-0.550 
-0.069 

ǒï*Ʈ�ô*¾Ǒě 
ȂȞ*Ʈ�ô*¾Ǒě 

-0.004 
0.038 

-0.060 
0.030 

-0.044 
0.052 

-0.023 
-0.246 

0.727 
0.584 

0.004 
-0.006 

0.278 
-0.028 

ë'7iȤüċǏĢŲ± 
ȮȱǍĴıŲ± 

0.395 
0.379 

0.152 
0.137 

0.278 
0.316 

0.028 
-0.066 

0.001 
0.024 

0.630 
0.590 

-0.046 
0.055 

sĈŚĢ 0.006 -0.043 0.000 0.042 0.138 -0.002 0.594 
ěª 0.007 0.037 0.181 -0.176 0.043 -0.085 -0.030 

Ðŉ� 5.59 2.21 1.83 1.25 1.10 1.05 1.00 
Íëörƈ(%) 26.61 10.55 8.72 5.94 5.22 5.00 4.37 
ƻƬörƈ(%) 26.61 37.16 45.88 51.82 57.04 62.04 66.41 

ȴVd]NEKÌǽȵÍëǷǘȕǝĸ�+ 0.4 )ǧñ 

ǝ 2� ÌƲǍ*Āě 
ǣžàĸ 

ǿŏȠǚÙȲn=1,964ȳ ļǓ�ïÙȲn=1,395ȳ 

ÌƲĸ(Ʃ) ¬Ã(%) ÌƲĸ(Ʃ) ¬Ã(%) 

ěª 
Ƒ 1,233 62.8 675 48.4 

ç 731 37.2 720 51.6 

ċȱ 

10 � 2 0.1 0 0 

20 � 13 0.7 21 1.5 

30 � 108 5.5 150 10.8 

40 � 226 11.5 235 16.8 

50 � 451 23.0 278 19.9 

60 � 641 32.6 405 29.0 

70 � 390 19.9 245 17.6 

80 � 133 6.8 61 4.4 

sĈŚĢ 

-&;Ņ:� 214 10.9 145 10.4 

äê*4 445 22.7 399 27.3 

xs�(Ǣë) 814 41.4 728 52.2 

ns�(Ǣëî) 444 22.6 94 6.7 

�*� 47 2.4 29 2.1 

þ�ċĸ 

5 ċōſ 86 4.4 155 11.1 
5ɀ10 ċōſ 73 3.7 106 7.6 

10ɀ15 ċōſ 88 4.5 144 10.3 
15ɀ20 ċōſ 100 5.1 153 11.0 

20 ċ�o 1,617 82.3 837 60.0 

ǒū� 

ĒÇƾȭ 

�; 1,700 86.6 1,232 88.3 

(� 264 13.4 163 11.7 

 

Ų±ȵ¡ÓiȠ�Ý*ǄĬƴƊȵǒï*Ʈ�

ô*¾Ǒě?ț�ǣžàĸ)ǁǥo*ŉĝą

Ȳp < 0.013�+ p < 0.05ȳ�ƣǭ�=�Ȳǝ

3ȳȷ�:)ȵSteel−Dwass Ů)9<ǿŏȠ

ǚ&ļǓ�ï×*þ�ċĸ 20ċ�o& 20ċ

ōſ*ĊØ�ą*âȓťǾ%+ȵÂǣžàĸ

)ǁǥo*ŉĝąȲp < 0.01ȳ�ƣǭ�=�ȷ 

š)ȵƚȚ§œ&Íë§œ?Ǜ!�ȷƚȚ

§œ%+ȵþ�ƋÞ*ƉƆ&úŐ&ȵȓǞ(

ǒū�Ų±*ǣžàĸ)Ţ*ƚȚȚ��ƣǭ

�=�ȷ3�ȵÍë§œ%+ȵ�49�ĝǳ

)Ț�< 7Íë�ī¦�=ȵȂȞȚ�ȵþ�

ǂĩȵƌŲƋÞĵÊȵǢƟG^aT

FjIbhȵLjYO@UNQȵŃ

șƗǞÍȵsĈŚĢ&��Ȳǝ 4ȳȷ 

Ňē)ȵ¢§ķŚȅ§œ%+ȵ7

Íë&ȵ'*ȧƘ&7ƚȚ�ǭ6:

(�!�ěª*ǣžàĸ?ț� 20

ȧƘ*ǣžàĸ*WKÏ?�Ģ�ȵ

Âàĸș*WK�ĸ�9.`PeȈ

ÃČ*ŗǩ?Ǜ!�ȷ 

�ǯ`Pe+ȵsĈŚĢ+þ�ǂ

ĩ)đȦ?r�ȵŃșƗǞÍ+

ȂȞȚ�ȵþ�ǂĩȵƌŲƋÞ

ĵÊȵǢƟG^aTFjIbhȵ

LjYO@UNQ)đȦ?r�

<&��7*?¢ȃ&�ȵn"

*`Pe?ǧñ��ȷưl`P

e+ȵȂȞȚ��ƌŲƋÞĵÊȵ

ǢƟG^aTFjIbhȵLj

YO@UNQ)đȦ?r�<&

��ȷưx`Pe+ȵþ�ǂĩ

�ƌŲƋÞĵÊȵǢƟG^aT

FjIbhȵLjYO@UNQ

)đȦ?r�<&��ȷưn`

Pe+ȵƌŲƋÞĵÊȵǢƟG^aTFjIbhȵ

LjYO@UNQ�ȂȞȚ�)ƙİƗ)đȦ?r

�ȵþ�ǂĩ)șİƗ)đȦ?r�<&��ȷ§

œ*ƿŔȵÂ`Pe*ȈÃČ�:ưn`Pe?Ň

Ƽ`Pe&��Ȳǝ 5ȵÏ 2ȳȷ 



GFI = 0.927 
AGFI = 0.901 
RMRȿ0.060 
RMSEA = 0.066 
p � = 0.000 
ļǓ�ï× n= 1,395 
ǿŏȠǚ n= 1,964 

Ï 2� �49�ĝǳ*Ț�`Pe(WK�ĸ*4) 

0.435 
0.499 

0.385 
0.153 

-0.087 
-0.126 

0.224 
0.203 

0.033 
-0.050 

0.586 
0.726 

0.335 
0.203 

0.348 
0.429 

ŃșƗǞÍ 

ȂȞȚ� 

LjYO@UNQ 

ƌŲƋÞĵÊ 

ǢƟ 
G^aTFjIbh 

þ�ǂĩ 

0.049 
0.154 

sĈŚĢ 

0.144 
0.137 

0.288 
0.319 

0.700 
0.678 

-0.142 
-0.236 

ļǓ�ï× 
ǿŏȠǚ 

Ƚȷƿǲ 

§œƿŔ*ǌ÷�:ȵŎơƭ*

ƿǲ? 5")3&6<ȷ�þ�ċ
ĸ�ȗ�|+ȵǕè(ȂȞȚ�?

Śƶ�ȵƌŲƋÞ?ĵÊ�<Ų±

/*Ǫ��Ȯ��Å)�<ȷ	 þ

�Ǎ*�49�ĝǳ+ȵȂȞȚ�ȵ

þ�ǂĩȵsĈŚĢȵŃșƗǞÍȵ

ƌŲƋÞĵÊȵǢƟG^aTFjIbhȵLjYO@UNQ%ŚĢ�=ȵƚyȚ�*t%

Ȯ3<¾Ǒě��<ȷ�ǒū�Ų±+ȵƌŲƋÞĵÊȵǢƟG^aTFjIbhȵLjY

O@UNQ%ŚĢ�=ȵȂȞȚ�)+ȵƌŲƋÞĵÊȵǢƟG^aTFjIbh+[cK

)ȵLjYO@UNQ+]ASK)�Ǝ�<¾Ǒě��<ȷ3�ȵļǓ�ï×%+ƌŲƋ

ÞĵÊ*Ų±�ŉƎ%�;ȵǿŏȠǚ%+ƌŲƋÞĵÊȵǢƟG^aTFjIbh*Ų±

�ŉƎ%�<ȷ�ļǓ�ï×+ǿŏȠǚ)ť0lǔƗ�Ȩ8ƚyĩǭ����6ȵ�49

�ĝǳ?Ȯ6<)+ȵþ�Ǎ*ȚĖ�Ȯ�źĮǉµ8ð ðĖ('*Ų±?ȃ�$ȵlǔ

Ɨ�Ȩ8ƚyĩǭ?Ÿ6<Ąä�ėǞ%�<ȷ�s�{�ŋ?ȁ��ļǓ�ï×%+ȵs

ĈÇ*ǆû�Ʈ�ô*¾Ǒě?Ȯ6<ȷ3�ȵƌŲƋÞĵÊ*Ų±+Ǖè(ȂȞȚ�?Ś

ƶ�ȵșİƗ)Ʈ�ô?�ż��<¾Ǒě��<ȷ 
ļǓ�ï×%+ȵǿŏȠǚ*9�(�ǁƗ("���8Ġǋ�(��6ȵȂȞȚ�*Ś

ƶ)+Ńș?Ǟ�ȵ�*ȑĢ+õł%(�ȷ�*lĽ%ȵǒū�ƽǇ�æş&(;ȵŲ±

*ƕÿ8�ò�ȵȂȞȚ�?Śƶ�ȵ�49�ĝǳ?Åo��ȵúŐƗ)7ñ�¾Ǒ(�

ï×*��?Ȯ6<¾Ǒě��<ȷŎơƭ%+ȵ�49�ĝǳ)ø�$ǒū�Ų±*đȦ

Č?ñȕiŁƥµ?ǫ4�ȷ�*l"*Ơǟ&�$ȵȇȌá×Ú*ļǓ�ï×%+ȵƅ)

ƌŲƋÞĵÊ*ǒū�Ų±��49�ĝǳ*Åo)ŉƎ%�<�&?ƥÈ%��&ǌ�<ȷ 
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1．研究背景・目的 

地方部における地域公共交通は民営での事業継続が困難となり自治体で運営していると

ころも多いが，自治体財政も厳しいことから利用促進と効率化が求められている。また，

近年高齢ドライバーの事故増加も問題となっており，免許返納者の受け皿として地域公共

交通が期待されている。しかし，利用促進策として低運賃化や免許返納者への優遇措置を

行ったものの思うように利用者は伸びていないことが多い。 

地域公共交通の利用促進を図るには，利用者の潜在的な需要を分析したうえで効率的な

運行政策を検討する必要がある。谷本ら 1)は著しく活動の機会が制約されてきた地方・過疎

地域における公共交通計画を策定する場合においては，活動ニーズにのみ目を向けるので

はなく，活動の機会にも着目するべきだと述べている。活動ニーズだけでなく活動の機会

にも着目した研究として，岸野ら 2)は住民の活動時間帯を分析し，実際のバスダイヤよりも

アクセシビリティの高いダイヤを検討した。ただし，活動時間帯は行動目的や利用手段で

異なると考えられることから，本研究では利用手段別に町民バスの利用実態と活動時間帯

を分析し，潜在的需要を分析する。分析結果から，地域公共交通の利用促進を図り，持続

可能なものとするためにはどのような政策にするべきかを検討する。 

 

2．調査対象地域の概要と使用データ 

分析に使用したデータは，宮城県利府町が 2016年 7月に町民を対象に実施したアンケー

ト調査である。回収は 1,647 票，回収率 49.9%であった。利府町は仙台市の北東に隣接し，

JR 利府駅周辺（中心部）に町役場，ショッピングセンター，病院等が立地している。北部

の住宅団地から中心部や塩竃市方面へ高頻度の民営バス路線があるが，西部，東部，南部

は低頻度の町民バス路線となっている。なお，東部の民営バス路線は町民バスと同程度の

運行頻度のため，ここでは町民バスと同等に扱うととした。 



 

3．町民バスの利用実態 

はじめに，現在の町民バス利用者の個人属性及び利用実態について分析する。ただし，

利府町では通勤・通学で町民バスを利用する人も多いが，利用促進の対象は日中の時間帯

であることから，ターゲット層を通勤・通学していない人とした。表 1 は，通勤・通学し

ていない町民バス利用者の年代別免許保有状況である。利用者は高齢者に偏っているが，

利府町では免許保有者も多い。これらは利用頻度は低いものの，利便性向上により町民バ

ス利用への転換を促せる可能性がある。すなわち，現状の町民バスの利便性が悪いために

免許返納せずに車を運転し続ける人や送迎に頼っている人が多い可能性がある。そこで図 2 

は，通勤・通学していない人の移動手段別の主要買物先を比較した。バスでは行き先が利

府中心部にほぼ限定される。一方，送迎，車利用では町外への買物も見られるが，利府中

心部も比較的多い。そこで，本研究では利府町中心部への買物行動に絞って分析を進める。 

 

表 1 通勤・通学していない町民バス利用者の年代別免許保有状況 

 

 

 

図 2 移動手段別の主要買物先 

 

4．移動手段別の買物行動特性 

 ここでは移動手段別の買物頻度の違いを分析する。その際，バスの利便性の高い地域と

比較することで，バスの利便性の影響について考察する。バスの利便性の高い地域として

仙台市鶴ケ谷地区で 2009年 11月に実施したアンケート調査データを使用する。回収は 256

票，回収率は 37.8 %であった。なおバスの運行頻度は利府町民バスでは 2時間に 1便程度

であるが，鶴ケ谷地区では 1時間に 3便程度運行している。 

図 3 は利府町と仙台市鶴ケ谷地区における地域内を主要目的地とする移動手段別買物頻

度である。まず鶴ケ谷地区を見てみると，移動手段による買物頻度の差はさほど大きくな

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 合計

免許保有 2 6 5 7 23 11 3 57

免許非保有 0 0 1 2 8 19 12 42

合計 2 6 6 9 31 30 15 99
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い。一方，利府町では車運転に比べ，バスと送迎の買物頻度は明らかに低い。これはバス

に関してはバスの運行頻度が低いことが影響していると考えられる。送迎に関しては，鶴

ケ谷地区に比べ利府町では商業施設まで遠いこともあるため，送迎をお願いする人への遠

慮から買物頻度が低くなると考えられる。送迎の買物頻度が低いということは，バスの利

便性向上によって転換を促せる可能性があるとも言える。 

 

 

図 3 移動手段別の買物頻度 

 

5．活動時間帯に着目した改善方策の検討 

図 4 は利用手段別の自宅出発から帰宅までの買物所要時間分布である。バスは 2,3 時間

と 5 時間に集中しているが，2 時間未満と 4 時間は割合が低い。これは町民バスの運行頻

度が 2 時間に 1 便程度であり，帰り便の時刻によって制約を受けているからである。車運

転では所要時間のばらつきが大きく，自由に行動していることから現状の運行頻度ではバ

スへの転換が難しいと考えられる。一方，送迎は 3 時間未満の割合が非常に大きい。これ

はバスでは対応できない短時間の買物が多いことと，送迎してもらう人に遠慮して短時間

で済ませていることの両方が考えられる。したがって 1 時間に 1 便程度にまで増便するこ

とでバス利用者の買物時間の自由度を高めることができるとともに車利用者や送迎利用者

のバスへの転換を促せる可能性が高まると言える。 

 現行の利府町民バス東部路線で 1 時間に 1 便程度に増便するためにはバスを 1 台体制か

ら 2 台体制に増やす必要がある。しかし，財政状況から増車は困難である。そこで，例え

ば利用の少ない区間を短縮することによって 1時間に 1便程度に再編する，あるいは現在 1

時間後，3時間後，5時間後となっている帰り便を 2時間後，4時間後に変更するといった

方策が考えられる。これらは運行区間の短縮，あるいは減便といった一見サービスの切り

下げのように見えるが，利用者にとっては使い勝手がよくなる可能性もある。 



 

 

図 4 移動手段別の買物所要時間 

 

6．結論 

本研究では，利府町における通勤・通学していない人を対象に買物行動特性を分析した。

その結果，バスの利便性や目的地までの移動手段によって買物頻度や買物所要時間が異な

ることが明らかになった。バス利用者の満足度向上だけではなく，車利用者や送迎利用者

をバス利用の転換へ促すためには，バスの利便性を向上させる必要がある。厳しい財政状

況で利便性を向上させるには，利用の少ない区間を短縮することによって便数を増やす，

あるいは減便をする代わりに買物の行き帰りにちょうどいい運行間隔に調整するといった

方法が考えられる。一見サービスの切り下げのように見えても，利用者にとっては使い勝

手がよくなる可能性もあり，こういった逆転の発想から方策を練る必要もあることが示唆

できた。今回の分析では対象サンプル数が少ないなどの課題も残されているが，今後の利

用促進策検討の方法論を示すことができた。  
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z;KkÆ3)êíYȂǂÒ£gl�ģǳkuƄůkĤǊjk�~nıŹaŚƦ?z;K

g)đ»¶ígl�lġƃa9gj8)êí»glġƃuÜŊkäzǐƈKjcI1z*�
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ƶuƼāƅǢaǮǣ=j9^Qj[j1l6ƁŽg0z*=R=)ŏǐƈlƥþkZzĊ

¤ǕĆ6ǭW[^z;Kg)¯¿lk�~naÔ9zȁkǢƤaƅ1IƝÈ?zĤǊħ6

j8jy)ƃðǜǁlĈj1�ǩĮťgk�~naÔ9z;K6×ƹkjzKƵ3[^z*�
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Are unfavorable facilities really unfavorable? 
ŐǛ� ǙŗȵȪĚĎȠćĎćĎȠȶ�

Hideaki Saito (Aoyama Gakuin University) 
 
1. sa`T 

ËÕŀrǫǋs 1983 Ĥr�ȖËÕŀrÙƅȎśĭơƵȃȷ1985 ĤrȳÁěËÕŀrȳ

ÁěƬêŤơȵƚȷƉżơȶƵȃkŚİTȷőǫ�Ƶȃpo;ǜjhlSp:MgȸC:

Cȷ���ĜăkāTãËǎ;ĂÒCȷ2001 ĤTsËÕŀráēđñkȀUgTǔfËÕ

ŀőǫrĉųnpMgȸőCSËÕŀsȷörǼŋƗƀTș^ȷŔčrËÕŀnsƥpfȷ

źțƃÑkÍƞCg PFI ŒĩTdMlĨǫ�ȍƞAhg@nTpMgȸ 

ËÕŀrőǫsȷȥƞrÐÇȷǐñrƵ¯poTdg¥äĂÒȷfCl¥äĂT¬Tú

Œ¢¨ƷrĂȯpoTdMlȷúýǅƆ5gSsúŒǼŋvǽƘAhgnşįAhȷúŒ

Ǔſ°țmǰǕéĿ;ęȚAhgȸ2004 Ĥ 1 ś 26 ŕT PFI ŒĩTdgËÕŀrƾ 1 çn

ClĚäƬǌƳğ;ȐđAhgu�ymsȷÃöm 51 rúŒǓſ°;ǰǕTßÒCgȸ]

gȷ2005 Ĥ 3 ś 25 ŕTěūƬŖơȵƚȷƄƟğȶ;ȐđAhgu�ymsȷÎók�ó

g 60 ©�rúŒǓſ°;ǰǕTßÒCgnÿaehg1ȸ 

�ǖƩTǍUhtȷËÕŀsúŒǓſ°TnMlȉĻpœǫnǯǷAhlSgscm5

g;ȷpeĆ=rúŒǓſ°:eƒĽkaMl×ǰAhgrhiT:ȸËÕŀpoȉĻœ

ǫsȷ¯źgi;œǫrĵǠķkǯ`p;eȷǓÈrȇ=TǫǋAhg@nkĊ]pSn

STĽïmȷNIMBYȵNot In My Back Yardȶœǫnðthg2ȸȉĻœǫ;čùbgnȷ

úýro��x;ŉpjhgpor���}�;Ɯagg`ȷĬǮúýr¯ź;ŝ]pS

Āé;ĆSȸTa::jecȷPFI ŒĩTdgËÕŀsĆ=rúŒǓſ°TǰǕAhgȸƛ

ƠnClǍUehĲgarsȷLasbo��x|p�kŻTƣ`ehpS[orƗƀT

úŒǓſ°;ȊSȆ]hlSgȷMo��x|p�kǡdg[or´ƪ;ËÕŀǫǋTd

MlşįmYgȷnSTƎ;ń?ehgȸfTǍUgnȷËÕŀsƯ:T�´ƪkage

b;ȷĘp=naǰǕCgúŒǓſ°TnMlsȷ���n}�;vy�k�ógarm

5fȷ3ȉĻ4m5Mla3čùClŵCS4arTpMlSgscm5gȸ 

Šƹsȷ�Ǫkȁ]UȷúŒǓſ°;ËÕŀǰǕTƼYȌlmSMgǠôkĒǬƩTŗ

e:Tbgȸ 

 
2. ÀǜƮƻ 

@@m±ƞClSg NIMBY ns�°ordTp ǺkŃbrm5iT:ȸfafa

                                                   
��ŞŕőǏ ���
 Ĥ 	 ś �) ŕŞÊȸ�
��ëŰrǝƚmȷŝ]hpS÷úÍƞnSTĽïr 0505ȵ0&�7##K�5BJ7B*���07B��5)�ȶk

ÍƞbgƮƻačùbg;ȷŠƹms 2-16 mǈ�bgȸ�



 
 

3NIMBY4pgƞǱsȷ1980 ĤT American Nuclear Society r Walter Rodgers ;Ì`

l±ƞCgƞǱm5gnAhlSg3 4ȸ@h©ȞȷNIMBY sĆ=rƮƻǎT±ƞAhȷ

]gȷA]B]p ǺkĕǺTƮƻ;ǚƺAhlSgȸ 

1980 Ĥ©ȞǚƺAhg NIMBY rƮƻs 549 čùbg5ȸ@rTiNbooks review b

commentary po6kȡYNĕǺö9duĕǺƕkŗưClSg 240 rǶŏTȜClÈȰb

gnȷĕǺöTȜClsø·ƩTm��rmrƮƻ;Ć=NŭǃAhg 1984 Ĥ:e[yŸ

ĤǶŏ;ƧǝAhlSg7ȸĕǺƕsħŬƕÆƛNȧÑNÝČÑȜȋTȜbgǶŏ;ĆSȸ

Ć=rƮƻ;ǚƺAhlSgm��rmsNħŬƕÆƛȵü`ƽlNƑÜr�Œkî_ȶ

bǂƲƦĹǎrg`rœǫNfClN����yĕǀkâf�?gar;Ć=N¯źTn

MldfȂȇpĕǺƕkâf�?lSg@n;T:;UgȸNIMBY ;3ĵǠķsǯ`g;N

ȇ=Tčùbgrkł_4œǫkĕǺnClSg@n;T:;UgȸȧÑȵÅƜæǒq�

�s�TdgƧȧaî_ȶTȜClsNm��rTÒUl���}�T9Slǚƺ;Ȍl

mSgȸ]gNÝČÑȵƧȧNŪħŬƕkî_ȶTȜCls@herúýTÒUlŕŠk

ĕǺnClƮƻ;ǚƺAhlSgȸNIMBY nClÝČÑȜȋrǶŏ;ŕŠkĕǺnClǚ

ƺAhlSgrsţŕŠćȩƍrĮȬm5iTȸ 

ǶŏrÇƓĤ:eƮƻkůǥbgnN1990 Ĥ©ȞNǗĢrĄÔs5garrNŸĤ�đ

ŎrǶŏ;ƧǝAhlSgȸǲǦkĸhcTǧUtN3bwlrĕǺƕ; NIMBY npfT

g4g`m5iTȸ 

 
3. ËÕŀǰǕrĒǬÈť 

ǚƺAhgƮƻkůǥbgnNħŬƕÆƛœǫrdTTǫǋræíTȜCl�Nrúý

ÄmǭȮ;ĐǆmYgar:eNÝČÑȜȋrdTT�úýTno]ecNörŋǀnC

                                                   
3 Online Etymology Dictionary < http://www.etymonline.com/index.php?term=nimby>
ȵ2017 Ĥ 6 ś 30 ŕŚǄȝǤȶȸ 
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5 ��{��y EBSCOhost 9du Springer LINK kƞSlNNIMBY kŭǃǱnClŭ

ǃkCgǆŧȸfrg`NŠŏ�msp=NßǍŏƘ�ǤÄT NIMBY ;ǪȈAhlSg

ĀéaŭǃǆŧnClǝưAhgȸp9N��{��ysȪĚĎȠćĎõřȱ:emtz

yCgȸEBSCOhost s 2017 Ĥ 5 ś 23 ŕŚǄ±ƞNSpringer LINK s 2017 Ĥ 6 ś 15 ŕ

ŚǄ±ƞȸ 
6 ŭǃǆŧr�TsNNIMBY œǫrŚȏȓǋTȜbgƛǶÈťrǶŏaî]hgȸ@TC

gǶŏrĀéNŠǶr�T NIMBY ;î]hlSlaNƖđröbœǫkĕǺnClSp

Sg`NÈȰ:esȡąCgȸ 
7 ¦órŭǃsǶŏrǧǱ;ǙǱTpMlSgarr^kĕǺnCgȸCg;MlNèör

ǧǱkî`ht@r½ìsĄØbg@n;ǍUehgȸǶŏŎ;ȟđƩm5grsNƿǎ

rǧǱǒÑTdgarm5gȸ 



 
 

lǫǋræíkŭǩCp>htpepSar]mNĕǺsA]B]m5gȸ@rp:mN

Šƹ;ĕǺnbgËÕŀsNǚƺ;Ęp=N5]fĕǺnAhlSpSȸËÕŀs§rœ

ǫTŹȄClÞȕTǸ»AhN]gNÝČÑƧȧŀpordTTºƧƩp Ōpo;ǿ@

fT==N¯źTnMls_Ci3ďÃp4œǫm5g:em5iT:ȸaCfTm5g

nbhtNªTËÕŀ;ã>ÂhehpSƛƠnClsNǥĔAhT=SǠô;ǍUeh

gȸȏÉmspS:aChpS;N3ȇ=TčùbgnŻï;ĺS4nSTȰrƛƠmłǉ

Ahgr:aChpSȸ§ŒmNËÕŀ;ǓúýTŗƯT´ƪkageb@n;şįmY

htN¯źvrǳŗkŧgb@n;mYNƏŋǎby~�t��|�TnMlsǰǕkŇ

ȌCbb=pgm5iTȸ 

AlȷŕŠrğơšrĀéȷŶÂTÛ`gúŒƷrÏés 30Ȼ40ȴƶĥm5fȷŷfr

Ć=rÏékö:erƵȃǼƊmǾMlSgȸfrƵȃǼƊr�mćYpÏékÛ`gr

;ȷúŒ¢¨Ʒm5gȸúŒ¢¨ƷȯsȷþƋǼŋȨǠȯnþƋǼŋáÂȯrĞȯTdM

lǁđAhgȸúŒ¢¨ƷTŠƹ;ƂƫbgrsȷãËǎŎ;3¯ź4nClrp��A

hgƎm5g8ȸ¯źŎsȷö;ǁđbgþƋǼŋȨǠȯkĪY�?gg`ȷǆŧnClú

Œ¢¨ƷkĂÒAdgȸ§ŒmȷãËǎŎ;ĂUgnClaȷúŒǓſ°;ň²bgǜŋ

w��yȵöź¹Ħ¶ȢȷĎũōǑporƱ«¶ȤȜȋȶvrȟƢƩpǻŁĂsėASg

`ȷúŒ¢¨ƷrĂÒsȷfr]]úý¯źvrǟÓȗn^pb@n;mYgȸfhcUȷ

@rĂȯkǢȆlmȷúŒǓſ°;ËÕŀrǰǕT�fÇb:aChpSȸ 

2000 Ĥ©Ȟȷ4 :ŀrƱ«ĳġµȌz�{�;Ƹ¾ClSg9;N ǰǕTßÒCgȵn

ÿaehgȶ42 rúŒǓſ°kůǥbgnȷ2000 Ĥĥr¥ä;ģû 24,509 ¥mȷfrT

i 23 rúŒǓſ°s¥ä 10,000 ¥©�m5gȸfClNǘėƔğnÒåĝğkȡYȷ¥

ä; 50,000 ¥©�m5g240 rúŒǓſ°; 1995 ĤöÖǵŨnŹȄCl¥ä;ƇĘCl

Sgȸģûm 5.1ȴr¥äƇĘsÃöģûr-1.8ȴTŹwl¥äƇĘ;ƌCSȸǼŋÑŃŎ

sģû 0.3 m5fȷÃöģû 0.4 df®SȸAeTȷƾ 1 ŴƝŮ¥äŹƙsģûm 18.8ȴ

m5fȷÃöģû 14.5ȴdfaȲSȸCg;MlȷǰǕTßÒCgúŒǓſ°súŒ¢¨

Ʒvr³č;ī=ȷ¥äƇĘ;ȌlmSlȅŦżƝŮvrı ǎ;ĆSúým5gȸ@T

Cg¥äƇĘȷėǣŲrúŒǓſ°TnMl 1,000 ¥ǣŲrËÕŀ;ćYpo��t�n

pgrsļ¿TȦ=pSȸ 

úŒǓſ°;£ãbgúŒ¢¨Ʒs¥äĂÒÈkî`lǍUp>htpepS;ȷşį

AhgĂȯsƭfUpSȸȇƩpņȇnClȷğnơšTÈ>l 2000 ĤĥrþƋǼŋȨ

Ǡȯk¥änȫƺmóġC10ȷĲehg����{kanTȷ¥ä 1,000 ¥ÈrþƋǼŋȨ

                                                   
8 þƋǼŋȨǠȯrǁđTƞSehgrs¯źƴnClǓſ°TƨȘAhlSgǎmsp

=ȷƜƃĒľkŅUgöÖǵŨr¥äŎm5gȸãËǎrƜƃĒľsĬǮǓſ°Tčùb

gg`ȷãËǎŎsËÕŀrčbgǓſ°r¥äTî]hgȸ 
9 @heTÒUlȷ2017 Ĥ 9 śdfţ¤ȒŘěğTöȣƁÕǊéz�{�;ȍòkȚċb

g�đm5gȸ 
10 ŇǨrǆŧȷğȑmsȷ 



 
 

ǠȯkŽ`gȸ 

óġÈťTȜClȷǞǳŗĄŎsǰǕßÒrŜƐȵǰǕȺ1ȷ�ßÒȺ0ȶm5gȸǳŗ

ĄŎsþƋǼŋȨǠȯ©ąTȷǓſ°rǅƆƗƀkǝbŃűnClȷúŒ¼ŷȲȷƾ 1 Ŵ

ƝŮ¥äŹƙȷ65 Ŷ©�¥äȷĈŮǎŎȷfClǴƷĕǺŀĲm5gȸ]gȷƱ«Ɨƀk

ǝbŃűnClȫƺkÒUlSgȸúŒ¼ŷȲnǴƷĕǺŀĲTȜCls¥ämȡCȷ1 ¥

ĬgfȯkƞSlSgȸÈťsǞǳŗĄŎ;¡¸kngg`ȷProbit mǜMgȸ 

 
4. ]n` 

ŇǨrǆŧȷđŎȭkȡYȷơšsƾ 1 ŴƝŮ¥äŹƙkȡ=ĄŎ;ǈǨƩTŜĽpǆ

ŧkưCgȸğTNSlsȷȫƺȷƾ 1 ŴƝŮ¥äŹƙȷǴƷĕǺŀĲ;ǈǨƩTŜĽp

ǆŧkưCgȸ 

�ŒmȷŠƹr�ggȜĴ m5gúŒ¢¨ƷTȜCls Îr�ƈTàCơšTĕC

lǻmȷğTĕClsǈǨƩTŜĽpǆŧ;ưAhp:Mgȸǆŧkfr]]ǦȔbhtȷ

úŒ¢¨ƷrĖŢƩpĂȯsËÕŀǰǕTĕCl�o�yT¾=:ȷAap>htȷĮȬ

CpSnST@nTpgȸ 

@rǆŧ:eȷúŒǓſ°sĖŢƩpǼŋƗƀrĄØdfaȷƚùǋ:hlSgƗƀT

àĶClËÕŀrǰǕvrßÒ�ßÒkžđClSgnǍUehgȸ 
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Assignment of the ownership of public assembly facilities to local communities:  

Conditions of lump sum assignment in Tome City of Miyagi prefecture. 
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Takahiro Domen (Hitotsubashi University) 
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� � � Social Capital Studies: What has been confirmed, and what has not. 
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� ĵȑĵ�ƙslrhh�aA?>9IU˅ 
���ˆ

mȉhb (
 nĹå˅I==WK4I>4W9=ˆnÌl} 		 nőÔĹå�ɹs�tjm|ehCŽŎ

oǝn|ilȾɺmʗwba�

�

� cūǤǮēĹårnŎƈnĠĐmâÆwbjhinoÃɒȔl§�ÂÀiolpCĞ

mňėmʙƅwllebĹåmɞʌwCňėmʙƅwbĹåmÝĲ�ƍnfrɁr�tj

māǋbjhiȟÝnňėnĢƽmʕolhniolhladcttiƗeb 		 nőÔĹå

n×mC§��¡²nʚ�cĹåÚŉCfu~ŽmǱŘwllebyniCŎƈmƫ�e

hh�ŊpnƶwhȦ˂nūǤǮēmg�jhiɯƞ�ǊȬiȞwhnbad˅ 2Y9M4T�
�����

X�.�ˆ�

�

ȭ  mCȽʃêœƈmĸǎʪìnȓɣ�|~ĺʸmy�aȽʃêœƈoȟÝʪìɿǊm

khhʢɢig�a�¼Â«z�±·¢��nȟÝʪìɿǊoC�±·¢��nŉʜƈm

¸¢Â�lǾʁ�Èj�ǟĨ�`nɍǁmƛjhh�ac�Â�µ¼Á�µ¨�¼oǊʁȔ

mȟÝjȽǰnňƳmfhhCüʏnəē§�ÂÀ�Ǧx�ynd˅ 749M�
��	��X�	-ˆi

g�mCȽʃêœƈnœĿoCĂǍ�|~ĺʸlynmy�ațȩɊoĸǎʪì�ǾŘw

bhawlwC�¼Â«z�±·¢��nȁǾlǾƈmyǫƎ�Įrlr�pl}lha�

˅ˆƯȰƖǡm�l}lhˉ�

� Åɬiʊsb ) fnghuhumCƯȰƖǡjwhnghuhu�Ɲǋy�au]Ć

xmCȟÝʪìɿǊnƨĴɊm|ehƨǒu�bƯȰnidnhpfloCȟÝʪìɿǊ



 

ɺmƧsbŇŋlĵˁƎɻmǣshȂʤyo�|imƇj�aA?>9IU˅
���ˆocȳľ�

±·¢��nŧŅjÿȇdjČˁ�frhh�aA?>9IU˅
��(ˆocȳľ�±·¢���

Ĥ~ƔydjČˁmfr}�hh�aƻ}lmCŇŋlĵˁ�ɨǧw|ijwhh�aw

lwlm}CA?>9IU˅
���ˆnǅȻȬiȞu�hh�ɲȹlƯȰƨɩnþŜmotj�k

ɷƁďmlhaîÔnňėjĊŲnňǃnÊƷmƄɢig��jwhh�mC§��¡²m

ōđwhh�tjoċɊmñehh�acȢbdoîÔ�Ⱦqfr�bxmǧƎ�ŸĽmy

�Ƅɢmg�˅A?>9IU�
�����X�)�( d̂j§��¡²ohimCŽmƧs�ƯȰmoCƯű

nżčmÇħǜlÇŭȮzCƈĈzʳȷlknȟÝʪìɿǊmʪy�ʢɢlɸˁmɆnğ

~mu�hh�a�

ȟÝʪìɿǊ�ƯȰƖǡjwhĉȉy�ʵmȇ[�yi 	 fnĵˁoCȟÝʪìɿǊn

ɴșȔlǊʁmȋǋy�aȟÝʪìɿǊnŉʜƈoîÔm|ehɴɻu��aɩhƩj�

pC`�}nŉʜƈoîÔnɏnȠȽȵzÔʩnƃ�ʏwhĎ}��at�oȟÝʪìɿ

Ǌnńʒ�ȖȔjy�ƯȰƖǡmCÔʩnƃ�ƭèy�óʻ�ơehhhC`nȾǎCð

ȆȔʟƑmƄɢlĵˁ�Ŷnʂtylyw�lhjhitj�Ǝİy�a�

ÚÅCȟÝʪìɿǊmʪy�Ƙć�ǕɧwbmCÅɬn  fnƘćoȅȀiotj�k

úhɨǧu�hh�abjjpC74MTL��
�	,	 � oŰɩiǝn|imʊshh�a��

�

cȟÝʪìɿǊnǕƆoĚĂmƒǻwbynjlebaǊǄnĆǼ˅ɮɊǫ 
��( ŮĄˆjȭ 
 Ǽ˅ɮ

Ɋǫ 
��- ŮĄˆotnǕƆmhucƶɤƈjhiëïog�mȝȫwbǕƆjwhnŀá�Ɓhhl

hƿǉmĄəu�baÕzȆɺȔÞɀ�Ȑmy�ůȱm�b�ȟÝȣŕɊmCǗblŕɛĂʣmkhhC

`nǕƆ�ȉhClfǯėu^hh�aŢɤǙcmȝĽb�ŀá�ȝȫwbşʧśm|�tnǕƆnɺ

ɰmǾėwb�µÂ¡¼ujœĿy�a�

tn|imǕƆjwhnŀámȝȫy�mwbmhCɐŋlƳnɕʊmĄəu�hh�aȟÝʪìɿ

ǊmfhhnǄȲjɺƵzɬÐnúh�Ǔɫy�tjoCȢmŋɡǭ�ǬT|~yĺʸig�ad�

�

Ǌ FC ioCȽǰŕCȟÝŕCƲɌŕnɥǸl}CȟÝʪìɿǊmŞy�Ƙćmȯjb

ijiCȟÝʪìɿǊțȩnȅȀjÕſnɸˁ�Ǖɧy�a�

�

ʑȿ÷ˈȧɔʱÑ˅ƺǊŋŕˆ6UI4T/�49IJI�BWR4194PW9�?�IK�RX�

ĕĔ÷ãƕˈ	�	�-(,ˇǌÓʞěÙȊęÄŦȌ 
�(�	�

ʹɱȏĩˈ�(�
,�-�(.�

�



� 1�� 
 
 

A-6 



 

�"���!�����	��0@�K	 	 M�B4(A-.
<>1;�

Social capital, development of coordinative work and Perspective  

for Future Setonai-kai Region 

ưĹ� Üƕ*�í� � î*Ǥ±� ǁ¥*ŧǤ� Ń�*ǓǤ� Īƌ�

Toshirou Masoka, Hiroshi Minami, Hirohisa Tashiro, Tsunekazu Toda, Takakaki Hamada�

 
� ǔŧÖǅp*¡ǨǮmȭh_ƳɺO2Öǅġļǅi1dHƋacǑƤ*Ƞə*Ⱦļio

ĵȮƩɏƤOkoǡǢǂå7ȧge*ȜǗjȽĆ?Eǡǂ7Ċ[e*ġƨOǡǂjǡǢ*

ªɓ�ªǃoěi1eEHǅjƺĺoēƆÒÔč½hĀ^EēĘʃJǔŧÖǅēĘ.ʄmp

ġƨO¬ɦǂåoɳǽ*ġƂoɇǐ71d7*aoġƨŝh>bmķɥ?*aoÂÈoá

ɕhǱŮAǔŧÖǅēĘoƙƜķƖjŦǩp*êÙjp24B*<e6boȼɹi1dH�

ǔŧÖǅēĘp*ŊĢOJɭĘjǅĘ.oěi1c*ġƨOƱø*ǙŝhƔ?h2do

i*ġƨOɖŻhĄr6;*ƙƜoĩʃ}��ʄhșhd<j7śȬjȗ4bedH¬j

¬joɧÄi1dy�u���o��z�hęǷm*ƐmġƨO¤½oƫǮʃ³ɦǮʄO

ɖŻhșhd<j7ɠȬi1c*ýƍm*ǔŧÖǅēĘpǂåhșhděi_1dH�

ƛ��pu�|�ip*ƛĢ·}��ook����i1dJy�u���o��z�.

oȰǖ6bƫoɖŻoĄr6;oöȚŝ*ɖŻĄr6;6bșI}��7ēĘoġƨŝh

ǭķ>C*ēĘoÂÈháɕ?h29öȚŝȂmI2hńŊ2ţȭªŸh5<O3H�

s�~k��z�ʋǓǤĪƌ�ȩg9cžźx�z�±Ȫ 72�242$2�'5%@�5 �5$��5�9!	 �

ʃɖȏÎʋ)��,�� įĜŁ£ĸ©Ɠ÷ 	���	*ɵȸǪùʋ��-��,-�
,	(ʄ�

���w�.�

ưĹ� Üƕ�ʀƞĢĪȍĊĪɜƀŴ �2@2 :2�$2:2�2$@%�%�23�9!	 ��

í� � î�è¦ĿŁȀĢĪēĘŦǩǵǾũƀŴ �8�2�8�:8$2:&%�%�23�9!	 ��

Ǥ±� ǁ¥�è¦ĿŁȀĢĪƾĪɜ�ēĘŦǩǵǾũƀŴ $2@78" �:8$2:&%�%�23�9!ʄ�

ŧǤ� Ń��ŊļĢĪþȹƀŴ�ĢĪɫǸ·ǺĪǵǾǺǙµƀŴ $ 42�78" @78�2�%�23�9!	 �

�ßs�~k��z�ʋ�ƣț� ĭ��ēĘȳǧŏȆǵǾũǸɣ	 	 �

�

B4(A-.	����"�� �����-.8I�

Regional Policies on Art Projects in Setouchi Region 
Ǥ±� ǁ¥ʃè¦ĿŁȀĢĪƾĪɜƀŴʄHirohisa Tashiro (The University of Kitakyushu) 

ʇʆēĘŮÿĕj����vmp�oġÍǮäƟ� � ƄçſȃpŘƜ*ƄçɅÅɁ*Ƅç

ƇȶoȄǟəĊ*ƄçȣȨǂåoűȞ6bŲ4beh8E7*ɒņ*ƄçoĠɜŝ7ǀǱ



 

>eh2dHÀ4T*ēĘ×ǡh}��j?Ej����vmp�ip*tl�w�u�

k|p�ěũŝ	 hɠȯ?Eá¾Ūƾ7ǣ2bedHÙƁɞȖ>eE¾ćɢɈp[d1d8

jý�i1c*ƜȵȘoɽɼ*Ĳƽ*ǙǢćoɊÐOkoȰÏǆɆȂmaehēĘȍǋo

ǂŝçmĳ Adc;iO9*ŞŃȶȖmacƄçǮɇǐjOdH>bm*j�}kw�*

���}kj*ƜȵȘȂjēĘ¼ƴjoªǃȂhɓ?h*ēĘǸ·oǂŝç7ƗŖ>edH�

ǔŧÖǅēĘip*ɾľǴjĹĸǴhŰzɴļ`ƺĺǎǏm5;dJǔŧÖđɱȣȨǹ.

7ȥþi1dH°m_¶§ǕoȫÊođƝëļ*ÛŋŁ*ĢÙŁipƄçáɕmadēĘ

g9c*ĵɃļOkipj����vmp�hĥƭj?Eɼ`ɏ*ȰÏh}��op�n

l}k�Ȉo�v�wáØ`ȤȘȂoǻ¼ſȃmůii2dH�

ʈʆj����vmp�hĥƭj?EēĘáɕ� � ǔŧÖđɱȣȨǹjÛŋǝ±ȣȨ�m

w}k��JǉǄǍƼ¡Ǩ.h¨Àm*j����vmp�oƠȌyhȋ®?O7bŊĘ

ĕjēĘǙçĕoj����vmp�oǙɉhŵdHǔŧÖđɱȣȨǹj2eh_ɥÌ·

ějOdēĘmaeh*ſȃ¤½`ķɥƆȃpǫOc*ǲļjĵɃļoǛƻhĴƳǮmȋ

®AdHĵɃļip*j����vmp�hĥƭj?EēĘǂŝçäƟoÑļƿñoE^*

ɥÌěũoÙƁç*ªǃhɓ?EēĘs���}koǂŝç*ɼh}��j?Eƅ�v�

wáØ`ǻ¼ȘĞãmÿ;Eſȃķɥhďeh2dH[E*ǻ¼Șɦ�|���pOk*

y�u��o��z�hɿ¿?EJ¬7¬hĄt?6;.m_ǀǱ?E2H�

ʉʆǔŧÖǅŊĘƄçj���{oöȚŝ� � ǔŧÖǅp*ƱøǮmȜǗjȽĆ?Eǡǂ

7Ċ[e*ġƨOǡǂƨŐjǡǂoěj?hƭȚh?h8EH<oǔŧÖǅoŭI�}�

u��hɍ[4dj*ŔēĘ7șii8EƱø*ǡǂ*¸Ȑ*Ƅçmǀȯ?*aoÂÈo

×ƧȆhďdJƄçj���{.p*JȁʊƮǢƤɷą.7ǱŮAŜŢoĴƥi1f3H�

�

B4(,SNOH
3?�<>1;�

The results of “SETOUCHI TRIENNALE” and the future prospects 

ưĹ� ÜƕʃʀƞĢĪȍĊĪɜƀŴ	 Toshirou Masoka (The University of Takamatsu) 

ʇʆǔŧÖđɱȣȨǹjp� � ʉņ

mʇŌ*ɾľǴ�ĹĸǴoļĽɜhȟ

÷mɥÌ>edJǝ±j��.oǹÕ

i*/ǔŧÖđɱȣȨǹ 	�� ȓŬĚĂ

Ƒ0maeT*	�� ņɥÌo}��p

ő8Ȓ8*Jǅořƪ.i1dHJǅo

řƪ.jp*¡Ǩoq����ç�ä 



 

ǜç�Ĕɉçoǃeo£i*¬ôǌĶ*ʀʂç7ɗy*ēĘǂâo»�maeh*ĐƔŝ

7ĤgeII1dǔŧÖǅoļ,mǂâhócŨ?*ǔŧÖǅ7ēǞ�oÑēĘo/łƖ

oǅ0jOd<jhǱŮA<ji1dH<oɋƉo_j*2010 ņhǯÚcm 2013 ņ*2016

ņjɥÌhȑȒ?h8EH2010 ņip*ʀƞǎăɐ*ǲļ*Ʉļ*ĦƘļ*ǥƘļ*ĵɃ

ļ*Ģļ*ǚļ7·ěi*·Ɨ 105 ƈɦiŎY 94 �¬oƜěȘƂhƂ4EH2013 ņip*

>bmƸŒļ*ƛļ*ʀȭļ*ȇļ*¶āļ*īɡǎăɐ7·ěmãgc*·Ɨ 108 ƈɦ

iŎY 107 �¬oƜěȘƂhƂ4EH2016 ņip*2013 ņjý·ěi*·Ɨ 108 ƈɦi

ŎY 104 �¬oƜěȘƂhƂ4EH 

ʈʆǔŧÖđɱȣȨǹoťƟjƙƜķƖ� ȣȨǹpòžƧɕ_ĬĮ?h8h5c*ǙƲo

žɲ7O2ɪc*ƮČp 	��- ņɥÌjOdH<e[ioťƟȂmȲñ?*Jǅořƪ.7

koǼŌ[iɗų?h2do6öȚOɪcƊb6mAdH[E*}��oJy�u���

o��z�hęǷj?EɖŻ.hȯɡmÐe*ýȣȨǹmI2hƙƜķƖhȧ3H�

*L9CJǔŧÖđɱȣȨǹ 2016 ȓŬĚĂƑ.ʃ2017ʄ°ʅǔŧÖđɱȣȨǹİȧĨĈ· 

�

B4(A
�"����	���5JF&'��U:=RE�#%	U 
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気候政策・エネルギー政策に関する地方自治体ネットワークの枠組み比較 

Comparison of the frameworks of local government networks  

on climate change and energy policy 

杉山範子（名古屋大学大学院環境学研究科） 

Noriko Sugiyama (Graduage School of Environemnet Studies, Nagoya University) 
 

１．はじめに 

環境問題や気候変動問題に取り組む地方自治体の国際ネットワーク組織は、その多くが

1990 年代より設立され、それぞれの課題に独自のアプローチを行ってきた。世界的には

ICLEI-Local Government for Sustainability（持続可能性を目指す自治体協議会、1990～）、C40 

Cities Climate Leadership Group (C40、2005～）、欧州では、気候同盟（Climate Alliance、1990

年～）、Energy Cities（1990 年～）、EUROCITIES（1986 年～）などが、日本国内では環境自

治体会議（1992 年～）、環境首都創造ネットワーク（2007～）などがある。これらの自治体

ネットワークは言わば、基礎自治体からのボトムアップの取組みとして、国や国際的な気

候政策を補完する役割を果たしてきた（杉山、2008）。 

こうした中、欧州では 2008 年に欧州委員会により、Covenant of Mayors（以下、CoM と

いう）地方自治体が気候政策に取り組むためのしくみが構築され、その参加自治体は、事

務局の予想を超え急激に広がった。また、2014 年には Michael R. Bloomberg 氏らと C40、

ICLEI と UCLG（the United Cities and Local Governments）などにより気候変動政策に関する

Compact of Mayors（以下、Compact という。）が設立され、参加都市を増やしてきた。これ

ら 2 つの新たな自治体ネットワークに着目し、その枠組みについて比較・考察を行った。 

２．方法 

 CoM と Compact 両枠組みにおける報告書やガイドライン、Web サイトで公開している情

報を収集し、それぞれの枠組みの内容を分類し比較を行った。なお、2015 年に欧州の CoM

を参考にして立ち上げた日本版「首長誓約」については参考情報として表に記載した。 

３．結果 

 比較結果を表 1、表 2 に示す。CoM、Compact どちらも、気候政策とエネルギー政策に関

するしくみであり、地方自治体の首長が自主的に誓約、具体的なアクションプランを策定

し、モニタリングを行いながら取組みを進めるというステップは同じである。誓約内容は、

両枠組みとも気候変動の「緩和」だけでなく「適応」の分野についてもアクションプラン

に位置付けることを求めている。ここで、CoM は、EU の定めた国際的な目標 INDC（Intended 



 

Nationally Determined Contributions）である 2030 年までに 40％削減を、誓約の削減目標の最

低値としているが、Compact は特定の削減目標の数値を掲げていない。 

 誓約した自治体は、CoM は 2 年以内に SECAP（Sustainable Energy and Climate Action Plan）

を策定し、自治体のデータを入力したテンプレートを事務局に提出する。一方、Compact

は 3 年以内にアクションプランを策定することとしているが、その内容を事務局が詳細に

確認するしくみにはしていない。 

 アクションプラン提出後、CoM は 2 年毎に、Compact は毎年、モニタリングを行い報告

する。2 つの枠組みは、それぞれ異なる手法を用いて独自に温室効果ガス排出量を計算し報

告することを定めている。CoM のガイドラインではテンプレート作成の際、自治体の状況

に応じた選択肢を設けるなど柔軟性が認められる。自治体が参加しやすくしつつも、CoM

は誓約自治体の計画、共通のテンプレートのデータ、モニタリング報告書を事務局と JRC

（Joint Research Centre）が審査することで質の維持やレベルの向上を図っている。Compact

は全世界共通の計算手法により排出量を計算し、データを Web で登録することを求めてお

り、参加自治体のデータが 1 つに集約される点が強みであろう。しかし、データの収集や

計算は、自治体の持つ能力により制約されることが懸念される。 

 CoM はユニークなサポート体制をとっており、地方政府や州政府が地域のコーディネー

ターとして登録、NGO や自治体ネットワークがサポーターとして登録、他にも組合や産業

協会、地域のエネルギー会社などがパートナーとして登録し、自治体のアクションプラン

の準備を支援している。多くの自治体が参加した要因と考えられる。Compact は、自治体の

参加支援を ICLEI の地域事務局が担っていることが多い。 

４．考察 

CoM と Compact に共通する特徴は、自治体が国を超え自主的に枠組みに参加するもので

あり、参加の義務や不履行の罰則はないこと、温室効果ガス排出量データの算定方法は異

なるものの Web 上で公開する、データを集約して自治体の取組み成果の可能性を示すとこ

ろなどにある。この 2 つの枠組みは、2017 年から 1 つになり、「Global Covenant of Mayors for 

Climate & Energy」として参加自治体が 7,000 を超える世界最大の自治体連合となった。自

治体は、このような仕組みに積極的に参加することで、自らの地域の気候政策を進め、先

進事例を共有していくことが重要なのではないか。CoM を参考に立ち上げた日本版「首長

誓約」は、今後、世界首長誓約に移行する予定である。日本の自治体の積極的な参加のた

めに、首長のリーダーシップと自治体へのサポート体制の充実が求められる。 

連絡先：杉山範子（名古屋大学大学院環境学研究科）Email: n.sugiyama@nagoya-u.jp 

勤務先住所：464-8601、名古屋市千種区不老町 D2-1(510) 

電話番号：052-747-6547 



 

表 1 気候政策・エネルギー政策に関する地方自治体ネットワーク枠組みの比較（1） 

 Covenant of Mayors Compact of Mayors 日本版「首長誓約」 

設立年 2008 2014 2015 

誓約自治体数 6,459（2015 年 7 月） 105（2015 年 7 月） 6（2016 年 8 月） 

誓
約
内
容 

温室効果 
ガス排出量 
削減目標 

2030年までに最低 40％
削減（設立当初の目標
は 2020 年までに最低
20％削減） 

温室効果ガスの削減策
とその進捗状況を報告
し、2 年以内に削減目標
を定める。 

① エネルギー地産地消 
② CO2 大幅削減 

(2030 年までに 30％推奨) 

地域気候 
緩和計画 

SECAP: Sustainable 
Energy and Climate 
Action Plan 
（設立当初は SEAP: 
Sustainable Energy Action 
Plan）、2 年以内に策定 

3 年以内にアクション
プランを策定。 

持続可能な気候・エネ
ルギー行動計画を概ね
1 年以内に策定。 

地域気候 
適応計画 

設立当初はなかったが、
適応策の別の枠組み
｢Mayors Adapt｣を統合。 

ハザード、リスク、適
応とレジリエンスのた
めの対策 

③気候変動などへの適
応 

モニタリング 2 年ごと 毎年 2 年ごと 

誓約内容の確認 
事務局と Joint Research 
Centreが誓約内容のを確
認。受理の保留も有り。 

－ 
誓約自治体は、事務局へ
報告書を提出し、事務局
が内容を確認。 

報告された 
データの解析 

SEAP は共同研究セン
タ ー (Joint Research 
Centre)で解析。 SEAP
が、主な方針（CO2 削
減目標、統合した取組
み、対象とした部門）
について遵守していな
ければ、受け付けられ
ず提出元に戻される。 

CDP（Carbon Disclosure 
Project）に入力された
データも自動的に
｢carbon n Climate 
Registry（cCR）｣に集約
される。一元化された
データは解析して公表
される。 

持続可能な気候・エネ
ルギー行動計画は、事
務局である名古屋大学
が確認する。 

手法 

手法の原則はガイドラ
インで示される。標準的
なものはなく取組み方
には柔軟性が認められ
る。（例えば、IPCC また
は LCA、報告単位が CO2

または CO2 換算） 

Global Protocol on 
Community-scale GHG 
Emissions Inventories 
(GPC)のガイドライン
に基づき登録する。 

日本の環境省が提供す
るマニュアルの手法な
ど、これまで自治体が採
用してきたもので良い。
採用される標準的なも
のはなく、取組み方には
柔軟性が認められる。 

報告手段 

SECAP（または SEAP）
とモニタリングテンプ
レート 

自治体が自主的に気候変
動政策の内容と成果をオ
ンラインで登録する制度
「carbon n Climate 
Registry（cCR）」または
CDPツール（Webサイト） 

持続可能な気候・エネ
ルギー行動計画とモニ
タリング報告書 

管理とサポート
の構造 

欧州委員会による
Covenant of Mayors 事
務局（ブリュッセル）
が中心。複数の自治体
ネットワークがサポー
ト。地域事務局を設置。 

世界大都市気候先導グ
ループ（C40）、都市・
自治体連合（UCLG）、
ICLEI（持続可能性をめ
ざす自治体協議会） 

名古屋大学内の事務局 
（持続的共発展教育研
究センター） 



 

表 2 気候政策・エネルギー政策に関する地方自治体ネットワーク枠組みの比較（2） 

 Covenant of Mayors Compact of Mayors 日本版「首長誓約」 

提出物 
持続可能なエネルギー行
動計画（SECAP）とモニ
タリングテンプレート 

Carbonn（炭素）都市
気候登録簿（cCCR） 

持続可能なエネルギー 
行動計画 

開始年 2030 年 （新版は 2012
年 5 月から公開） 2010 2015 

開発者 
共同研究センターと市
長誓約事務局―自治体
からの提供で形成 

地域の気候行動と炭素報
告のためのボンセンター
(UNEP の支援による) 

名古屋大学 

標準的な 
計算方法 

ガイドラインはあるが 
基準はない。IPCC や
LCA の手法が認めら
れている。一般的な方
法論的原理。 

GPC（Global Protocol 
on Community-scale 
GHG Emissions 
Inventories、地域社会規
模の温室効果ガス排出
量のための世界的手順）
による。 

日本の環境省のマニュ
アルに準ずる。 

温室効果ガス 
排出量報告単位 

CO2トン 
または CO2換算トン 

CO2 換算トン CO2トン 
または CO2換算トン 

共通の温室効果
ガス削減誓約 

2030年までに40%の温
室効果ガス削減（必須） 

任意 任意（2030 年までに
30％の CO2排出削減） 

削
減
目
標 

削減量総量 〇 〇 〇 
一人当たり 
削減量 〇 〇 × 

GDP 当たり 
削減量 × 〇 × 

報告する部門 

公共＊、家庭＊、第三次＊、
産業、交通＊、農林水産
業、その他非エネルギ
ー関連（廃棄物、下水
処理） ＊は主要部門 

2 年目以降は全分野（公
共、家庭、第三次、産業、
交通、農林業・土地利用、
産業過程、廃棄物、その
他排出量） 

産業、民生業務、民生
家庭、交通、廃棄物 

最終エネルギー
消費量の報告 

部門毎及び 
エネルギー単体毎 エネルギー単体の合計 〇 

地域のエネルギー 
生産量の報告 エネルギー源毎 

最終エネルギー消費量
総量に占める再生可能
エネルギーの割合（％） 

〇 

適用された 
排出係数の報告 〇 × 〇 

戦略全体の情報
の報告 

構想、関連する利害関
係者、予算、関連スタ
ッフ、モニタリング過
程、など 

× 〇 

緩和策の実施報告 〇 〇 〇 

適応策の実施報告 〇 〇 〇 

行動計画の公開 Web サイト※1 
（ダウンロード可能） 

Web サイト※2 
（ダウンロード可能） 

Web サイト※3 
（ダウンロード可能） 

※1：Covenant of Mayors URL  http://www.covenantofmayors.eu/index_en.html 
※2：Compact of Mayors URL https://www.compactofmayors.org/cities/ 
※3：日本版「首長誓約」URL  http://www.jpmayors.jp/ 



 

地熱・温泉資源量と開発目標，規制と紛争の実態―全国 47 都道府県別の分析― 

Current Situation of Resource Potential, Development Targets, Regulations and 
Conflicts regarding Geothermal Energy in Japanese 47 Prefectures 

〇増原直樹（総合地球環境学研究所）、馬場健司（東京都市大学） 

Naoki Masuhara (Research Institute for Humanity and Nature), 
 Kenshi Baba (Tokyo City University) 

 

１．研究の背景と目的 

 2011 年の東日本大震災に伴う広域停電や福島第一原発事故，12 年から施行された再生可

能エネルギー電気の固定価格買取制度等の影響により，地熱発電やその小規模形態である

温泉発電への注目が高まっている．こうした状況を受け，報告者らは 2016 年日本計画行政

学会全国大会において，地熱・温泉発電を「再生可能エネルギー推進と自然保護行政の交

錯」する分野と位置付け，国レベル（環境省，経済産業省）の政策が交錯する経過を分析

し，県レベルで地熱・温泉発電に対処する 2 事例（岐阜，大分）を報告した（増原・鈴木・

馬場，2016）.本報告では，前述の 2016 年報告を踏まえ，全国 47 都道府県（以下，県と略

す）における地熱発電ポテンシャルと地熱・温泉発電の導入目標を公表資料に基づいてイ

ンベントリーに整理し，さらに各地の紛争の実態を新聞記事検索を用いて把握した． 

 本報告では，作成したインベントリーと紛争の実態分析に基づき，下記の実務上あるい

は研究上の問に答えることを目的とする． 

（１）国の地熱発電導入目標（長期エネルギー需給見通し）は，各県ごとの導入目標を積

み上げることで達成できるのか．また，達成のための条件は何か． 

（２）各県の地熱・温泉発電の導入目標は，ポテンシャルと相関関係にあるか．相関関係

がないケースがあるとすれば，その県における紛争がどのように影響しているか． 

（３）地熱発電ポテンシャルが比較的少ない県においては，地熱・温泉発電の導入があっ

た場合でも，その規模が小さいため紛争も少ない傾向にあるのではないか． 

 

２．地熱・温泉発電のポテンシャルと導入目標 

 地熱発電の方式には，従来から広く用いられている「フラッシュ方式」と，最近実用化

された「バイナリー方式」がある（NEDO,2014）．フラッシュ方式は一般に 150～350℃程度

の高温資源を利用するのに対し，バイナリー方式は，従来利用できなかった 50～200℃程度

の中低温資源を活用する発電方式である（エックス都市研究所ら，2014）． 
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図１ フラッシュ方式の発電ポテンシャル   図２ バイナリー方式の発電ポテンシャル 

 

 地熱発電の導入ポテンシャルに関して，環境省は 2009 年度から「再生可能エネルギー導

入ポテンシャル調査」及び「再生可能エネルギーに関するゾーニング基礎情報整備」を実

施し，全国規模での推計をおこなってきた．さらに，2013 年度には地熱発電の資源分布に

関する情報の精度向上を図り，従来の調査よりも精密な導入ポテンシャル推計として「地

熱発電に係る導入ポテンシャル精密調査・分析」（精密調査と略す）が実施された．以下で

は，精密調査の結果として公表されている県・市区町村ごとの地熱発電ポテンシャルを用

いて分析を進める． 

 まず精密調査の結果，県ごとの地熱発電ポテンシャルは図１，２のように分布している．

フラッシュ方式（図１）の地熱発電ポテンシャルは全国合計 785 万 kW（国立公園での掘削

や傾斜掘削を想定しないケース）となり，バイナリー方式（図２）の合計は 93 万 kW（上記

と同様のケース．利用温度 120～180℃）となった．県別にみると，いずれの方式でも富山・

愛知県から西の本州内（岐阜県を除く）及び四国ではポテンシャルがないことがわかる． 

 各県の地熱・温泉発電の導入目標は，県ごとに目標年次や単位（kW と kWh)が異なるため，

次のように整理した． 

・県単位で地熱・温泉発電の導入目標を有している 14 のうち，目標年次は 2020 年（5県），

2030 年（6 県）を中心として，その他の年次（2022，24，25）にも分布している．国では

長期エネルギー需給見通し（以下，見通しと略す）において 2030 年のエネルギー・ミック

スが提示されている．そのため，2030 年以外の目標年次を採用している県では，目標年次

を過ぎてもその導入量が維持されている（増加し続けない）と仮定した． 

・青森県では導入目標が kWh 単位（3億 kWh）で示されているため，見通しで想定されてい

る設備利用率（約 90 万 kW の設備容量に対し 65 億 kWh）を援用して，設備容量に換算した． 

 上記の前提で合計した各県の導入目標は約 85 万 kW となり，国の想定のうち最も少ない

90 万 kW に対して約 5万 kW 不足している． 



 

表１ 2030 年度における地熱発電の導入見込量（長期エネルギー需給見通し．概算） 

 ①大規模開発：現行の環境

規制下での開発を見込む． 

中・小規模開発：現在把握さ

れている案件の開発見込む 

②中・小規模開発：

今後も開発が順調に

進行すると想定した

場合（①に追加） 

③大規模開発：環

境規制の緩和を

想定した開発を見

込む（②に追加） 

④さらに国が空中

物理探査を 5 カ所

程度実施し、3 万

kW 級の開発を創出 

大規模開発 32 万 kW 32 万 kW 61 万 kW  

＋15 万 kW 中・小規模開発 6 万 kW 24 万 kW 24 万 kW 

既存発電所 52 万 kW 52 万 kW 52 万 kW 

合  計 
90 万 kW 

（65 億 kWh） 

108 万 kW 

（79 億 kWh） 

140 万 kW 

（102 億 kWh） 

155 万 kW 

（113 億 kWh） 

※注：再生可能エネルギーFIT 買取費の将来予測には上記③～④の値が用いられている． 

 

３．国の導入見通しの条件と各県

における目標の乖離 

 国の見通しでは，2030 年度にお

ける地熱発電の導入見込量を表１

のように試算している．各県の目

標を積み上げた 85 万 kW と比較す

ると，国の見通しで想定されてい

る大規模開発案件（計 5万 kW）が

県レベルでは見込まれていないと考えられる．また，各県における中小規模開発の順調な

進行や大規模開発を促すような環境規制の緩和は見込まれていないこともわかる． 

 各県のポテンシャルと導入目標を比較すると（図３参照），ポテンシャルが多いほど導入

目標が高くなる傾向はそれほど強くない（R2=0.35）．というのも，平均的なラインを設定す

ると他県に比べて高めに目標を設定する県とそうでない県に分かれるからである．前者に

は福島県，大分県，鹿児島県，山形県が含まれる． 

 

４．各地における地熱・温泉発電をめぐる紛争の実態 

 各地の紛争については，上地ら（2016）の手法にならって，2011 年から 2016 年までの新

聞記事（朝日，日本経済，毎日，読売）検索を用いて地域における紛争を特定した（表２）．

紛争が生じていると思われる県は北海道，福島県，大分県，鹿児島県であり，山形県にお

いては具体的な発電計画ではなく県のエネルギー計画に対して懸念が表明されている．紛

争等が生じている 5 県は，北海道を除いて，地熱発電ポテンシャルに対して導入目標が比

較的高めに設定されている県であり，両者の間に関連性があると推定される． 

 北海道における地熱発電の導入目標は 2.6 万 kW と設定されているが，2012 年度実績は 

北海道
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岩⼿県
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図３ 地熱発電ポテンシャル(x 軸)と導入目標(Y 軸)の分布 



 

表２ 2011 年から 2016 年に新聞記事で報じられた地熱・温泉発電関係の紛争 

最新記事の日付 発電計画の位置 発電事業者等 反対者の属性 反対理由 

2011 年 10 月 19 日 鹿児島県霧島市 九州電力等 霧島市，温泉事業者 湯量減少,泉質変化 

2012 年 4 月 15 日 北海道阿寒湖周辺 石油資源開発 まちづくり団体，観光協会 自然・泉源へ影響 

2012 年 4 月 15 日 北海道札幌市南区 豊羽鉱山 観光協会，温泉旅館組合 定山渓温泉へ影響 

2012 年 5 月 16 日 山形県 (県の計画) 自然保護団体，温泉協会 周辺温泉へ影響 

2013 年 11 月 28 日 大分県九重町 神戸物産 自然保護団体，観光協会 景観，泉脈へ影響 

2015 年 3 月 29 日 大雪山国立公園内 電源開発 自然保護団体 自然環境破壊 

2016 年 10 月 5 日 福島県磐梯山周辺 出光興産等 周辺の温泉事業者 温泉枯渇,成分変化 

 

2.5 万 kW であり，新設目標は差し引き 1000kW となっている．表２から，阿寒湖，札幌市定

山渓及び大雪山の 3 か所で紛争が生じていることがわかるが，現時点で，札幌市の案件は

想定した蒸気量が得られず，開発計画は再検討されている． 

 

５．結論 

 はじめに提示した実務上あるいは研究上の 3つの問に対する答は次の通りである． 

（１）国の地熱発電導入見通しは，現時点の各県の導入目標を積み上げても達成は困難で

ある．達成に必要な条件としては，大規模開発を促すような環境規制の緩和があげられる． 

（２）各県の導入目標は，県ごとのポテンシャルと弱い相関関係にある（R2=0.35）． 

（３）地熱発電ポテンシャルと紛争の関係については，直接的な相関ではなく，ポテンシ

ャルに比較して導入目標が相対的に高い県において紛争が生じる傾向が示唆された． 

 しかしながら，大規模開発を促すような環境規制緩和がおこなわれる場合，新たな発電

設備の導入に伴う紛争の頻発化が懸念され，かえって地熱発電開発が進まなくなるという

トレードオフが想定される．パリ協定が掲げる脱炭素に向けて必要な再生可能エネルギー

の導入と自然・生活環境の調和をめざす国・県レベルの新たな開発ルールが必要である． 
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公的支出が教育成果に与える影響の実証分析 

（Study of the Effect of Public Expenditure on Educational Achievement） 
鈴木 宏幸（高崎経済大学地域政策研究科博士前期 2 年） 

Hiroyuki Suzuki (Takasaki City University of Economics) 
 
1.問題意識と研究目的 

近年、少人数教育やコミュニティスクールの導入といった教育政策が注目を集めてきた。

文部科学省を筆頭とする国と地方の教育行政は、これらの政策に効果があるとして近年導

入を推し進めている。しかし、その政策の効果については、議論が分かれており、検証の

継続が不可欠である。 
そこで本研究は教育政策の効果を公的支出と教員人事の側面から明らかにすることを

目的とする。教育にかかる費用の約 8 割が人件費ということもあって、公的支出と教員人

事の効果を検討することは教育の資源配分・ガバナンスを考える上で重要な課題である。

また、一口に教員人事といっても、常勤の教員を増加させることと非常勤の教員を増加さ

せることでは効果が異なると考えられる。その意味で、公的支出と教員人事を検討するこ

とは意義があるといえる。 
 

2.現状把握と先行研究 

教育政策評価を定量的に分析した研究には Coleman（1966）がある。アメリカ教育庁の

委託により、当時では前例のない大規模なデータを用いて検証された。その結果、教育成

果を左右するのは、クラスサイズや教員の経験年数などの学校投入ではなく、子どもが生

まれ育つ家庭や社会といった要因であることを示した。その後、Hanushek（1997）は 400
近い同様の研究のサーベイを行い、学校の取り組みと学力は相関がない可能性が高いとい

う結論を下している。 
一方で、学校の取り組みに効果があると主張したのは Krueger（1999）である。Krueger

（1999）は、学級規模が学力に与える影響について検証し、少人数教育を 1 年行ったクラ

スのほうがそうでないクラスより、テストスコアが 4％高いことを示している。 
同様の研究は日本でもなされてきた。小塩ほか（2009）では、大学合格実績は入学時の

学力に依存しており、学級規模の効果は一様ではないとしている。また、北條（2011）は、

学力の決定要因を TIMSS のデータを用いて分析し、学力を規定しているのは家庭環境で

あり、学校要因は小さいことを示唆している。 
一方、妹尾ほか（2015）は、学級規模の効果を全国学力テストの個票データを用いて回

帰分断デザインによって推定し学級規模の縮小が学力の上昇につながっている可能性ある

ことを示した。また、二木（2017）は、教員の質の効果を検証し、教員の質の上昇による

テストスコアの引き上げは 4 科目中 1 科目で確認され議論の余地があるものの、公立小学

校の長期欠席者率を有意に低下させることを示唆した。 
いずれの先行研究も学校投入と学力を分析しているが、教員の追加的な配置の方法によ

る効果の差異、すなわち、常勤職である本務教員と非常勤職である兼任教員の区別がなさ

れていない。 
 



3.分析手法 

本研究では公的支出と教員人事の効果を検証するために、OLS をもちいて教育生産関数

を推定する。教育生産関数は、経済学の賃金関数の拡張として始まり、教育社会学の研究

と融合して完成した。「教育プロセスの欠落」や「特定化の誤り」、「脱落変数」の問題があ

るものの、教育政策を定量的に評価するうえで非常に有用である。本研究では、以下のよ

うな教育生産関数を用いる。 
 
教育達成 = ƒ（個人家庭要因， 学校要因， 社会要因） 

 

具体的には、被説明変数である教育達成を 4 科目総合偏差値、長期不登校率、いじめ認知

率偏差値を用いて、説明変数には所得、離婚率、生徒あたり教育費、教員あたり生徒数、

本務兼務教員比、人口密度を用いる。なお、作成方法など詳しくは表 1に示してある。 

 

 

 

4.推定結果と解釈 

推定結果は、学力に関しては表 2、長期欠席率に関しては表 3、いじめ認知に関しては表

4 に示してある。 

まず学力からみる。所得に関しては中学校については正の有意な結果が得られている。

所得は、家庭環境、私的な教育支出、学歴、階層なども反映しているため、それらの影響

であると考えられる。ただし、小学校の段階では有意な結果は得られなかった。ひとり親

世帯の代理変数として用いた離婚率は、中学校、小学校ともに負の有意な結果が得られた。

生徒あたり教育費をみると中学校では負の有意な結果となり、理論上考えられる方向性と

異なるものとなったと同時に、小学校でも、有意な結果とはならなかった。教員あたり生

徒数は小学校、中学校ともに負の有意な結果が得られた。これは、教員を追加的に配置す

ることによって、学力が上昇することを示している。本務兼務教員比では、中学校のみで

正の有意な結果が得られた。中学校では、非常勤の追加的配置が学力を上昇させていると



解釈できるものの、議論の余地が残されている。人口密度をみると、中学校では負に有意

な結果を、小学校では制に有意な結果をそれぞれ示している。情報や塾などが多い都市的

な環境であれば、学力が高まりやすいと考えられるが、分析結果ではそのように示されて

いないため、検討の余地が残されている。 
次に非認知能力の代理変数として用いた児童生徒の長期欠席についてみていこう。高校、

中学校、小学校のいずれも安定的な結果にいたっていないため解釈が難しいところである

が、本研究の最も関心のある本務兼務教員比は高校、中学校、小学校は負の有意な結果が

得られた。このことから、兼務教員の比率が高いことは児童生徒の長期欠席を上昇させて

しまうと考えられる。児童生徒の長期欠席を抑制するためには、兼務教員よりも、本務教

員を配置することが望ましいといえる。 
最後にいじめに関する推定結果についてみていく。データの制約上、いじめを発見でき

ている県が望ましいのか、それともいじめが頻発しているところの教育の質が低いのか判

断はできない。そうであるとはいえ、現在の構造を把握することは可能である。本研究で

最も関心のある本務兼務教員比は高校では正に有意な結果が得られ、中学校では負に有意

な結果得られた。小学校では有意な結果が得られなかった。また、中学校と小学校では人

口密度が負に有意である。都市的な環境ほどいじめが発見されていないことがわかる。 
 
 

 



5.結論 

本研究では、教育政策の効果を公的支出と教員人事の側面から考察した。得られた結論

を総括すると以下の 3 点に要約できる。 
①公的支出の効果を検証する生徒あたり教育費は有意な結果が得られなかった。 
②教員あたり生徒数は学力を向上させる効果を持つ。 
③本務兼務教員比は非認知能力の代理変数である長期欠席者を抑制する。 
公的支出に関してはすべての教育成果に対して効果的であるとは断言できない結果で

あった。また、本研究の最も関心であった教員人事に関しては、教員あたり生徒数は学力

を向上させる結果が示され、長期欠席者に対しては中学と高校で効果が見られた。本務教

員と兼務教員の人事行政は、長期欠席率に対しては本務教員の形で増やすことに効果があ

るといえる。ただし、学力に関しては兼務教員の比率が高いほうほど学力が高いと示され

たので、議論の余地は残っている。 
本研究で残された課題もいくつかある。そのひとつはモデルの改善とより高度な分析手

法の導入である。 
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北海道・江別市における「学生地域定着推進広域連携協議会」 

の取り組みの評価と課題 

The wide area cooperation council promoting students to establish in the community, 

its activities and evaluation 
 

押谷 一（酪農学園大学） 

大槻宏明（江別市役所企画政策部企画課） 

成田裕之（NPO法人えべつ恊働ねっとわーく） 

Hajime Oshitani (Rakuno Gakuen University) 

Hiroaki Ootsuki (Ebetsu City Government) 

Hiroyuki Narita (NPO Ebetsu Co-working Network) 
 

１．はじめに 

 日本全国のほとんどの地域社会、とりわけ地方では、深刻な人口の減少に歯止めがかか

らず、今後、安定した自治体運営に対する懸念が喫緊の課題となっている。 

 第 2 次安倍政権で掲げられた地方創生は、東京への一極集中を是正し、地方の人口減少

に歯止めをかけ、日本全体の活力を上げることを目的としている。しかしながら、実効の

ある成果を挙げている地方は限られている。その原因のひとつは、若年層の構造的な減少

である。若年層が地方に定着しない原因は、東京などの大都市にはさまざまな機能が集中

している一方で、地方にはインフラをはじめとするさまざまな機能が貧弱であることなど

が指摘されている。 

 すなわち、地域の魅力的な機能がない→若者の多様な需要を満たせない→若年層人口が

流出する→税収が減少する→魅力ある機能が整備できない・・・といった負のスパイラル

によって構造的に人口が減少していくためである。こうした状況を打破するために、地方

ではさまざまな取り組みを実践している。 

 本稿では、北海道・江別市の学生地域定着推進広域連携協議会（以下、「協議会」）の取り

組みを取り上げ、その効果と課題について明らかにしていく。 

 

２．学生地域定着推進広域連携協議会の概要と取り組み 

 協議会は、北海道の道庁所在地である札幌市に隣接する江別市役所が中心となって、江

別市内に所在する大学に在学する学生に対して、協議会に加入する自治体の区域内におけ

る地域活動等を支援し、学生の卒業後の地域定着および人材育成を推進するとともに、地

域の活性化などに資することを目的として設置された。 



 江別市の人口は、118,774人（住民基本台帳人口、2017年 3 月 31 日現在）で、2016年に

は、子育て世代の市内への転居等により 9 年ぶりに社会増となったが、人口全体が減少す

る傾向にあることに変わりはない。一方、江別市内には、酪農学園大学、札幌学院大学、

北翔大学、北海道情報大学の４つ大学と１つの短期大学が立地し、学生総数は、市の人口

のおよそ１割を占めている。このような人口規模の都市で４大学１短期大学が立地してい

る例は少ない。しかも、それぞれの大学は固有の特色をもち、学部学科（酪農学園大学は

学群学類）は基本的に重複することがなく、理想的な文教都市が形成されている。 

 協議会には、これらの４大学および、空知地方の長沼町、栗山町、芦別市、赤平市、三

笠市、南幌町、由仁町そして江別市の４市４町が加入している。さらに江別市自治会連絡

協議会、江別商工会議所、JA 道央江別営農センター、江別市連合農事組合長会、江別市社

会福祉協議会などの団体および社会福祉法人２法人が加入している。会長には、北海道情

報大学の澤井 秀学長（当時副学長）が就任し、現在に至っている。 

 協議会の目的は、前に述べたように、江別市内の大学に通学する学生の地域活動を支援

し、地域の魅力などを理解することによって、卒業後に地域内の企業、団体、農家などへ

就職あるいは、起業し、地域の活性化に資することとしている。協議会は、2015年 12月に

設立されたが、その主な事業目的は、次の 2点である。 

(1) 学生のボランティアやインターンシップ等の活動に対する支援 

(2) 加入自治体と大学との連携による調査研究活動に対する支援 

 

なお、協議会では、事業の愛称である「ジモ×ガク」のロゴマークを制作し、チラシや

HP などに使用している。 

 事業は、2016年度から本格実施され、当初予算は、10,168,000円となっており、前に述

べた 8自治体が人口規模によって負担している。活動費は、5,042,000円、事務局業務の一

部委託のための委託料が 5,126,000円となっている。 

 事業の実施にあたっては、地域活動に興味や関心をもつ学生が事前に登録して、各地域

で実施される多様なプログラムに参加することになる。これら協議会事業に係る広範な事

務を江別市内の NPO 法人えべつ協働ねっとわーくが協議会から受託し、以前から持つ学生

連携のノウハウを生かしながら運営に携わっている。 

2016年度末時点の登録者数は、４大学で 305 名（2015年度の試行の際に登録し、2015 年

度末に卒業した者は除く）で、内訳は表−１の通りである。 

 

 

 



                  表−１ 学生登録者 大学別内訳 

 男性 女性 合計 ％ 

札幌学院大学 76 34 110 36.1 

北海道情報大学 38 10 48 15.7 

北翔大学 15 20 35 11.5 

酪農学園大学 59 53 112 37.7 

合計 188 117 305 100 

  

 2016年度に４市４町で実施したプログラムは、全体で 67件、参加した学生は延べ 405名

（2017年３月 31 日現在）であった。 

 プログラムに参加した延べ人数と、活動の延べ日数は、表−２の通りである。 

 北海道情報大学は登録人数の比率に比べ、実際に活動した人数の割合が高いのは、複数

回参加する学生が多いことによるものである。 

 

        表−２ 参加延べ人数および参加延べ日数 

 登録人数(A) % 延べ日数(B) % 延べ人数

(C) 

% 

 

札幌学院大学 110 36.1 352 42.7 143 35.3 

北海道情報大学 48 15.7 174 21.1 95 23.5 

北翔大学 35 11.5 141 17.1 58 14.3 

酪農学園大学 112 36.7 158 19.2 109 26.9 

合計 305 100 825 100 405 100 

 

 実施されるプログラムは、加入している自治体等がそれぞれ企画し、原則として登録し

ている学生に参加を呼びかけている。 

 例えば、南幌町では、総合計画策定のワークショップに参加、芦別市では、地域おこし

協力隊と連携して観光施策の検証を行うなど、自治体の施策にも積極的に参加している。

江別市、長沼町では、お祭りなどのイベントやアート制作にも参加している。三笠市では、

地域資源を発掘するために、大学・フリーペーパー（雑誌）と連携して地域資源の取材を

行い、赤平市では、企業インターンシップや大学の研究室が中心となって野生動物生態調

査を行っている。由仁町では自治会対抗のソフトボール大会の運営スタッフを務めている。

栗山町では、子育て支援ボランティアや町の「健康マイレージ」の普及啓発、ヨガ教室の



実践などを行っている。こうした活動後に、学生たちは、活動参加評価書を記入している。 

「活動は自分にとって有意義であったか」、「就職や進路、活動に対する意識は変わったか」

などを回答してもらっている。評価書の自由記述では、地域の人びとと話すことができた

こと、大学の授業では学ぶことのできない活動であったこと、都会の就職しか考えていな

かったが地域も良いかなと感じた、自分の問題意識が見えてきたなどの意見があった。 

 

３．協議会における事業の評価 

 大学の研究室やゼミ、サークル活動等で学生が地域社会のなかに入って、自ら地域のさ

まざまな資源を発掘し、その活用を実践している例は多い。しかしながら、複数の自治体

が学生に対して地域での活動を支援するための組織を設置し、地域に立地する大学と学生

が主体となってさまざまな地域活動を行っている例は、本稿で紹介した取り組み以外、他

にはみられない。特に人口がおよそ 12万人の地方都市に 4 大学１短期大学が立地している

江別市が、そこに学ぶ 10 代後半から 20 代前半の若年層に対して、周辺の自治体における

地域の課題を体験し、地域への理解を深めようとする本協議会の取り組みは、若年層の地

域への就業、起業を推進するための先駆的な事例であるといえるだろう。 

 前にも述べたように、地方の若年層が、とりわけ大学等を卒業後に東京等の都市へ就職

する理由には、地方に若者の需要を満たす十分な魅力がないと考えるケースが想定される

が、同時に若年層が、地方の魅力あるいは可能性について知識をもっていないことも地域

に定着しない理由の一つである。 

 若年層が地方に定着するためには、地方がその魅力をアピールすることが必要である。

そのために協議会では様々な取り組みを行っているが、協議会を通じて地域の活動に参加

した学生の９割以上の学生が、地域を知り、良い出会いのきっかけになったと考えており、

協議会の目的が十分に学生に伝わっていることが明らかになった。今後、より一層、学生

たちの地方への魅力を伝えるためには、教育・研究の一環として講義やゼミナールに地域

での活動を効果的に組み込むことが必要である。そのためには教職員の理解と協力が不可

欠である。 
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地域の多様性を反映した地域間交流モデルに関する研究 
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1. はじめに 

2015年 8月に閣議決定された新たな国土形成計画において、国土の基本構想として「対流促進型国土」の形

成が重要課題であることが提唱された。これによって、「対流促進型国土」の形成に寄与する政策情報を提供で

きる地域の多様性を反映した地域間交流モデルの構築という新たな課題が生まれた。これまでに構築された地

域間交流モデル 1)では、出発地の魅力度(個性)を考慮せず、目的地の魅力度(個性) のみを要因として、交流を

説明していた。しかし、新たな対流の概念では、地域間の多様性が対流に影響を及ぼすとの前提があることか

ら、今後は、出発地と目的地の魅力度(個性)の違いを明示的に交流の要因として組み込んだモデルを定式化し、

その推定を行う必要がある。さらに、新しい国土形成計画の目的を達成するための政策を考案する際、計画情

報を提供することが可能な、政策シミュレーションに適したモデルをつくりあげることも求められる。 

そこで本研究では、上述の問題意識を受け、出発地と目的地の魅力度(個性)の違いを明示的に交流の要因と

して組み込んだ新たな地域間交流モデルを定式化し、その推定を行うこと、また、そのモデルに基づいて新し

い国土形成計画の目的を達成するための政策を考案する際に、計画情報を提供することが可能な政策シミュレ

ーションに適したモデルをつくりあげることを目的とする。なお、本研究では、四国の市町村を分析単位とし

た地域間交流モデルの構築を目指す。 

 

2. 地域間交流モデル 

2.1 モデルの導出 

 まず、既存の研究 1）で構築されている式（１）に示す地域間交流モデルを基に、新たに出発地の魅力度(個

性)を考慮したモデルを導出する。 

 

xij = nij ∙ Pi =
Ii{

Aij

(2Cij)
1−α}

1
1−β

β
β−α

∑ {
Aij

(2Cij)
β−α}

1
1−β

j

Pi   (1) 

 

 

2.2 地域誘致度 

既存研究においては、人々が地域間交流を行う際、目的地 j における魅力度と地域 ij 間に存在する結びつき
の度合いによって、地域 i の居住者が地域 j に惹かれる度合いを地域誘致度Aijと定義している。Aijは、訪問先 j 
における魅力度Zjと、居住地 i と訪問先 j に存在する地域間の結びつき度合いLijを用いて、式(2)のように示さ

れている。 

連絡先：近藤光男（徳島大学大学院） E-mail：kondo.akio@tokushima-u.ac.jp 

勤務先住所：770-8506 徳島県徳島市南常三島町 2－1 

電話番号：088-656-7339 

𝑥ij：地域iのすべての住民による地域jへの訪問回数 

nij：地域iの住民１人あたりの地域jへの訪問回数 

Pi：地域iの人口 

Ii：地域iの住民１人あたりの交流のための総予算 

Aij：地域誘致度 

cij：地域 i j 間の交通費用 

α，β：パラメータ（0 < α , β < 1   ,   α < β） 
 



Aij = Zj ∙ Lij = exp (a1z1
j + a2z2

j + ⋯ + anzn
j + b1δ(θ1

ij) + b2δ(θ2
ij) + ⋯ + bmδ(θm

ij))        (2) 

z1
j, z2

j, ⋯ , zn
j : 地域 j における魅力度指標 

δ(θ1
ij), δ(θ2

ij), ⋯ , δ(θm
ij) : 地域 i と地域 j の間の結びつきの度合いに関わる 

各要素についてのダミー変数 

a1, a2, ⋯ , an, b1, b2, ⋯ , bm : パラメータ 

 

本研究では、目的で述べたことを念頭において、この地域誘致度関数を改良し、新たな地域誘致度の関数と

して、出発地 i の魅力度に対する訪問地 j の魅力度Zijを反映した関数を仮定した。その関数を式(3)に示す。 

  Aij = Zij ∙ Lij  

= exp {a1(z1
j − z1

i) + a2(z2
j − z2

i) + ⋯ + b1δ(θ1
ij) + b2δ(θ2

ij) + ⋯ }                      (3) 
 

3. モデルの推定 

3.1 パラメータの推定方法 

 地域間交流モデルに、新たに定義した地域誘致度関数を代入することによって、モデルのパラメータ推定を

行う。パラメータの推定にあたっては、分析対象地域の単位は四国における市町村とし、地域間の移動量が 0

であるものは分析対象から外す。 

そして、式(1)において、地域 i に関して目的地 j と k の比をとると、式(4)に示すような式になる。 

nij

nik
= (

Aij

Aik
)

1 (1−β)⁄
∙ (Cik

Cij
)

(1−α) (1−β)⁄
                               (4) 

 式(4)に、地域誘致度関数の式(3)を代入し、両辺の自然対数をとることによって、式(5)に示すように線形化

することができる。この式(5)を用いてパラメータ推定を行う。 
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Cij

)     (5) 

3.2 用いたデータ 

地域間交流の実績値は、2005 年の道路交通センサスの自動車起終点調査における観光目的のデータを用い、

nijとして地域 i から地域 j への年間 1人あたりの訪問回数の値とした。地域の人口は 2005年の国勢調査のデー

タを用い、地域間の交通費用は、同年における地域間の所要費用に時間価値を加えた一般化費用を NITAS2)によ

って最小になるように算出したものを用いる。なお、地域間交流の実績値として自動車による値を用いた理由

は、「貨物・旅客地域流動調査」3）の四国の輸送機関別旅客輸送量をみると、域内での旅客輸送量の 96.4%を自

動車が占めていたためである。 

 

3.3 パラメータ推定結果 

 地域間交流モデルのパラメータの推定結果を、

表－1に示す。四国内を出発地としたモデルの出発

単位は市町村であり、今回提案した誘致度関数で

ある式(3)を用いた。四国外を出発地とした際は、

出発地の単位を都府県としたため、地域誘致度関

数は従来型の式(2)を用いた。目的地は四国内のモ

デル、四国外のモデルとも、四国内の市町村であ

出発地

調整済み決定係数

サンプル数

変数 パラメータ t 値 パラメータ t 値

地域間の所要費用（円） 2.05 226.98 1.36 27.76

高速道路ダミー 0.21 13.53 0.37 14.40

流域ダミー 0.08 3.03 - -

自然観光資源 0.23 32.37 0.13 9.77

レクリエーション施設 0.04 5.65 0.16 18.95

文化・教育 0.13 16.52 0.32 23.25

第3次産業従業者数 0.00 46.63 - -

四国外四国内

6,795

0.434

41,446

0.606

表－1 地域間交流モデルのパラメータ推定結果 



る。分析結果をみると、各説明変数に関するパラメータの符号、並びにｔ値は満足した結果になった。また、

この表－1 から、出発地がどこであろうと、地域間交流に最も影響を及ぼしているのは地域間の交通費用であ

ることがわかった。 

次に、観光活動における 1年間の 1人あたりの平均消費額を、「家計調査」4)における「1世帯あたり年平均 1

ヶ月間の消費支出」から得た。これを、地域間交流を

行う際に費やす交通費用と訪問先での滞在費用のため

の総予算とし、この総予算と表－1 の結果を用いて式

(1)の α と β の値を算出した。結果を表－2に示す。α 、
 β の算出結果をみると、0 < α , β < 1  かつ α <  β の条
件を満たしている。 

 

4. シミュレーションモデルの作成 

4.1 考え方 

モデルによる地域間交流量を推定すると、出発地側において、人口が多い地域では現状再現値が過大になり、

人口が少ない地域では現状再現値が過少になる傾向があった。そのため、シミュレーションを行う際には、出

発地側において、出発量が人口に依存している点を修正する必要がある。 

上で述べたことを式(1)を用いて説明すると、交流量の出発地側の総量に相当する（I ∙ Pi/(β/(β − α))）を改
良することによって、現状再現性の向上を目指す。 

 

4.2 現状再現性の向上を目指したシミュレーションモデルの作成 

まず、地域 iにおける出発量の修正値∆Xi∙として、式(1)のモデルを用いて求めた出発量の合計Xi∙̂と現状の出

発量の合計の実績値Xi∙の関係を式(6)によって算出する。 

∆Xi∙ =
Xi∙

Xi∙̂
                            (6) 

この∆Xi∙を用いて、式(1)のモデルを用いた推計値を修正する。修正後の移動量Xiĵ̂は、式(7)により求める。 

Xiĵ̂ = ∆Xi∙ ∙ (
I ∙ Pi

β
β − α

)

{
Aij

(2Cij)
1−α}

1
1−β

∑ {
Aij

(2Cij)
1−α}

1
1−β

j

                                                                         (7) 

次に、修正した地域間交流モデルの精度向上の検証を行う。地域間交流モデルの作成する意図からすると、

訪問者を受け入れる地域ごとで、実績値と同じような現状再現値を示すようなモデルが望まれる。そのため、

改良したモデルによる訪問者数が、実績値に近いほど精度が向上したとみなすことができる。これを検証する

ために、実績値の目的地ごとの訪問者数の合計X∙jと、修正前後の目的地ごとの訪問者数の合計X∙ĵ、X∙ĵ̂の関係を

以下の式(8)、式(9)で表し、それぞれを単回帰分

析した結果を表－3に示す。 

     X∙j = A X∙ĵ          (8) 

     X∙j = B X∙ĵ̂          (9) 
A, B：パラメータ 

この結果をみると、両方とも修正後のパラメータの値が 1 に近づいていることがわかり、地域間交流のシミ

ュレーションモデルの精度が向上したといえる。 

表－3 修正前後の回帰分析の結果 

修正前 修正後 修正前 修正後

調整済み決定係数 0.882 0.905 0.672 0.648

サンプル数 95 95 95 95

パラメータ 1.238 1.013 0.650 0.875

四国外四国内
出発地

出発地 四国内 四国外

β /(β -α ) 1.189 28.045

α 0.088 0.877

β 0.556 0.910

表－2 算出した 𝛃/(𝛃 − 𝛂), 𝛂 , 𝛃 



5. 政策シミュレーション 

四国の高速道路の 8 の字ネットワーク（図－１）が 2030 年に完

成する場合を仮定し、この整備が市町村への訪問者数にどのような

影響を及ぼすのかをシミュレーションによって分析する。 

式(7)に、図－１に示す 8の字ネットワークが完成した 2030年に

おける指標をそれぞれ代入し、モデルによる推定値を算出する。政

策の効果については、政策を行った場合と行わない場合の結果を用

いて、式（10）に示す変化率（％）をより計量する。なお、政策を行

わない場合の訪問者数は、2005年時点での高速道路の整備状況に対す

る訪問者数の推計値である。 

変化率＝
政策を行った場合−政策を行わない場合

政策を行わない場合
× 100 (％)       (10)   

式(10)によって求められた四国内の市町村より四国の市町村を訪れ

た人の変化率を図－2 に、四国外の都府県より四国の市町村を訪れた

人の変化率を図－3 に示す。なお、パラメータの推定を行う際、分析

対象地域から除外した市町村は空白とする。  

シミュレーションの結果、出発地が四国内・四国外の両方において、

新たに高速道路によって結びつきが強くなったすべての市町村は、政策

を行わない場合に比べ、訪問者数が増加していることがわかる。一方、

政策を行う前から高速道路とアクセスがあった市町村や政策後も高速道

路とのアクセスがない市町村においては、徳島市を除くすべての市町村

で訪問者数が減少した。これは、新たに高速道路によって交通利便性が

よくなった市町村に向かう交流量が多くなったためであると考えられる。

これらの結果より、四国の 8の字ネットワークの整備によって、新たに

連携を持つ市町村では訪問者数の増加が見込めることがわかった。 

 

6. おわりに 

 本研究の成果は、以下のようにまとめることができる。まず、出発地と目的地の魅力度(個性)の違いを明示

的に交流の要因として組み込んだ新たな地域間交流モデルを推定することができた。その後、そのモデルに基

づいて新しい国土形成計画の目的を達成するための政策を考案する際に、計画情報を提供することが可能な政

策シミュレーションに適したモデルをつくりあげることができた。 

さらに、構築したシミュレーションを適用し、地域間交流量を促進させるための施策として考えられる四国

の高速道路の整備が、地域間交流に及ぼす影響を明らかにするため、四国の市町村を分析対象地域とし、政策

シミュレーションを行った。その結果、四国の高速道路の 8 の字ネットワークの整備によって、新たに連携を

持つ市町村では訪問者数の増加が見込めることがわかり、交通利便性による影響が大きく関係していることが

わかった。 

 

［ 参考文献 ］ 
1) 三上千春, 近藤光男, 近藤明子, 萬浪善彦：四国における観光を目的とした地域間交流モデルの構築と交流が地域に及ぼす影
響の分析, 都市計画論文集, Vol.43, No.3, 253〜258頁, 2008年 

2) 国土交通省政策統括官付策調整官室，「全国総合交通分析システム(NITAS）」 
3) 国土交通省：「貨物・旅客地域流動調査」，2005 
4) 総務省統計局：「家計調査」， 2007. 
 

図－1 政策として設定した高速道路網 

図－2 四国内の地域より 

四国の市町村を訪れた人の変化率 

図－3 四国外の地域より 

四国の市町村を訪れた人の変化率 
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街路樹が駅周辺の都市空間形成に及ぼす影響に関する研究 

静岡市石田街道を事例として 

A study on the influence roadside trees exert on urban space formation around the station 

－A case of Ishida Kaidou in Shizuoka City－ 

中井 朋子(法政大学大学院),上山 肇(法政大学大学院) 

Tomoko NAKAI(Hosei Graduate School), Hajime KAMIYAMA(Hosei Graduate School) 

 

１.はじめに 

2004 年の景観法成立以降、全国の各自治体では景観まちづくりの取り組みが積極的に進

められている。本稿で取り上げる街路樹も都市空間における景観を構成する重要な要素で

あるが、この街路樹の役割と効果を見るときに、①景観向上 ②生活環境の保全 ③緑陰形

成 ④交通安全 ⑤防災 といったように多くの役割・効果が考えられる。街路樹によって形

成されるヴィスタ景も景観向上のために大きな役割を果たしていると考えられる。 

本研究では街路空間において、植栽を街路に配置することによってその正面にある建物

(アイストップ)並びに街路周辺景観の印象にどのような変化があるのかを明らかにするこ

とを目的としている。 

 

２.研究の方法 

本研究では、街路樹と周辺建物とで形成される都市空間の印象について研究する。街路

樹とアイストップとなる建物とで形成されるヴィスタ景によって、景観の見え方に変化が

生じるか否かを調査するため、静岡駅南口の石田街道を事例とし、写真 1（実際の景観）,

写真 2（植栽をシュミレーションした景観）等を示しながらアンケート調査を行った。 

2-1 アンケート調査に使用する画像の作成 

静岡駅南口石田街道を撮影した画像(写真 1)を使用し、比較する街路樹のある画像(写真

2)は亀野、八田 1)による「樹高幅員比に基づく景観イメージの評価」を参考にし、今回は車

道幅の 6割程度の高さの街路樹を画像ソフトで配置した。 

使用した街路樹の樹種については、街路樹としては日本で 3 番目に多いケヤキを使用し

ている。(1 番多いイチョウと 2番目の桜は季節によって大きく印象が変わるため。) 

2-2 調査方法 

上述の画像を使用し、次の内容でアンケート調査を行った。 

(1)実施時期：2017 年 1 月～2017 年 4 月 

(2)実施人数：166 人(配布数 166 件、回収数 162 件、回収率 97.6%) 



(3)対象者：静岡県在住の法政大学大学院政策創造研究科在学生・修了生及びその家族・

知人、石田街道沿いの居住者・就労者 

なお、アンケート調査は紙による回答と、Web フォーマットによる回答の調査を並行して

行っている。 

2-3 アンケート調査内容（街路樹の有無による印象の変化に関する調査） 

静岡駅南口石田街道の画像(写真 1)と街路樹を追加した加工画像(写真 2)を被験者に見て

もらい、駅前空間の①美しさ②落ち着き、建物の③デザイン④圧迫感、工作物の⑤めざわ

り感⑥サイン機能、⑦歩行空間の快適性、⑧街路樹の快適性、⑨安全性、⑩賑わい性の 10

項目、そして⑪アイストップとなる駅の建物の印象をそれぞれ 10段階で評価してもらった。

評価の数値は 10 に近づくほど「そう思う」あるいは「良い」「多い」となるように設定し、

街路樹の有無で各項目の印象評価がどの程度変化するのかを調査した。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 静岡駅南口石田街道の画像         写真 2 写真 1 に街路樹を配置した画像 

 

３.調査結果 

写真1と写真2との印象評価平均値の差(写真2の評価の平均値－写真1の評価の平均値)

を計算し、更にその差が有意であるか否かを検討する為、エクセルの分析ツールを使って t

検定(1 対の標本による平均の検定)を行い、次のような結果が得られた(表 1)。 

t 検定の結果、⑥工作物のサイン機能のＰ値は 0.90 と高い値になった為評価の差に有意

性が認められなかった。また、男女別で評価に差があるのかどうかも検討するため、男女

別の値も右の 2列に記した。 

項目ごとのヒストグラム(図 1～図 6)も作成したが、ヒストグラムの斜線柄のデータは変

化 0 つまり印象の変化がないことを表し、その右側が街路樹を配置したことにより印象評

価増、左側が印象評価減を表している。 

ヒストグラムを見ると、①駅前空間の美しさ(図 1) ②駅前空間の落ち着き(図 2) ⑧街路

樹の快適性(図 3) ⑩賑わい性(図 4) ⑪駅(アイストップ)の印象の差(図 5) などは街路樹



を配置することによって評価が増加している件数が多く、表 1 より⑧街路樹の快適性は

4.59 ポイント、①駅前空間の美しさと②落着きは 2ポイント以上、⑩賑わい性と⑪駅の印

象の差も 1 ポイント以上増加している。③建物のデザイン ④建物の圧迫感(図 6) ⑤工作

物のめざわり感 ⑨安全性は、平均値の差はあるものの写真 1 と写真 2 の差が 0 の件数が

一番多く、街路樹の有無によって変化をあまり感じない人が多かったことが分かる。印象

の差の男女別のデータを見てみると、①駅前空間の美しさと②駅前空間の落着きは男女に

よって差があり、女性の方が街路樹を配置すると印象評価が上がることがわかった。 

 

表 1 写真 1と写真 2の印象評価の差 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 駅前空間の美しさ              図 2 駅前空間の落ち着き 

 

 

 

 

 

 

図 3 街路樹の快適性               図 4 賑わい性 

項目
写真1の印象
評価の平均値

写真2の印象

評価の平均値

印象評価の差

(写真2-写真1)
P値

印象評価の差

(男性のみ)

印象評価の差

(女性のみ)

①駅前空間の美しさ 4.93 7.09 2.16 2.40E-27 1.97 2.33

②駅前空間の落ち着き 4.94 6.98 2.04 2.71E-25 1.86 2.20

③建物デザイン 4.69 5.77 1.07 5.76E-11 1.07 1.08

④建物の圧迫感 6.23 4.96 -1.27 2.81E-10 -1.08 -1.43

⑤工作物のめざわり感 5.09 4.41 -0.68 4.97E-04 -0.68 -0.68

⑥工作物のサイン機能 4.61 4.59 -0.02 0.90 -0.16 0.09
⑦歩行空間の快適性 5.41 5.85 0.44 0.01 0.32 0.53

⑧街路樹の快適性 2.06 6.65 4.59 4.79E-56 4.69 4.51

⑨安全性 5.06 5.68 0.62 3.03E-04 0.55 0.69

⑩賑わい性 4.08 5.48 1.40 5.25E-15 1.42 1.39

⑪駅の印象の差 4.91 6.17 1.26 2.13E-13 1.22 1.30



 

 

 

 

 

 

図 5 駅の印象の差                図 6 建物の圧迫感 

 

４．本研究より得られた知見と今後の課題 

4-1 本研究で得られた知見 

本研究より石田街道の場合には、街路樹が「街路空間の美しさ」や「駅前空間の落ち着

き」、「賑わい性」「アイストップの印象の差」を増加させる効果があること、また、その効

果は男女によって異なり、女性の方が街路樹を配置することによる印象評価がより多く変

化することがわかった。 

更に、街路樹には今まで考えられていた景観の向上やヒートアイランド現象の緩和など

の効果に加えて、街路樹を配置しヴィスタ景を作ることによって正面にあるアイストップ

を引き立てる効果があることもわかった。 

4-2 今後の課題 

今回は静岡県内の被験者から得られたデータの結果であるが、他の都道府県の被験者か

ら得られるデータでも同様の結果が得られるのか、あるいは静岡県民の特徴（地域性）が

あるのかについても探る必要があると考える。 
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公共空間を利用したフットパスの課題 

―北海道におけるフットパスの事例から― 
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1．はじめに 

政府は、第 7期北海道総合開発計画（平成 20年 7月閣議決定）において、「北海道の自然環
境を活かしたフットパスの整備促進」を位置づけるとともに、第 7期計画の進捗状況等を踏ま
えて策定されたた第 8期計画（平成 28年 3月閣議決定）では、主要施策として「世界水準の
観光地の形成」が掲げられており、地域資源を活かした魅力ある観光地域づくりが求められて

いる。また、観光立国推進基本計画（平成 24年 3月閣議決定）では、講ずべき施策として、
「地域の特性を生かした魅力ある観光地域の形成」が示され、具体的な施策として「快適な散

策ネットワークの整備」や「散策できる河川管理用通路などの整備」などがあげられており、

河川等を含む公共空間の利活用等による、魅力ある観光地域の形成が求められている。 
日本では、英国のフットパスをモデルに、各地で遊歩道等をフットパスとして整備する事業

が展開されるようになり、地域活性化に向けての新たな資源と期待されている。北海道では、

40を超える市町村に 200を超えるコースがあり 1)、豊かな自然や美しい景観を生かしたフット

パスが観光資源の一つとなっている。 
フットパスに関しては、英国のフットパスの歴史的背景や法制度について整理した研究 2),3)

や国内における地域活性化の手段としてその効果を検証した研究は多いが 4)、公共空間の利活

用の実態やその課題は明らかになっていない。そこで、本報告では、公共空間を利用した北海

道のフットパスの実態やフットパスコースの設置、運営・維持管理上の課題について検討する。 
2．調査方法 

北海道のフットパスの現状を把握するため、公共空間を利用している北海道内の主要なフッ

トパス事例について、設置者のホームページ、ガイドマップ等による資料収集を行い、設置・

運営主体、整備の経緯、コースの概要（距離、特徴、運営・利用方法）、立地環境、施設整備状

況等を調査した。調査結果に基づき、フットパスの類型化を行った。 
次に、フットパスを設置する上で大きな課題である土地所有者との調整について検討するた

め、既存フットパスの土地利用状況、土地所有者・管理者、及び、土地の通行・使用にあたっ

ての許可等の取得状況を調査した。調査対象は、北海道で典型的と考えられるフットパスで、

かつ、1)設置・運営主体が明確である、2)コースの要所に道標等が設けられている、3)コースマ
ップが容易に入手できる、という条件を満たすフットパス事例を選定した。調査は、対象のフ

ットパスコースを踏査しながら、GPS を用いて土地利用状況の変化点の座標（緯度・経度等）
を記録し、国土地理院の S=1/25000数値地図上で各区間延長を計測した。また、設置・運営主
体へのヒアリング調査により、各区間の土地所有者・管理者、土地の通行・使用に関する許可

等の状況を確認した。 
3．結果と考察 

北海道内の主要なフットパス 19事例について、フットパスの運営・利用の方法、沿道土地利
用等の立地環境、設置・運営主体による分類を行った（図-1）。運営・利用の方法には、コース
マップ等が整備され、常時利用できる常設タイプ、主に設置・運営主体等のガイドが同行する



ガイドタイプ、主に設置・運営主体等が開催するイベント時に利用できるイベントタイプの 3
類型の運営・利用方法がみられた。立地環境としては、市街地型、農地型、自然地型の 3 分類
に分けられ、このうち田園景観を活かした北海道らしいフットパスである農地型が多く、次に

自然地型だった。設置・運営主体としては、地方自治体等の行政機関が設置・運営に関与して

いるもの、市民や NPO 等により設置・運営されているものに分類でき、前者には、常設タイ
プの農地型及び自然地型が多いことがわかった。また、主にガイドタイプやイベントタイプで

運営されているフットパスには、民間主導のものが多く、常設タイプのフットパスを目指して

いるものの、土地所有者・管理者との調整のため、標識の未整備などの理由により整備途上に

あると考えられる。 
フットパスの土地利用状況等について、北海道で最も典型的と考えられる農地型のフットパ

スの中から、表-1に示す通り、設置・運営主体を考慮して、NPO法人が行政との協働関係を構
築しながら、設置したフットパス、行政が主導し、住民と連携して設置したフットパス、フッ

トパス団体が設置したフットパスの 3事例を対象に調査した。 
 

 
図-1 北海道の主要フットパスの分類 

 

 
 

 
図-2 私有地・公有地の割合（延長比） 

フットパス コース 所在地 実延長(m) 設置・運営主体

A ウヨロ川フットパス 白老町 12,840 NPO法人
B 黒松内フットパスチョポシナイコース 黒松内町 10,560 行政、住民
C 根室フットパス別当賀コース 根室市 8,832 フットパス団体

表-1 調査対象フットパス 

私有

地

20%

公有

地

80% A フットパス

私有

地

25%

公有

地

75% B フットパス

私有

地

53%

公有

地

47%

C フットパス



3 事例においてフットパスが設置されている土地の公有地、私有地の割合を図-2 に示す。A
フットパスでは道路用地や公園緑地、河川・湖沼等、Bフットパスでは道路用地、河川・湖沼
等の公有地の割合が高いのに対して、Cフットパスは、フットパス団体メンバーが所有する私
有地である畑・その他の農地の割合が比較的高く、道路等の公有地の割合は 50％弱であった。 
公共空間の活用方法に着目すると、道路は、豊かな自然や美しい景観など地域資源のあるエ

リアとエリア、または、エリアとコースの起終点（駅や駐車場など）とをつなげることに主に

利用されていた。今回調査したフットパスでは、河川、海岸、公園緑地等の公共空間そのもの

が地域資源である場合はもとより、設置・管理主体の所有地等や地域資源をつないだり、回遊

したりするため、誰でも自由に利用できる公共施設である河川、道路等の公共空間が利用され

ていた。その要因としては、土地所有者との調整が難しい私有地の通行・利用を最小限とする

ようコース設定されていると考えられる。 
平野ら 4)は、フットパス発展の社会的背景や問題点を報告しているが、「土地所有者との関係

性の難しさ」を課題として挙げ、全国的にも多くのフットパスが存在している北海道では、コ

ース周辺の居住者・地権者の数が圧倒的に少なく、合意形成が容易と指摘している。本事例調

査においても、地権者の数は多くなかったが、事例を精査すると、必ずしも土地所有者との合

意形成が容易だったわけではなく、むしろ合意形成の難しさを反映した結果、公共空間が多く

利用しながらコース設定をしている実態が明らかになった。 
例えば、私有地の割合が多いCフットパスにおいても、団体メンバーが自ら所有する牧場を
中心に設定されており、居住者の理解が得られない場所ではコース設定をしていないことをヒ

アリング調査で把握した。その結果として、許可等が原則不要な道路や海岸等を除き、土地所

有者・管理者の同意を得る必要のあった土地の地権者数は 2件のみであるなど、むしろ合意形
成の難しさを踏まえたコース設定となっている。NPO法人が設置・管理する A フットパスで
も、NPO法人がもともとトラスト活動として所有する山林と周辺の協定地、及び、活動地であ
った河畔林や公園緑地を組み込みながら、それらを河川、道路等で結ぶ形でコース設定されて

いる。NPO法人の所有地と協定地を除けば、合意形成が必要だった私有地の割合は、延長の 1
割以下に止まる。行政が主導するBフットパスでは、行政が交渉したが、居住者や土地所有者
の同意を得ることが難しかったため、起点である道の駅や地域資源であるブナ林や眺望地を道

路、河川等で結ぶコース設定でなっており、私有地はこれらの連続性を保つための最小限とな

っている。 
英国では、土地所有権との調整の歴史的積み重ねにより、パブリック・フットパスやアクセ

ス地等における通行権やアクセス権が法的に保障されているのに対し、日本にはこのような法

的な位置付けはない。このため、私有地の通行が難しい場合など、ルートの連続性を確保しに

くいことがある。自然環境など地域資源をつないで魅力あるフットパスを整備するには、道路

や公園緑地、河川・湖沼等を含めた、公共空間の有効に利用することが課題である。 
コース設定において、土地所有者・管理者からの通行・使用許可の取得状況については、NPO
法人が行政との協働関係を構築している A フットパスや行政が主導し住民と連携している B
フットパスの事例では、口頭による許可取得の割合が多く、民間であるCフットパスの事例で
は、全て文書による許可を得ていた。土地所有者・管理者との調整に行政が関わることで、口

頭による同意が得られやすいと推察される。一方、河川、道路、都市公園については、通行・

利用だけであれば、許可等は要しないと考えられるが、口頭による許可取得や協力依頼を行っ

ている例もみられた。また、土地所有者等による許可形式（口頭・文書）については、土地所

有者等が行政機関等の場合は口頭による許可が多かった。また、許可内容や条件等について確

認したところ、通行・使用許可以外にも、標識等の設置、通行のための草刈りをフットパス管

理者が実施できること、野鳥の営巣時期には迂回することなど、協力依頼の範囲、維持管理や

使用にあたっての注意点などフットパスの整備・維持管理上重要な内容や条件等が含まれてい

た。 
日本フットパス協会 5)によれば、フットパスとは、「森林や田園地帯、古い街並みなど地域に



昔からあるありのままの風景を楽しみながら歩くこと【Foot】ができる小径【Path】」、第 7期
北海道総合開発計画では、「その地域固有の自然や文化等に触れながら、歩くことを楽しむため

の道」と定義されているが、いずれの定義も遊歩道等との違いは明瞭ではない。 
フットパスの定義が定まっていないことに加え、運営・利用方法にも多様であることなどか

ら、許可取得の要否を含め、公共空間にフットパスを設置・管理、または、公共空間を通行・

使用するための手続きやルールは明確には定まっておらず、許可に当たり実際にとられている

手続きも口頭によるものがみられる理由と考えられる。 
一方、公共施設に標識等の施設を設置し、または、草刈り等の管理を行うためには、河川法、

道路法、都市公園法等にそれぞれ占用許可や施設の設置・管理許可等の手続きが定められてい

る。しかし、技術的基準はあるものの、フットパスの設置・管理者がフットパスのために設置

する物件や管理行為についての許可の基準や考え方は明確ではなく、一部でフットパスの設置

が進まない理由の一つと考えられる。 
フットパスを新設し、継続的に運営していくためには、フットパスの定義を明確にすること

に加え、公共空間の利活用を円滑にする仕組みづくりが課題と考えられる。特に、許可内容や

条件については、通行・使用以外にも、標識等施設の設置、管理者による草刈りの実施など整

備や維持管理上重要と思われる内容や条件等が含まれている実態から、公共空間に限らず、合

意内容を記録・保存し、周知することが望まれる。 
4．まとめ 

本事例調査により、次のようなことが明らかになった。 
・北海道のフットパスは、多様な立地環境において、官民の設置・運営主体が多様な方法で運

営・利用しており、北海道らしい農村景観や自然環境を活かした農地型、自然型のフットパス

が多い。 
・農村景観や自然環境など地域資源をつないで魅力あるフットパスを整備するには、ルートの

連続性を確保するため、公共空間の有効に利用することが課題である。 
・公共空間にフットパスを設置・管理するため、通行・使用の手続き、ルールは明確には定ま

っていない。また、公共施設にフットパス設置・管理するために必要な標識設置や維持管理を

行うための手続きはあるが、許可の基準や考え方の明確化や円滑化に課題が残る。 
・フットパスを新設し、継続的に運営していくためには、フットパスの定義を明確にすること

に加え、公共空間の利活用を円滑化するとともに、重要な合意内容を設置・管理者、地権者、

利用者が共有することが課題と考えられる。 
 
参考文献: 
1) フットパス・ネットワーク北海道, http://footpath-network-hokkaido.azurewebsites.net/ 
最終アクセス 2017年 5月 25日 

2) 平松紘, 1995. イギリス環境法の基礎研究―コモンズの史的変容とオープンスペースの展
開. 敬文堂 

3) 太田広, 2009. 英国内における田園地域アクセス法制度の比較研究. 日本都市学会年報, 
Vol.43, pp.66-74 

4) 平野悠一郞, 泉留維, 2012. 近年の日本のフットパス事業をめぐる関係構造. 専修人間科
学論集（社会学編）, Vol.2, No.2, pp.127-140 

5) 日本フットパス協会, http://www.japan-footpath.jp/aboutfootpath.html 最終アクセス
2017年 5月 25日 
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The lower ranked prefectures in Prefectural Income face distress 
that money does not circulate well in each region 
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Ruby City MATSUE Project from a view point of "Discussion on New Industrial Clusters" 

ǷÉįÌʭʅǷįňʫŤǄŇŏʬ�

Tetsuya TANAKA and Tetsuo NODA (Shimane University) 
�


ʮȋȕȷƭiȄȀ�

� 
/.& ŰÙżėÚʍʭeƤxlǵǆʓȔlʌ]�ɥɣf
Tkw�ʭħĶnǵǆƠȝŷƌl

źʛ�Çngl�ʮÉŜÝǆl|�ǁɱhśʉȀkǴǵâć�ƏcĀxaeǵǆĹļfɣ

{ʭǴǵƆÁ�¦Â�¸¿nĢȸƆp}ʓȔ�ɣy�eǵǆ�¹��Âfɣʭ`xg�

º�¿§¼Â´�»lÙɅw��Ǣĉk�ĹļlǞȄxaeʤķfɣ{e�º����«Á

�¹�fɣkjnɥɣTkw�gl�ʮv�}nɥɣoʭĹļǵǆƦȝlŚ]�ǅɘʭƮ

loƤŠʊaynǇygʄɋkɼǌlk�iȳn�(ʮ�

� ƷȋȕoʭĶünǵǆȗĹƠȝnǒĤ�þȌɝxʭ�Â¬¿�Â��ǢǶxaǵǆƕȻ

ƦȝeA?JC�44>C� 2CBD6 ¬½��� f�ɹygl�ƼǘŬ�Ïå)lʭɇċʇțl|�ħ

Ȓñɺćų�ÉƀixaŽƺnƿȦwnÝǆȗĹƠȝhoksʭĹƥʁŬnɰnÄlkd

a�� ʫÍȞÁÔĮʬhĹòlǄØla�±·£��ǢďʫȍÞʌçɫƷnǊȠʬ�ƞ

Ɯ]�ƤxlǵǆʓȔnƥǝɣ�Ɨ�ʮ�

�

(ʮeƤxlǵǆʓȔlʌ]�ɥɣfiĶünǵǆȗĹƠȝnńɿlelg�

� ţƷìöʫ(&&�ʬoeǵǆʓȔsnǞȄ�ÈǻȀ¼»hŴrɬvxaŏɂȀkȾãoʭ

©�º��Â«»ngȚÐnǵǆāǕŧhhk�fiɵtgl�ʮĚƯo 
/. ŰlǾăw

�gl��ʮ§«»ȧǦTŦłxʭŇÝǆl|�ŇʆǴǵnɁrɚv~ʭĶʒșÎnǪēi

ǵǆnȖǠēTʢĸēxgra 
//& ŰÙÚʍoʭ�»Â�°¿nȖʋȧǦŏ{ʭ¯Â�Â

nǵǆ�¹��ÂɣTǾŠxʭÈǻħĹhŕʒnƠȝŷƌlŇrkźʛ�ÇnaʮĶül

olgz 
//& ŰÙnėpp}ǵǆʓȔilmɑȽTʞȯlä���|mlkda,ʮȚ ) n

��º�{�º�¿§¼Âlot�Ýǆʋnɉʕk¥� ¾Â�TǞȄw�ʭÃŔĹļs

nǵǆʓȔTʩlșÎĉ�Ʋ]�vilņsnʌƀTʓvdaʮŵlęǎƊp}ʭvnƬ

                                                


�ƼĚŒgȧǦĹǳŏbȗĹÁĹļÁʁŬnǳɣhʫƻÒŇŏĀǮÞ (&&,�
&ʬ/ ʜneȚ  Ș�ǲÙǵǆʓȔnǳɣf

ÉleƤxlǵǆʓȔlʌ]�ɥɣfnɅǲTɔɵw�gl�ʮ�
(
�vvhɑmĹļoĹƥùúĲâTʌÇ]�ǵǆƠȝ�ǅɘ]�ÅhʭǝŻlĽfsȟĳǉƃʫɁƠĔļnȟĳʬi]

�ʮ�
)
�ĹļȧǦǢƆēnûâåeĹļȧǦǢƆēnƥĪƆiɢʠ�aÔĠǧŝiȧǦn�½Â§»ē�ɯvng�fʭ¼ª�¼

¿�ʫCPM�AMNMYMV.Mʬ-./ Ħ (&
,�
&ʭĶȗĶÞĴƯʥ�(&
,�
&�(&��

�ţƷʫ(&&�ʬeÕk_ǵǆʓȔpʱfgǵǆʓȔnȧǦĹǳŏhʭǝƠŇŏĀǮŞʭ) ʜ��

�
�@4WYM�� ����IVL�BIJMT��4�7��	
/.��CPM�BM.WVL�:VL?=>Y4IT�54@4LM�ʫţËüʗÁǖƫǤÃÁȊǷkewɗgȚÐ

nǵǆāǕŧhȜƝƯƍʭ
//)ʬ�
,
�
//- ŰǮgɶİǿƯhlot�ǵǆʓȔsnȈȄo�»Â�°¿nźʛ�ğtgl�ʭeǵǆ�¹��ÂɒǺfo¯Â

�Ânźʛ�ğtgl�ʫţƷìõeÕk_ǵǆʓȔpʱfgǵǆʓȔnȧǦĹǳŏh ʜlɔɵʬʮ�



 

ƴl�¼�¿§¼Â´�»kj�ÏålƨƷǮ�¿��»ȑć{ƨƷǮ§�¡Â»ǝ-nĈ

ɕʭĹļ¬¹� ª�Â²Ïǆ.kjƤakƠȝTƏcĀw�aʮ`�vhnũĿāơl|

�eĶķnĺɄk�ǾŠfp}eĹļʫǵǆʬnȺȗȀǾŠfsŇrsȼTĂ}�aʮû

âȀloÊlɈɷǆ�ŚɩixaǵǆȗĹƠȝhk�eǵǆ�¹��ÂɒǺfʭeÝǆȗĹ

èɹǝf/TÕƨvhȪȫw�aʮ@Á7Á¡¹��Âʫ(&&(ʬ
&oȾƯg¥�� Á����

�hnÿʝe£·Â��¦±ÂTɣyŊy}�a 
//& ŰÙėpʭƅǪlńēxeek�n

oʭȧǦhoksȍÞnumhk�vilǔflafʭlvvhƎÇixglaȍÞv`T

ńƢhk�iɵtgl�ʮ�£�»Á»{�»¨¿Á ª¹ÂkjƇľēȍÞ�°�½

Ȁlɏřxøɪ�i}n|mi]�ƇľēȍÞɣi����¹Â{��½ªkj±�½ȧ

ǦŏnƂǶhk�ƇľȧǦŏTȆÑlʌç�ǥy�ǴǵɣÎnƬƴhzk�ʫȡťŹŸʭ

(&
ʬ

��

� °Â�Á�¹¦À���Âʫ
/-)ʬ
(zȍÞsnĻyɴwilmǉƃhȉ}�gl�ʮv

�oe���ÂnȧǦȀɁǬTʭȍÞʌç{ȍÞćųlĻyɴv�gl�fʭȧǦȀkʌç

TǲŕnȍÞȀ¥� ¾Â�nÉlĻyɴv�gl�ǱƋ�ȳřx|mi]�ȳnƥhk

�ʮ½¢»¡Á§Â ʫ
//(ʬ
)oʭ¥� ¾Â�lot�]rvhk�ǊɷȀȖʑilm

ǉƃl|~ʭșÎnĿlolg¥� ¾Â�Tza}]Ćȁ�ɣygl�ʮ�

� Ąƴn�º�¿§¼Âo`n�Â¬¿ƆnÉhʭ�¿�£�{ÝǆŘɽoêdnÝǆh

oksʭĹļnÉh`nśʉȀʭƐɂȀ¥� ¾Â��ÉƀlȦȱēxʭÝǆ{ȵĐ�ɮ

naƐɂƣē{ǁɱkǵǆ���²�ãdaʮ�¢ºÂÁ���£�¿ʫ
//ʬ
oȾƯgǲ

ÙnÐʁǯɟhnÉhʭeƳlĀȍ]�irʭņsnÔoȺāT�º�¿§¼ÂlĒygl

�iƄdgl�fiɵtgl�ʮƐɂȉɤnĹļøâhnȿȔoƤȻÝǆnñßƆ�ʩyʭ

úƲnƐɂƣē�ŵēʭvvhoȧǦnǃlkdgl�noêdnÝǆhoksgʭĹļ

øâi`vhnÔʋʌçhk�ʮÝǆT�¿ ½Â»hrklʭȦȱ�ɭna�±·£�

Â�¸¿i�¹®¼Â�¸¿T�º�¿§¼ÂnǨǜknhk�ʮ�

                                                
-
�
/// ŰlƌȗxaǵǆǢĉþǴǰąƚȲǝlƠŲɫʇl|�ȋȕʊǾp}ǴyaǰɖțnǾƪlç�ǍĆlelgʭ

`nǢǶiǓʋl|�Ïǆē�èɹ]�ayʭĶlŮšw^�viksʭǓʋ{ŇŏțnǾƪȴl`nvvŮšw^�

vi�ʨŌixaɍŔTȂ~ɴv�ʭĶnŋɓȋȕl|dgǴyaǰɖǍț�ğɓȴlŮšw^�viTĢȸikdaʮ�
.
�ʁɼŲȇTɕȲ]�ÉǃȀƞƜǎʌTʭƤÏǆĈĀ�Ĵ�ɏǫp}ʭÏǆȴ�ȭĨȀlƞƜ]�×Ȧwi¾¿� �

¬âćheƤÏǆĈĀèɹǝfnÉƀ�k]Ʀȝʮ�
/
�eÝǆȗĹèɹǝfTȚ 
/) ĶÞlolgeĹļƶƺƑɫèɹǝfixgƟǐw�aʮŽƺoÊlɈɷǆnʓȔ�ƞ

Ɯ]�znhkdaTʭŚɩ�ɏô{�Â¨�ǆildaʘɈɷǆlƒŇxʭÔũȉȸʫ2:ʬ{¨���Â��ǢǶx

aeȚʯǏǵǆʚĭf{ɲǆʭĕǽÁÖɦʭ�¯Â�Áɏôkj�ʄǫȀkāʅlƔŔhr�znikdaʮ�

&
�@M>MY�7��5Y?.SMY�	(&&(�� IVIO4VO�4V�>PM�!MB>�BW.4M>C��!MA�HWYS0�CY?UIV�CITTMC�3WWS=�B>�� IY>4Vc=�@YM==�

ʫÅǷƈǴɗg¥�� Á�����bǒĤTɌavinklƶƺToyv�h��¶´¿¡ȍʭ(&&(ʭ� ʜʬ�



�ȡťʫ(&
ʬg�¿ª�³Â�¸¿Á��¦±Â�Ƈľē]�ȧǦȍÞnøâïhʭ�¤����ĀǮʭ,(�, ʜʮ�


(
�8YIVW@M>>MY�� IYS�B��	
/-)��“CPM�B>YMVO>P�WN�FMIS�C4M=�”�2UMY4.IV��W?YVIT�WN�BW.4WTWOC��-.0�
),&�
).&��


)
�3?Y>��AWVITL�B��	
//(��B>Y?.>?YIT�PWTM=0�>PM�=W.4IT�=>Y?.>?YM�WN�.WUXM>4>4WV��9IY@IYL�DV4@MY=4>C�@YM==��



�BIBMV4IV��2��	
//��AéO4WVIT�2L@IV>IOM0�4?T>?YM�IVL�4WUXM>4>4WV�4V�B4T4.WV�EITTMC�IVL�AW?>M�
(.��9IY@IYL�

DV4@MY=4>C�@YM==�ʫţŷǤǴ�ǀƵÓÐɗgǲÙnÐʁǯɟbk_�º�¿§¼ÂoſǢxʭ®� ¿Á»Â  
(. o

Ǜ�bphƨȧ 3@ ȍʭ(&&/ʭ-) ʜʬ�



 

� º�µÂ¡Áª½º�ʫ(&&�ʬ
�oʭv�vhnÝǆnȗĹ�� nɎǫp}ʭ�º��

��«kȧǦhoʭxx�Ôʫ�º����«Á�¹�ʬTȗĹ�ǚŔ]�ilmĈɷʁ

Ŭɣ�ɵtgl�ʮ�¿º�Á´¼���ʫ(&
)ʬ
,oʭeĶnȯǂoʭʝȹʓȔĹnƢi

ŕĉlv]v]ŇrsŪĥw�oyy�ʮǯǳȀkũĿnʄɋƆoàÆxȫtʭÙ�~l

ÑllekT~ĨdaʩŏǒŢTŇđl�ʁŬTʭ����iȉɤ�ǴxũĿixgģʝ

]�b�mfiʭƤak�eÔȀɫƷnÈȣfoĹǳiʓȔČƾnźʛ�ld`mŵsğ

t�iɵtgl�ʮvn|mlʭ(
 Èȣlk�iǵǆiĹļȍÞw}loȉɤȍÞinʌ

çƆTɥɣw��|mlk�ʮɌƥ�ńn�ieǵǆnĹļēf�Ǘyaɥɣizȳn}

�ʭƼǘŬnÏå�āƽ]�Åhn³»°Â�ik�ʮ�

�

)ʮA?JC�44>C� 2CBD6 ¬½���  
& Űʋnƌƾ�

� A?JC�44>C� 2CBD6 ¬½��� o (&&, ŰlʊŊw�aʮĹļȧǦāƽ���² A6B2B
-

ʫ(&
,� ùɅʬi :C ÝǆȗĹƢ
.n ( enȨƾ�ȥÖ]�ʮ�

� A6B2B l|�āƽhoʭƼǘŬnƇľ�Â¨�ǆ
/oĞŴǣ÷ʡʫĹļŅp}n 4I.PMʬ

T (&&/ Űo �/ ðýʭ(&

 Űo 
(. ðýʭ(&
) Űo 
) ðýiƌʈxgl�ʮ:C ÝǆȗĹ

ʫ(&&, Űųj(&
-�
ʬlelgoʭȗĹƢo . ȍʭʔǶɒǺo -(( Ôikdgl�ʮjc

}zɳŀnĹƥʁŬlolgʧstrƢō�ġrĀxgl�ʮ�

� ¬½��� nĞ~Ȧwoʭ"BB nǢǶl|~eȦȱ�ɭna¥� ¾Â�i�Â¬¿Ɔfʭ

eĹļʤķfʭe�º����«Á�¹�fkjneƤxlǵǆʓȔflʌ]�ɥɣ�ʐƬ

âʦxgrgl�zniƙř]�ʮv�}nɥɣnƿȦw�ǶlgƼǘŬnƇľ�Â¨�

ǆT 
& ŰʋhŶɜʁŬ�ºÂ¡]�ƌʈǵǆikdaɋı�āƽ]�ʮ�

�

ʮȳř�

� ƷȓʫɋƩʬhoʭ¬½��� nÉƀlßȲ]��¿ª�Â°»k¥� ¾Â�Ȧȱ

exvm "BB ĘɥÞfnǢďlelgȥÖ]�ʮexvm "BB ĘɥÞfoʭ��³¿§Âi

ÞĮʭ`��Ğ~ūsÔɽinȮ{pkʓĨâhk�ʮvnȦȱo A?JC�44>C� 2CBD6 ¬½

��� Ąƴp}ÕƨvhǢď�Ȫȫxgl�TʭÕƨvhÃĂnďĮzksȺǸh�Â

¬¿kŷ�ȪȫxʭȮ{pkʓv~nÉp} A?JC ¬½�¹±¿�ŝŰĲ�Ŋyʭ I>=?M�YJʭ

ţʏ :C@YW ĎŵÞ(&kj 
� Ĳâɭlo|r�±·£��TɞǴxʭĹļlǼv}klǢď

                                                

�
�A4.PIYL���7TWY4LI�	(&&���44>4M=�IVL�>PM�4YMI>4@M�4TI==�ʫŜʈɧÃËɗg�º����«ʁŬȧǦɣbĹļǢ

ƆēnƹÜhƨƷəɣȍʭ(&
&ʬ�

,
�6VY4.W� WYM>>4�	(&&���CPM�!MA�8MWOYIXPC�WN��WJ=�ʫőǷǟȎɐɠʭǙƸĖȏɗgŰĝoeáxiv�fhǚv��

ʔǶi�¦Â�¸¿nʁŬȧǦŏh¬¼��¿ ȍʭ(&
ʬ�

-
�eĹļȧǦāƽ���²	A6B2B�ĆǢǶÏåʓfŤǄȇƼǘŬ�ůƌ (. Ű  Ʊ (
 ƨ	Ƶ�ùɅʮ�

���P>>X0��AAA�UM>4�OW�RX�XYM==�(&
,�&�(&
,&(
&&(�(&
,&(
&&(�

�XLN�

.
�ĹļŅp}nƤɍȗĹbthks�ƧŎũĿ{ÏǆƎnŁɕ�īx��


/
�eƨƷǌǩǵǆāʣfŇāʣeƇľɶéǆfnkpnÉāʣʮ�

(&
�P>>X0��=UITY?JC�RX�ʭP>>X0��UI>=?M�Y?JC4=>�VM>�ʭP>>X0��=4>A�>M.P>ITS�RX��



 

TŠʊw�gl�ʮɞǴxa�±·£��oʭæëɏ�úƲxgl�nhʭşƀĹnll

Ŀhk~ʭĹļ{ȦȱnĆŗ�ɭnaÔiÔin�±·£�Â�¸¿�ɶxgȉɤ�űu

�ɨpkȖʋik~ʭêdn´�Â�¸¿TȬƓw�ʭƬʋnȧɻiizlǋdkǯɟ

�ǴwĀ]ƓȫĢȸkĞ~Ȧwikdgl�ʮǃāɆn|mlǢǾk�±·£��TǴv

�aȨƾʭļŅn�±·£��{�¿�£�ĩŃlņsn¥� ¾Â�Tŷƌw�aʮƼ

ǘlolgņsnȍÞʌçɫƷʫ�Â�µÁ�µ©�»ʬTǊȠw�ʭĞŴǣ÷ʡTƒŇ

xaƬƴiƖn�ÏThr�ʮĘɥÞloȗĿzȳnƥzɾmǵŏœp}ʓvda��³

¿§ÂnŵĵkȰT~l|�éʟnĿTʃƌw�ʭ"BB { A?JC snĞ~ȦwnÃǑTɯw

Āx{]lčǔ�Çngl�ʮŵlȤŭhȨp�gl���³¿§ÂnĬĳoŀǻnkl

ȮlȰT~nĿTǊȠw�gl�nhěĊ�èɹ]�ʮw}lɡzTŚțhƀĹ|sl�

��¿ª�Â°»kĿT�±·£�Â�¸¿�ǢǾē]�ʮ�

� ŵlȤŭhȨqela��³¿§ÂiȺǸlěĊ]�ÞĮʭ`��Ğ~ĳxȺǸlĀ÷

~TĢȸkȮlĿTmvsɀĨxaȖʋTŷƌw�gl�ʮ`xgæë�úƲxaÛʋa

coƤak¥� ¾Â�Ȧȱ�ȗcÅugl�ʮ�±·£��nÉhoǍĉ{ľʂhÔ�

ďp]vioĀƺklʮüǾȀďǎ�Ɍetgz}lʭŉrhžƉkvihĉ�Ǿƛxg

z}mʭǭǳoxklʭȺɰTǈxxnhk�ʮ�

� ʈƴl�a~ƤxlȦȱnŐē{ĘîÁúĈkjnēŏĜƂ�Ŵrɬv]noʭvn|

mkʭÞȍĮzŏǴzɃnÔzɁƠzʭȶƯr{ŰʪʭƆąlʌçks�±·£�Â�¸

¿i�¹®¼Â�¸¿TĢȸkĿfs~Tkdap}iȳn�ʮvwlȄlɌnkl�¿

�·Â�¸¿Ȗʋiɑn�ʮ�

�

�ʮviy�

� vn|mlxgƼǘhĈɷw�aȍÞʌçɫƷnŅʀƆoʭÕvhȰT~nkpdaÔ

{ȦȱnǾé]�Ƈľ�ɸȨxgldaʮv�}nƇľnȰT~oǭɣʭʆȀkíʙho

ksǊɷȀkńēixgi}nglsƁɋTk�ʮ�

� ȅƘȀloéʟʌçnklêÔ{ÝǆnȖʑlȗdgéʟ�ÛÖxʭȍÞȀʌçɫƷ�

ǊȠxglsexvm "BB ĘɥÞfoʭ�±·£�Â�¸¿i�¹®¼Â�¸¿�Ùư]

�Ĺļ¬¹� ª�Â²hk�iȳn}��ʮvn�����²ʫǴƋȢʬoúɶĽȃi

xgnexvm "BB ĘɥÞfiǃāɆxa�±·£��l|dgƼǘnʤķlĻyɴv�

anhk�ʮņsn :C ÝǆnɹĀTȫsƼǘŬn�¡§¿�Â�oʭvn�����²T

ǴwĀxaĹļʤķlk�iȳn}��ʮ�

�

ɸ��ȩ��óʰǷÉįÌʫŤǄŇŏʬ6UI4T0VWO4VWO4.-1OUI4T�.WUʭ WJ4TM0&.&�,).��&.)�

ȋȕŖáƎʰi,/&�.�&ʭŤǄȇƼǘŬɊŨǡǹ 
&,&ʭŇŏʎ�ÔƣȍÞȐŏȋȕȐ�

� � � � � � ʅǷįňȋȕŖ�

ȋȕŖʖɛʰC6��72G0	&.�(�)(�,
,�



 

����	 
�����������	���

�

A study of city Vitalization by Using [michi no eki] 

 

Ɣ¨ǅĒȣâǐóƪďĕȤ�

ƔĤƨƏȣâǐóƪďĕȤ�

Yoshiko Tanaka (Chiba University of Commerce) 

Syouei Tajima (Chiba University of Commerce) 

�������������������

ȀƼËȮƔĤƨƏȣâǐóƪďĕȤ2"6�!/�C�'6��"6	.-0:"6�!�8$"�

ÞÝË·ŀȮ
-��-	,�¸Àĩďĥê �	��	
�

ȑǡƗëȮ�.��-)))����

�

ȧȦŤƣƫ^ǉŜYƜƚ�

ǼĬ49āŘÙƑ:Y>?ǜǐCkb»qonC4Ďb^ȂƘāĄưX_4ƑaŴmrB

ct4ĎŰ[řƲrǬKt>n5lo_4Ďb^Ĉí4¯ǇBlfn9v�¡�^ǌ>:

āĄYgt4āŘǊź¹ưCĺć^ƙ¿ǇX=nķǔC=n5l^[BXiüÿ«ǿƞ

ȣ
�	)Ȥ	_9ȃ^ȝ:rāŘÙƑ^ņƅıĿ\ȎinŏŎrg4ƊǍ^=n9ȃ^ȝ:^

ÙÒ\ě¦gt>n5�

Ťƣƫ_4üÿ«ǿƞ âǐƟ^ĿƔƬƂāĄ^ÏĔ Ïū´Ǯ\A>t49ĿƔƬƂā

ĄÏƑ ÏÏ´Ǯ� ãÈªŮ:YgtĘřgn4ǪŪ^¢ƐX=n5ƍĀ4ĿƔƬƂāĄ

ñǺ\9x�vǑŻ:49Ďé=KI>ț:49Șòȇg`je:ȣȕ¥îȤ4Y>?ȩr^ȃ

^ȝCĔĀin5e^ȩr^9ȃ^ȝ:^ÖƓǇ^�¡�rŃōg4āĄǲƄjǚÌƚǚ

ƅBl4eorāĄŽĸà\ŽƓineYCXan^X_[>B4Y>?²ǧrǟėin5�

ŤƣƫX_4ĿƔƬƂāĄ\ĔĀinȩr^9ȃ^ȝ:^ÖƓǇC4w^k?[Ð¹ƚ

řƲ �¡��ršsXAm4w^k?[ĻǭXÖƓgt>n^B4ŝ[nāĄ^ƙġ^

nh\9ȃ^ȝ:rǚÌǲƄ^ŠŲƚƻí\ƻarcnnh^ąƥǲŖ^çȐY4e^Ǫ

ŪBl^Ƣǖrĵt4�¡�jǊƕøƱ^ÓŨrȈ]49ȃ^ȝ:CāĄŽĸà^Ŭ\[m

ĵnǔ³rślB\ineYrƜƚYin5�

�

                                                
	�üÿ«ǿƞȎŧāŘŔÅğ�9ȃ^ȝ:\knāŘÙƑņƅ^ıĿȯ���Ƴŀ^ȄėYǁí

ƚ[ŏŎȯ�



 

ȨȦŤƣƫ^Řż�

ȣȧȤĜǯYgn9ȃ^ȝ:�

9x�vǑŻ:49Ďé=KI>ț:49Șòȇg`je:^ȩr^9ȃ^ȝ:^ÖƓǇr

Ĝǯ\4
�	� Ĭ 	
 şBl4ËǒŕƋrŔƎgt4ǪŪƩrǟǝgn5�

ȣȨȤt�{¡�ǪŪYǪŪĘřŢȍ�


�	, Ĭ ( ş\ĘŪrǒ>4ìȃ^ȝ ( ȝ\l^ƃǶį4āĄb^ļƠj4ǊƕøƱrĵ4

l^ÓŨƻũrǞǽin5Ǣƺ_4) ȔXǽcnC4¼@`4șť4ŋę4āĄ\ļƠC=

nBðB[w4üÿ«ǿƞCȈǘinȔjĿƔƬƂāĄY^9ÏĔ Ïū:´Ǯ^Ǯǫr

�¡�\4Ű6[ǘƅBlÓŨgn5�

t�{¡�ǪŪ*ĘřŢȍ�
�	, Ĭ ( şȧŚȯ( ş 
) Ś�

ȣȩȤäƶȐǝƻũ^ůǔȣĸÕ ĬȢÕưǢƺ_4ţĞ^ǲŖǂæƇȤ�

øç³œ�x�vǑŻ 	. ³� Ďé=KI>ț 

 ³� Șòȇg`je 	�) ³�

ŠÜøƱœ�	) ³�

�

ȩȦāĄb^ļƠ ǣmYȃ^ȝY^Ȏ¾�

eoeXƯǇ_4Ďb^āĄ^ŽĸàrƜƚYgnǪŪrďČĎbŁŊctan5¼@

`9ıÚ^eS:ȋȉƟȚƔĩ4ǌ>v�¡�\Ĺeoj4lorǕgn>ážȃǀǵ

ĩ
 ƧĐĦƟĦĥĩ4É6v�¡�^ǌ>ŧ¬ȆƖƔĩƌĦĕþ^ȠƸ·ĖǓ(X_44w

^ǪŪ\A>ti¼č[b49āĄb^ļƠC=n:ȣ3	Ȥdw4en9l^āĄ\ǣmC

=n:ȣ3
Ȥdw4l^}�×��uĻǭCȠb4l^eSsbm^}tY[nĢX=ne

YrƤǥgt>n5leX4ŤǪŪ\A>ti49āĄb^ļƠ:49āĄb^ǣm:Y>?

ČœYìǟôYry��Ikn5l^ƻũ4ȃ^ȝ\ŦĮinƜƚY4øƱǇ^ļƠ�ǣm

^ƝȎĸ\r>tX=nC4ŞiȠ>ƝȎ_;e^ȃ^ȝCđaoBl<Y;ȣļƠCȤȓ

Ī\=n<Y>?Ȕ4ų>X;e^ȃ^ȝCđaoBl<Y;ȣǣmCȤjj=n<Y>?

ȔƜ_4ǁǝ\ÃmrƤǥXan5i[qS4ȃ^ȝ^ÖƓǇ_49āĄ\ļƠ:CȓĪ\

=m4ȣǣmCȤjj=nY>?ĢoTn^X=n5en4ȃ^ȝBlǒbAßh^ǚÌ�

���Y4øƱǇ^ļƠ�ǣm^ƝȎĸ\r>tX=nC4ŞiȠ>ƝȎ_;ĿƔģ<Y;�ļ

ƠC	 ȓĪ\=n<Y>?Ȕ4ų>X;ĿƔģ<Y;�ǣmC	 jj=n<Y>?ȔX=Tn5�

� e?gnƻũBl4e^ȩr^ȃ^ȝ^ÖƓǇ_4ǊÓ^·sX>nāĄ\ļƠC=n

Ř6X=m4e^Ģr�¡|��\io`��¡�¡^ĉÛ\r[Cni^Yǆ@lon5�

                                                

�Ɣ¨ǅĒȣ	..,Ȥ;āĄ^v�¡� �v��y�<łćĆÒƈ�
(�Ɣ¨ǅĒȣ
�	)Ȥ9ƌĦĕþāĄ^}�×��u��ĝÍrª¼Ygn4ĩŸYǊź¹^ĲØ:

Ǌź¹ĕ 
,�
	 ��,(�,,4ŚŤǊź¹ĕ´ȣŪǨŠȤ�



 

ȪȦǪŪ^ƻũȣy��ȐǝȤ�

loX_49āĄ\ļƠC=n:i[qS 3	4Aka9āĄ\ǣmC=n:^ 3
 Yǟė

g4lomo9ȓĪ\=n:Bl9Îb[>:^  ŵȏ^øƱȔƜrǟǄg4
 r^ùĒ\

ƠƜ4±¤y��Ȑǝr±¤\ǟôÕ\Ʀi5�

ǟôrŊcíqk4ƝȎÇï\r>tÓŨrin5�

ǟôȨ�ŦĮƜƚȔF3	�3
 \r>t�

� ȃ^ȝ\ŦĮinƜƚY4øƱǇ^ļƠ�ǣm^ƝȎĸ\r>tX=nC4ŞiȠ>Ɲ

Ȏ_9e^ȃ^ȝCđaoBl:Y9ȣļƠCȤȓĪ\=n:Y>?Ȕ4ų>X9e^ȃ

^ȝCđaoBl:Y9ȣǣmCȤjj=n:Y>?ȔX=Tn5�

ǟôȪ�ŦĮƃǶįȔF3	�3
 \r>t�

� ŦĮgnȃ^ȝ^ƃǶįY4øƱǇ^ļƠ�ǣm^ƝȎĸ\r>toC4ŞiȠ>ƝȎ

_9ƃǶ:Y9�ļƠC	 ȓĪ\=n:Y>?Ȕ4ų>X9ƃǶ:Y9ȣǣmCȤjj=n:

Y>?ȔX=Tn5�

ǟôȬ�ŦĮȖįȔF3	�3
 \r>t�

ȃ^ȝ^ŦęȖįY4øƱǇ^ļƠ�ǣm^ƝȎĸ\r>toC4e^ƝȎĸ^ńÒ\

A>t_4ǟôȬ^9®øCÔht:�(, ³Y>?ǛY4ǟôøƱȔƜ^-ȯ/rǃht

9ş\ 
 ø±£ŦĮin:�� ³ȣǣmY^ŷǸ\A>t_ , ³ȤY>?øƱĢ^Ȩr^

ĘƁÂY 3	�3
 \AcnƝȎrfnYep4ŞiȠ>ƝȎ_9ş\ 
 ø±£ŦĮin:Y

9�ļƠC	 ȓĪ\=n:Y>?Ȕ4ų>X9ş\ 
 ø±£ŦĮin:Y9�ǣmC	 jj=

n:Y>?ȔX=Tn5�

ǟôȭ�ŦĮgnȃ^ȝBlǒbǚÌ����F3	�3
 \r>t_4ȃ^ȝBlǒbAßh

^ǚÌ����Y4øƱǇ^ļƠ�ǣm^ƝȎĸ\r>tX=nC4ŞiȠ>ƝȎ_9Ŀ

Ɣģ:Y9ȣļƠC	 ȓĪ\=nȤ:Y>?Ȕ4ų>X9ĿƔģ:Y9�ǣmC	 jj=n:

Y>?ȔX=Tn5�

� ŦĮgnȃ^ȝ^ƃǶįY4ȃ^ȝ^ŦĮȖį9®øCÔht:Y×Ǟ^Ű\ǟôøƱ

ȔƜreYhn9ş\ 
 ø±£ŦĮin:̂ ƝȎ\r>t4ŞiȠ>ƝȎ_9ƃǶ:Y9ş

\ 
 ø±£ŦĮin:Y>?ȔX4ų>XƃǶ:Y9®øCÔht:Y>?ȔX=Tn5�

�

ȫȦƻǫȥőƲŌǜ�

IǪŪøƱBlĵlonĘƁÂBlȊfnYa49ȃ^ȝ:Y>?Ĉ_Á^÷đr×ŌY

g4șªjǴǰC©nnƜƚ\ǟėIo4¨\_ľ>rŹhnƭSěmrgt>nĢCĠ

neYCqBn5�

-en4ìȃ^ȝrƢn��¡�_©\Tĭć8YTÄƙ8X=neYif@n5Û@t4



 

ŦĮǇ^ƃǶįiīĂƚ\_Ƞ>œērƦg4©oTnŐõrŹhnċ_TȞǷĈȣĭI

jǦĝ^ŠƆȤ8Tĭć8Tv���ȣș\Ȏin¹ȟăȤ8X=Tn5�

.y��ȐǝrgnĈí4Á6^āĄjŒȅb^ǙgfjơňCǈėƚ[øƱrÒgt

>nªCf@tbn5�

/eol^ƢǖBlĝBonŌǜYgt_4ǎĬĢ�
� °ȯ(� °	 ƽĜœ^ŇİrƜƚYg

n 415 Ʈ ţ r Ž Ɠ g n Ĉ r ô q [ > v � � ¡ � � � £ ^ � ¡ � �

ȣ'E�''9%�36897$$ ��4@C'6:%6"�ưȤ^ÖƓCŉGlon5�

0ìȃ^ȝr¨Ķ^ĈYgnŗn[}�×��u^ºĿYȁö^ŇÊrûn5�

1l^}�×��ur¨Ķ\4ǳôƷBløçXan£¶ǚÌ�¡�;ĿƔģ+¸å^é

>Ɩ§f+v�~Ǔȃħm<4eo^ÑǠ½YÑƙ¿r¨ȋŢƚ\ƾƿineY5�

2øƱǇ^ÇïYgtTș8\ĜinĻǖCĎ>nh4ȃ^ȝC����w�ƚ\ǒ?Æ

gocX_[b4kmĎb^}�×��urĨaǻsoŭđX^ș\Ȏin¹ȟă^v�

��rŇİgt>b5�

3āƒāſCȃ^ȝÖƓǇ^ǔšYíǋin5āĄ^ǹƒƉjŗȡ[ȉǏ[w4āĄ^ǹ

ŮĴªǇ\YTtiÖƛjĚµ\[m4ȜȆýb^���¡���ȣ¼@`4ĎéƖ^Ď

éƵ[w4leX[co`șclo[>i^Ȥrǒ?^iŠÜX=p?5�

�

ȬȦ®ĳ^ǩȗ�

ŤǪŪ^ÓŨƻũBl4ȃ^ȝ^ÖƓǇ_4āĄb^}�×��uĻǭǭCȓĪ\Ƞb4

��¡�¡^ŇÊ^nh\4ìĩƖ^ĭćǤj4���X^ĚǜCŠÜBigo[>5e

n4ǊƕøƱœBlȊfnĻǖrŠgt>nìȃ^ȝſǱǇrŠƓ\èmǻg}�×��

u^ÿĊsbmiķǔop?5�

nog4ŤǪŪ_4ȃ^ȝ^ÖƓǇrĜǯ\gni^X=m49ȃ^ȝ:rƢl[>^

Ļǭ_4Řżǫƚ\Ƣmĵ[>5ĴTt4ÖƓǇ±č^6^�¡�jȒǔ_rBh[>5

en_ďȜȆýr��y\4ďſǱāŗǗȌŅ^āƒāſrŇďinnh^ŘǾ^űƹC

ķǔ\[p?5eorƀhnnh\_4v���[wCŠÜBigo[>C4l^nh^

�¡{�u�zǪŪrgtAbķǔC=p?5Û@t4t�{¡�øƱ^Ŷœ^Ňď^n

h4ȃ^ȝƴƎrgt>nìú¹\_t�{¡�ǟǄ^ĪĽàCšeon5�



� 1�� 
 
 

B-6 



!"#$%&'()*+,-./0%&123+456.7  

89!":;!,<!=>?,>@A:BC 
!"#$%&'()*+,-.*"(/0(1%-&-2#+(3#-"*4-#(3#-#&+$.(!"#$%&'(5*66%22##((&47(8'&44%49(:.#*+0(5*66%22##(8+*"*-&'-(;*+(1%-&-2#+(3#7<$2%*4=(8+#>#42%*4(3#$*4-2+<$2%*4=(3#$*>#+0=(3#$*4-2+<$2%*4(*;(?&2<+&'(1%-&-2#+-(!!"#$%&! ! ! '! ()*+,-./0123!4567,89:123!;<=>#<?<'! @ABCD,EF.G123!! !! ! !!"#$ HAIJKL2MNOPQHA1RSTUTVWXYZ[\M,]^__`]^_a bc3defgTUTVWXhijklmnPopqNrstuNvwsxyvz{|}~���sgpRPwbvF�S��v���S�v�S��WXv��dP2M|��g��h��d���g��h���n�PS�����YZ[\M,2MM� ]� �v�M3h ¡n�¢YZ[\Mv��O£¤v � ¥N¦§P��¨v��d©ª�«�n�QHA1RSv¬Sph���n��P®¯°v�hK±2²³´PHA2²Mµ�v¶·�h��¸NdKª�¹�¢!ºQHA1RSvRSTUTVP»¼Nv�S��vWXd½gIJKLv¾¿�ÀÁvÂÃP!ºQHA1RSvRSTUTVP»¼Nv�S��vWXd½gd½gHAIJKL2M�n�vÄÅ!ºQHA1RSvRSTUTVP»¼Nv�S��vWXd½gd½gIJKLÆvWX!º®¯°v�hK±2²³´�v¶·!S�����YZ[\MeÇÈIJÉÊ��ËÌ�MvÍÎÏ<ÐÑOPibcPÒÓS�v�SºÔS�TUºTVÆvÄÅhK±��vÕÒÓS�v�SºÔS�TUºTVÆvÄÅÖh×ØÙÚÛÜ¨ÝK�gÞßN¦g¢�vÄÅNOP���S�vàz�g¾¿Pwbvá|¼hâ§ãäåM�P/0�æçvèéhêën�P«�n�Éìíîïðdñ¥hòª�PóôvÄÅÕQHA1RSvTUºTVÆvÄÅÖ,]^__ bP×ØÙÚÛ3hõö�g���kdP�¨d���2÷ïðvønsù¥kúû�sg¢!üv��Aý<þÿ!"#OPS�����YZ[\MºIJÉÊ��ËÌ�M$J�n�P%&vÄÅv'(d)s�*+�g��kdPsä)Üv¥dñ¥h,��-.h*+�g¢!



@ABCDEFGHIFJKL%&'()*+,-./01234"L(
Logistics Planning for Disaster Prevention – Supply of Daily Goods and City Planning - 

!"#$%&'()*+,-
Hirohito KUSE  (Ryutsu Keizai University) 

! QHA1RSNOP¬S/Æv01WX2�v34v5��P$6v7#89:;<Îv<=|>Ád�ª�¢7#89:;<ÎOP?!"vÕ#$ÖÜ¨%&vÕ{'Ö�(&vÕ)*Öd+g,-NP34v¶.|/�ïNk0�á��1P23��n¸±¢ A4NOP¬S/v{95�d6(�01WX2�dñ¥h,��P2�v74���89��PeÇÈ:;%<>þ%Ü¨=�>?ÔSIJd)s�@Ag¢ 74��dOPB)¦g¢Õ[C]01WX2�v34ÿ%<DÖ�OPLEFÒGHdÇg¬S/Æv2�34ÿ%<DN¦g¢Õ[I]74v��vJKÿ%<DÖ�OPS�LdMNOßhPLQN�tde��±��dP¦¨ÜR�O��eäA¹�<�FHKN¦g¢Õ[B]74v��vSTUVÖ�OPLEFÒGHv(Wdk�X¹PTQ$6|e��±01WX2�vÄ3FYZ�[vUVN¦g¢ 89��dOPB)¦g¢Õ[C]\]defgÔS^"_v89Ö�OP¬S`jvab�d�cÚndhe\]Nf8n�Pg"hPi"&Pj6&Pk1�&PÔS�&Plm�hn��eä��N¦g¢Õ[I]\]defg{�2�v89Ö�OPi"&v89�PEoFpq�[v2�v89N¦g¢Õ[B]rsF2tdefg{�2�v89Ö�OPuvwb/���n�PzSsx,rsP2t�[3Ny»htznP{HQÜ{�,|}3�g��v89N¦g¢ :;%<>þ%Ü¨=�>?ÔSIJ�n�OP~<��>?� v�8�P��&�>?IJKcv�8hÄ��g¢Õ[C]~<��>?� v�8ÖNOP�Cd�vF��>%vÿ;�?<é,|}�¥é3P�Id��� vS�Lv2-�¥éP�BdÔS�v89 8v ¡��vÒGHdÇg7�|¦g¢Õ[I]��&�>?IJKcv�8ÖNOP�Cd����ÔS��dâ§³���vÔS�%?<#8ÎKcv��P�Idæç��%ÍÎ&vÔSÛ�n�vÔS��%ÍÎ&Kcv��|¦g¢ ÕS��s±�v������Öd���g��kP}¤�vIJNv��pF�Ph�v�spqNvh�F ¡�[P¢£�cv¤¥�ì¦h¾§d�Ün�|¨P:;%<>þ%Ü¨=�>?ÔSIJh8��sä¨(|¦g�êû�sg¢ 
 ¶©¢'()*+,-./0123! ! ! ! ! ! ! !  Email: kuse@rku.ac.jp ª«¢�x'150-8366¬®¯°±?ø°± 3-2-1! ! E>²³'0297-60-1888 

 
 
 
 
 



MNOPQRSCTUVWXYZTUC[\]^_`abcdef(
Reconstructing Japanese Fishery: A rent approach to its potential 

ghijklmnopq-
Katsuki Takao (Ritsumeikan University) !!"!"!"!"!"#$!"#$!"#$!"#$####HA´6vµ¶��·¸¹hºg»¼Ü§�n�PÒÓ��d½¾�g´6vµ¶¿ÀVhP��ÁÎ&�n�IÂn�¢Ã1OÄ<�Î|Ån�Æ=�,19533N¦g|P��N�m·¸�¿� R(E)Ü¨�� C(E)hÇnÈs��ï|ÁÎ&N¦g¢��ÁÎ&OÒÓv¥=,{Éí7<Ê%3v/0�ËÌhÅ�|P£Qv»|+¶�g��dÍ±��hÎ�n�ÕÏ@Ö�ÐËdÑn�sg¢ 

 %%%%&!"'(&!"'(&!"'(&!"'(####Ò|¼´6vÓjhP´ÔÕ�´ÔÖVvèédÇª�×n�v|Ã 2N¦g¢1980b§Øh,Ùg�P´ÔÕÚf|1ÛdÜcÝÞNe§PÃO,ß�´ÔÖVdÇg��àáhâäÅãn�sg¢Ò|¼´6v��ÁÎ&OPbQ1ä1725åæ,95çèéP
7943åê1ä 5508åæ3�ëß���¢ 

 ))))&&&&*+,-./0*+,-./0*+,-./0*+,-./0####´6ÁÎ&O,ß´Ôv��¾¶Oì¾n�s�s|P��hì¾n´6í{hOÜgîïvð�)|PñZòó·¸´Ôô,,5673N¦g¢567KcOõö"#º�Î�º&Á<�v§×÷v/)N¦g|PovKc�øùn�s�PúK��k¼T/ûküÀhýfg�s±¥,þ89:;89:ÿ3|Y!N¦g¢��dúû�´Ôô,hÐ"~ï�g��NPLEdÁÎ&ïd#,�g1¹�$L¿�|k�¨��g·¸¹,¼TṔ 6/PLEv<=>?@AB3|¦g¢!
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AI and Social Capital: from the perispectives of education, sociology, and social 

epidemiology based upon R & D vision of NEDO. 
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Location 

Year 
created 

Policy 
guidance 

A
dvisory 

support 

C
apacity 

building 

Prom
otion 

C
ase studies 

Victoria 
(Australia) Finance ministry 2000 � � � � 

United 
Kingdom Finance ministry 1997 � � � � 

Korea Finance Ministry 1999 � � � � 

South Africa Finance ministry 2000 � � � � 
Germany*2 Independent� 2009 �� � �� � 

O
ther m

em
ber 

countries 

Czech 
Republic Independent 2004 � � � � 

Denmark Line ministry 2006 � � � � 
Flanders 
(Belgium) 

Finance 
ministry*3 2002 � � � � 

France Finance ministry 2005 � � � � 

Greece Finance ministry 2006 � � � � 

Location and functions of dedicated PPP units*1 

C
ountry 

Location 

Year 
created 

Policy 
guidance 

A
dvisory 

support 

C
apacity 

building 

Prom
otion 

O
ther m

em
ber countries 

Hungary Finance ministry 2003 � � � � 

Ireland Finance ministry 2003 � � � � 

Italy Finance ministry 1999 � � � � 

Japan Cabinet Office*4 2000 � � � � 

Netherlands Finance ministry 1999 � � � � 
New South 

Wales 
(Australia) 

Finance ministry 2000 � � � � 

Poland Line ministry 2001 � � � � 
Portugal Independent 2003 � � � � 

Total 17 18 8 11 

�= yes, �= no, n/a = not applicable 1.  No dedicated PPP units in Austria, Finland, Iceland, Luxembourg, Mexico, New Zealand,  
Norway, Slovak Republic, Spain, Sweden, Switzerland, United States. 

2. Germany refers only to the federal level. 
3.  Belgium: Flemish Government Executive Staff. 
4.  Japan: PFI Promotion Office, within the Cabinet Office. 
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Figure 1  
Conceptual framework 
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We distinguish two antecedent variables that 
determine the method of governance used in a public-
private partnership. The first variable is the complexity of 
the actor constellation, the tasks and the objectives of the 
envisioned future PPP project and its environment. This 
concept embraces key project characteristics such as the 
scope, budget, policy objectives, number of actors 
involved, and the risks connected to them. Risks are 
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チームワークに関する地方公務員の意識は？三重県三市の比較調査結果 

Analysis about a feeling of teamwork of Public Officials from the Survey on local 

governments of mie prefecture 

朴堯星（統計数理研究所） 

Yoosung Park (The Institute of Statistical Mathematics) 
 

１．問題の所在 

現在，多くの自治体では，成果評価制度が導入されているものの，制度導入当初から成

果評価制度に対する批判は続いている．これに対し，坂野・朴(2012)では，日本で初めて成

果評価制度を導入した三重県の職員を対象とした調査を行い，成果評価のみならず，フラ

ット化を伴った組織再編という分権型組織改革と成果評価をセットで取り組むことこそが，

職員個人の「対人的促進」と呼ばれる他者への自発的配慮行動を一層高める効果があるこ

とを，分権型組織改革を導入している自治体とそうではない自治体との比較で明らかにし

ている．また，朴・坂野（2015）では，所属する課の特徴が，職員個人の「対人的促進」

に及ぼす影響に着目しており，三重県庁職員を対象とした調査を通じて得られたデータを

もとに，課レベルの要因として「業務相互依存性」と「目標相互依存性」が，個人レベル

の対人的促進を高める効果があることを実証している．しかし，これらの結果は，組織規

模の違いによる影響（県，市など）を考慮していない．そこで本研究では，坂野・朴 （2012）

および朴・坂野（2015）をもとに，職員の自発的な行動，特に「対人的促進」と呼ばれる

他者への配慮行動（チームワーク）に関する一連の心理的メカニズムに対する組織規模の

影響を計量的に検討することを目的とする． 

 

２．研究方法 

（１） 調査対象の選定，調査時期および調査方法： 

 他県に先駆け，成果評価制度と分権化を軸とした行政改革にいち早く取り組んできた三

重県庁の影響をうけ，三重県内の 3 市（津市・尾鷲市・松阪市）においても行政改革が積

極的に取り組まれている．本研究では，三重県内の３市（津市・尾鷲市・松阪市）の特徴

をみるため，３市で職員アンケート調査を実施した．職員アンケート調査は，三重県内の

３市のご協力のもと，課内でのチームワークについて職員が実際の業務の中でどのように

感じているのかを把握することを目的としている．調査内容は，仕事に対する意欲，職務

充実度，満足感，業務遂行態度，業務相互依存性，目標相互依存性，対人的促進である． 



 

本研究では，多段集落抽出法に基づき，業務内容に応じてより明確に相互依存性が表れ

ると考えられる事業執行部門を対象とし，業務特性に偏りが出ないように 17 課を選出した．

これらの課に所属する常勤職員全員(課によっては，7 名－24 名程度が所属)に質問紙調査を

実施した．なお，市によっては課の名称が異なる場合がある．そのため，3 市の行政改革担

当者に上記の業務に対応する部署を選定してもらうようにした．なお，調査対象者，調査

日時および回収状況は，表 1 の通りである．また，調査の実施にあたっては，統計数理研

究所研究倫理審査委員会の承認を得ている． 
 
表 1 調査対象者および回収状況 

 
 
 

 

 

 

（２）分析に用いる変数および分析方法： 

分析に用いた項目と構成概念についてみると，「目的指向型経営管理行動」，「職務充実度」

に関しては，すでにその因子妥当性が再度確認されている坂野・朴(2012)，朴・坂野(2015)

の項目をそのまま用いることにした．対人的促進（チームワーク）の測定項目は，池田・

古川(2008)を自治体職員に汎用できるようにした坂野・朴(2012) ，朴・坂野(2015)の項目を

そのまま用いることにした．業務相互依存性と目標相互依存性については Van Der Vegt & 

Van de Vliert (2001)の項目を用いた．いずれも 5 件法で尋ねた． 

また、ワークフローについては，Thompson(1967)の概念をもとに，担当している業務が‘①

仕事の開始から完了まで一人で行う単独型の業務である’，‘②他の課員と協力して行う業

務であるが、全体的流れの中で行う連続的な業務の一部である’，‘③常に他の課員と連携

を取りながら行う、相互依存型の業務である’のうち，最も当てはまるものを一つを選ん

でもらうようにした．  

分析の手順としては，組織規模の違いがもたらす影響を確かめるため，課レベルごとの

業務相互依存性と目標相互依存性のバラつきを確かめた．その後，マルチレベル共分散構

造分析(M-plus.Ver.7 使用)を用い，個人レベルと課レベルにおける対人的促進（チームワー

ク）に対しての相互依存性の文脈効果を検証した． 

 

３．分析結果および考察 

ここでは，マルチレベル共分散構造分析を用いた文脈効果 (Intercept as outcome model)を

回収数 有効回答数※

（回収率） （有効回答率）

288名 255名

92.3% 88.5%

295名 256名
94.2% 86.8%

232名 212名
92.8% 91.4%

松阪市250名 2015年9月

※ 担当業務の専門性（Q2.a）、担当業務の特徴（Q2.b）、業務相互依存性（Q3.a～e）、目標相互
依存性（Q4.a～d）、対人的促進（Q5.a～g）、現在の仕事について（Q7.a～b）、職務充実度（Q8.a
～e）、業務遂行態度（Q9.a～c）の回答に欠損のないものを有効回答とした。

調査対象者 調査日時

津市312名 2015年3月

尾鷲市313名 2015年3月



 

検証するため，組織規模の違いがもたらす影響を確かめた．マルチレベル分析の利点には，

集団レベルの変数が個人レベルの変数に与える影響を含むクロスレベルの分析を同時に分

析・吟味できることにある(Snijders and Bosker，2012)． 

個人レベル変数である「対人的促進」のランダム切片に対して，「業務相互依存性」，「目

標相互依存性」，「ワークフロー」，「部署（課）の規模」，「市の違い」を変数とし，合計８

通りについてマルチレベル共分散構造分析を行った．そして，切片の課レベル残差の程度

から推定されたモデル間の比較を行った．モデルの推定結果を，表 2 に示す．結果をみる

と，モデル 3 が最も切片の課レベル残差の値が低くなっており，AIC の値も低くなっている．

そして，その次をモデル 7 が続いている．このことは，課レベルの変数である業務相互依

存性と目標相互依存性が，対人的促進に対する説明力を高めていることを示している．一

方で，市の違い，課の規模，ワークフローの違いは，「対人的促進」のランダム切片に対し

て直接効果はもたないことが確認された． 

行政評価という成果評価制度の導入を期に，これまで多くの自治体組織では職場でのチ

ームワークが疎かになってきていることに悩まされていた．このような状況のなかで，朴・

坂野(2015)は，三重県庁における職場でのチームワークを十分に取れるための人的資源管理

における個人レベルと課レベルの要因に解明しているが，組織規模の違いによる影響は明

らかにされてこなかった．これに対し，本研究では，朴・坂野(2015)のモデルは，市の違い

や，組織規模の違いによる影響にかかわらず，一般性の持つ理論であることが明らかにな

った．職場でのチームワークを形成・維持させるには，個人が成果評価制度をうまく活用

して日々の業務において目的指向型経営管理行動をとること，そして個人が所属している

部署の業務相互依存性と目標相互依存性の高いほど個人の対人的促進が高まることが明ら

かになった．職員間の協力行動を高めるには，職員個々人に対するアプローチのみならず，

課単位における高い相互依存性を作る職務設計へのアプローチの重要性が示唆された． 
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 表 2 マルチレベル分析の結果 
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The Spatial Characteristics for Grants of Regional Revitalization:Center of Population 

and Center of Grants 
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地産地消と地域経済循環 ：徳島市を事例として 

Local production for local consumption and intraregional economic circulation: 
 as a case of Tokushima city 

 

○ 宮田有希子（徳島文理大学大学院総合政策学研究科） 

 

 

はじめに 

持続可能な地域経済のため、地域内で産業連関を図ることの重要性についてはこれまで

も指摘されてきた（中村（2004）、岡田（2005））。―市場が縮小し、担い手が減少していく

なかで、自治体はどう持続可能な循環型の地域経済をつくっていくかが問われる。これまで

も内発的発展の重要性が唱えられてきたが、最近では、RESAS などの地域経済分析の活用、

地域金融機関の地域密着型へのシフト、若者世代の田園回帰など後押しする動きも出てき

た（月刊ガバナンス 2017年 6月号「特集：循環型地域経済へのアプローチ」）―。 

循環型地域経済のための一手法として地産地消の取組が多様化している。地産地消は、地

域内で生産したものを地域内で消費する取組であり、食の安全への関心の高まりや食料自

給率の向上に貢献するものとして、農業・農産業関連での取組が主なものとなっているが、

下平尾ら（2009）は地産地消を地域経済循環の活性化策として捉え、―地産地消というのは

地元で生産された産品を、住民が積極的に消費することによって生産を刺激し、関連産業を

発展させ、地域の資金循環を活発にし、地域を活性化する一つの方法である－と定義し、そ

の対象を農業・農産業関連のみならず、製造業、商業、観光業、建設業、サービス業なども

含めるとしている。また、最近では「エネルギーの地産地消」や「お金の地産地消」など地

産地消の取組は拡がりを見せている。 

 

徳島市の産業構成 

徳島市では、平成 26年に『徳島市産業振興ビジョン』を策定し、3つの戦略iを掲げ産業

振興施策を行っている。徳島市の産業構成について、まず産業別の事業所数を見ると、最も

多いのは「卸売業、小売業」、次いで「宿泊業、飲食サービス業」、「生活関連サービス業、

娯楽業」となっており、従業者数については、「卸売業、小売業」、「医療、福祉」、「宿泊業、

飲食サービス業」の順に多い（表 1）。一方、生産額を見ると、「製造業」が最も大きく、次

いで「サービス業」、「卸売、小売業」となっており（表 2）、徳島市の産業は都市型の産業構

造であると言える。特に、製造業の中でも「化学工業」の生産額が徳島市の総生産に占める

割合が大きく（表 3）、化学工業に続くコアとなる産業の育成が課題となっている。 

 

 



 

伝統的な地域の経済成長モデルであるの一つであ

る移出基盤モデルでは、地域経済を構成する産業を、

主として地域外の市場に財・サービスを移出する製

造業や農業といった基盤産業と地域内の市場に財・

サービスを供給する商業やサービス業といった非基

盤産業とに区分し、基盤産業の成長が非基盤産業の発展をけん引すると説明する。基盤産業

の成長が川上・川下部門の関連産業の集積を促し、利潤を得た企業や賃金を獲得した地域住

民は、非基盤産業から財・サービスを購入するようになる（図１）。 

しかし、地域内に基盤産業があっても、移出基盤モデルが想定するように関連産業の集

積が進まないということが課題となっているii。  

 本研究では、徳島市の循環型地域経済の推進についての研究を行う。 

 

地産地消について 

農林水産省は地産地消の定義について、―国内の地域で生産された農林水産物（食用に

供されるものに限る。）を、その生産された地域内において消費する取組です。食料自給

率の向上に加え、直売所や加工の取組などを通じて、6次産業化にもつながるもの―であ

り、―地域の農林漁業と関連事業の活性化につながる重要な取組（平成 28年版食料・農

業・農村白書）―としている。地産地消の市場規模の把握は容易ではないが、産地直売所

や学校給食での取組が中心となっており、農林水産省平成 26年度六次産業化総合調査に

よると、産地直売所は全国に 23,710か所あり、販売総額は 9,356億円となっている。 

地産地消が普及した要因について、伊藤（2012年）は、需要者側、生産者側、行政側の 3

つの視点から整理している（表 4）。 

産業大分類
事業所数

（単位：所）

製造業 847

卸売業、小売業 3,769

宿泊業、飲食サービス業 2,159

生活関連サービス業、娯楽業 1,338

医療、福祉 1,205

サービス業（他に分類されないもの） 1,041

その他（公務を除く） 4,570

全産業計（公務を除く） 14,929

（単位：百万円） （単位：万円）

産業分類 総生産 製造品出荷額

農林水産業 8,383 2,382,876

鉱業 13 544,860

製造業 318,897 1,656,252

建設業 52,300 845,303

電気・ガス・水道業 22,650 39,924,202

卸売・小売業 134,959 1,042,072

金融・保険業 53,859 41,307

不動産業 111,291 25,250

運輸業 32,904 6,758,263

情報通信業 38,002 53,220,385

サービス業 249,299

生産用機械器具製造業

電気機械器具製造業

輸送用機械器具製造業

その他

製造業計

産業中分類

食料品製造業

繊維工業

木材・木製品製造業（家具を除く）

家具・装備品製造業

化学工業

24,546

11,079

41,463

137,334

表2　徳島市の産業別総生産（出典：平成26年度徳島県市町村民経済計算） 表3　徳島市の製造業中分類別製造品出荷額（出典：平成26年工業統計）

表1　徳島市の産業別事業所数・従業者数（出典：平成26年度経済センサス基礎調査）

従業員数

（単位：人）

12,291

28,195

13,778

5,982

図 1 「移出基盤モデル」概念図 



 

 

エネルギーの地産地消について 

安全でクリーンなエネルギーへの需要が高まったことや、電力小売自由化により供給事

業への参入が容易になったこと等の理由により地域新電力への注目が高まっている。自治

体にとっては地域経済の活性化の一手法として、自治体の出資により電力会社を設立して

いる事例もある。また、総務省は平成 26年度よりバイオマス等の地域資源を活用して地域

エネルギー企業を立ち上げる「分散型エネルギーインフラプロジェクト」を推進しており、

現在、エネルギーの地産地消の取組について、マスタープランを策定した自治体は 39事例

となっている。 
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i ①域外所得の増加を目指した産業の育成・創出、②域内での経済循環の促進、③活発な経済活動と安定

的な経済基盤づくり 

ii 平成 23 年の徳島県産業連関表から算出される 1 単位当たりの最終需要に対する生産波及の大きさは、

全産業平均では 1.26 倍であり、全国の 1.92 倍よりも低い。その理由として生産に必要な原材料の多くを

県外から移輸入していることが指摘されている。 
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Empowerment of local citizens by participating in an international cooperation project�
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シビックテクノロジーがソーシャルキャピタルの形成・強化にもたらす影響 

Impact of Civic Technologies on Formation and Enhancement of Social Capital 

○野村敦子、川島宏一、有田智一（筑波大学） 

Atsuko Nomura, Hiroichi Kawashima, Tomokazu Arita (University of Tsukuba） 
１．はじめに 

第四次産業革命の進行に伴い、市民がオープンデータとデジタル技術を活用して、行政、

企業などと協働して行政サービスの質や透明性の向上、市民参加の促進等に取り組むシビ

ックテクノロジー（シビックテック）が世界各所で見られるようになっている。シビックテ

ックが従来の行政サービスの IT化と異なる点は、市民自らが地域の課題を認識・特定し、

自分事として解決に取り組むところである。シビックテックが活発な都市の事例を基に、シ

ビックテックがソーシャルキャピタルの形成・強化に与える影響を考察する。 

２．シビックテクノロジーとソーシャルキャピタルの関係性 

（１）第四次産業革命下におけるシビックテクノロジーの進展 

シビックテックに関する明確な定義はないものの、マイクロソフトのニューヨーク市担

当シビックテック・ディレクターであるMatt Stempeckらによれば、「シビックテックとは、

公共の利益のために技術を活用すること」1であり、また、シビックテックの支援財団

Omidyar Networkは「市民に力を与えたり、政府をより身近にかつ効率的、効果的にするた

めに利用されるあらゆる技術」2としている。 

シビックテックが活発化している背景には、①行政における財政・人材の制約から、官民

連携（PPP）の必要性が高まっていること、②市民の意識が「公」への依存から「自分ごと」

は自分で解決する方向に変化していること、③イノベーションの進展とその成果が公共サ

ービスへも導入されようとしていること、などが挙げられる。とりわけ、第四次産業革命が

進行するなか、個人やベンチャー企業でもデジタル技術を駆使して多様なアプリケーショ

ンを開発し、一般ユーザーへの提供が可能になっていることが大きい。 

シビックテックには、①行政・公共サービスの効率化や利便性の向上、情報の可視化、② 

市民の地域社会への主体的な関与・参加の促進、③行政の透明性や説明責任の向上、④新た

なビジネスの創出、といった効果が期待される。 

（２）ソーシャルキャピタルとの関係性 

Putnam[1993]によれば、「ソーシャルキャピタルとは、調整された諸活動を活発にするこ

                                                 
1 Matt Stempeck (2016) “Towards a taxonomy of civic technology - Microsoft on the Issues”  
2 Omidyar Network (2016)“Engines for Change: What Civic Tech Can Learn from Social Movements” 



 

とによって社会の効率性を改善できる、信頼、規範、ネットワークといった社会組織の特徴」 
3である。この定義に沿い、シビックテックとの関係を整理すると、以下を指摘できる。 

第一に、シビックテックの活動プロセスにおいて、ソーシャルキャピタルでいう「信頼」

の醸成がなされている。例えば、公共機関などにより地域のシビックテックのイベントとし

てハッカソンが開催されている。ハッカソンでは、市民、起業家、行政等の参加者が「地域

の抱える課題の発見と解決」という共通の目標に向かって取り組んでいる。これまでの行政

と市民は、公共サービスの提供者と受益者の枠組みで捉えられていたが、シビックテックで

は、行政と市民が対話と協業を通じて、信頼関係を構築しつつソリューションを生み出そう

としている。ニューヨーク大学アーサー・ L ・カーター・ジャーナリズム研究所准教授の

Clay Shirkyは、「ハッカソンの成果物はコードを走らせることではない。人々の中にソーシ

ャル・キャピタルを育ませることである」と述べている4。 

第二に、シビックテックの成果物が、人々の協調行動の喚起を通じて、ソーシャルキャピ

タルの形成・強化を支援する役割を果たしている。例えば、住民の通報システムとして開発

された「Fix My Street」や「ちばレポ」5の事例では、一般市民が地域社会の一員として能動

的に地域の課題の発見・解決に取り組んでいる。また、米国フィラデルフィア市で使われて

いる「Texizen」6は、市の再開発計画などの際にタウンミーティングに出席できない多くの

市民からの意見収集に活用されている。スマートフォン一つで手軽に双方向の連携・コミュ

ニケーションが可能なツール がシビックテックにより開発され、市民と行政双方の意識を

変え、市民間、市民・行政間の理解や市民の参加促進に寄与していると考えられる。 

３．事例研究 

シビックテックは、一般的には地域の課題解決に ICT とオープンデータを活用する市民

活動と捉えられているが、前述の通り、その活動プロセスと成果物を通じて地域社会のソー

シャルキャピタル形成・強化に寄与していると考えられる。そこで、シビックテックが活発

な米国シカゴ市とわが国の会津若松市を事例として取り上げ、この仮説について検討する。 

（１）シカゴ市 

シカゴ市は、全米の都市の中でもオープンデータとシビックテックの取り組みが進んで

いる。シカゴ市のシビックテックのエコシステムは、①資源（データ）の供給者ならびに推

                                                 
3 ロバート・D・パットナム（河田潤一訳）『哲学する民主主義』NTT 出版、2001年、pp. 206-
207（Robert Putnam “Making democracy work”Princeton University Press 1993 pp.167）。 
4 Code for America基調講演（https://tagteam.harvard.edu/hub_feeds/22/feed_items/292844）。 
5 市民が道路や公共施設の破損、不法投棄等の問題を写真と位置情報で市に通報するシステ

ム。市と市民間の情報や課題共有、対応の効率化・迅速化、住民満足度向上等の効果が期待。 
6 政策策定時に市民から直接意見を聞くアプリ。駅やバス停、通りの看板などに質問と電話番

号が掲示され、市民はスマートフォンのアプリからこれに応える仕組み。 



 

進者としての「市」、②市と市民、大学、企業等の対話や協業の場としての「Chi Hack Night」、

③シビックテックを支援する非営利組織の「スマートシカゴ」7の三本柱からなる。このう

ち Chi Hack Nightが、シビックテックのプロセスにおいて重要な役割を果たしている。 

Chi Hack Nightは、シビックテックの知識や経験、技術、成果等を共有する場として毎週

火曜日に開催され、市民、学生、企業エンジニア、起業家、行政職員などが一堂に会する。

参加者から、地域や行政の課題解決・サービス向上などに関するプロジェクトが複数提案さ

れ、技術の専門家でなくても関心があれば、企画段階から誰でも参加できる仕組みとなって

いる。Chi Hack Nightには市の幹部・職員が定期的に参加しており、市が抱える課題を持っ

て市民やエンジニアと直接対話することで、市民や IT業界の行政に対する理解が進むと同

時に、行政も市民のニーズや IT 業界への理解が進むことに繋がっている8。Chi Hack Night

創設者で、シビックテックの起業家でもある Derek Ederは、「ここから得られる最大の利益

がソーシャルキャピタルだ」と指摘する9。2012年の開始以降、Chi Hack Nightの開催は 250

回を超え、参加者数は着実に増加しており、現在では毎回 100名以上が参加する（30％以上

が初心者）。さらに、オープンデータに関する行政と市民の会合（Chicago City Data Users 

Group）なども組織され、市民の関心を一段と高めるなどの好影響を与えている10。 

シカゴ市では、シビックテックのコミュニティと非営利の市民組織、市当局が、Chi Hack 

Nightなどの場で地域の課題に協働で取り組み、デジタルテクノロジーを活用したアプリな

どの成果物も多数生まれている。シカゴ市民のボランティア活動は、他の大都市に比べ持続

率が高いとのデータ11もあり、ソーシャルキャピタルが着実に萌芽・成長している。 

（２）会津若松市 

 会津若松市は、スマートシティ構想を通じて「データ駆動型都市」12を目指していること

で注目されている。シビックテックは、このデータ駆動都市を構成する重要な要素である。 

会津若松市におけるシビックテックのプロセスとして、「Code for AIZU」の取り組みが挙

げられる。Code for AIZUは、自分の立場やスキルを用いて地域をより良くしていこうとい

う考えに賛同・協力する人々のコミュニティで、活動の基盤として「オープンカフェ会津」

                                                 
7 スマートシカゴ（Smart Chicago Collaborative）は、市と地元の財団により 2010年に設立され
た。テクノロジーを通じた市と市民の生活向上を目的とし、市民のインターネットへのアクセ

スの増加と技術スキルの向上、データ活用の促進に関連する各種プロジェクトに取り組む。 
8 Chi Hack Nightの運営者の一人 Christopher Whitaker氏へのインタビュー（2016年 9月 6日）。 
9 https://socrata.com/blog/block-party-inside-chicagos-open-data-ecosystem/より。 
10 Chicago Cith Data Users Group主催のマイクロソフトの Adam Hacketman氏へのインタビュー
（2016年 9月 7日）。毎月第一水曜日開催、オープンデータに関心ある組織や個人が参加。 
11 Robert Goodspeed “Innovative Planning in the U.S.” Tekes, June 2014, pp.6 
12 オープンデータや生データを収集・蓄積し、これを活用した行政活動、地域の課題解決や新

たなビジネスの創出、人材育成などを通じて、他の自治体のモデルとなる都市を目指すもの。 



 

を継続して開催している。市民ばかりでなく、行政職員や地元企業なども抱える課題や施策

案等を持ち込み、市民のアイディアや意見、提案を聞く「場」として活用している。その結

果、行政や企業と市民がお互いに顔が見える存在となり、相互の信頼関係が生まれている13。 

シビックテックの成果物は、会津大学発ベンチャー企業を中心に生み出されている。雪国

ならではの課題を解決する「消火栓マップ」や「除雪車両位置情報把握システム」が開発さ

れ、実際の市民生活に役立っている。市民に身近なアプリが開発されていることで、市民の

オープンカフェ会津に対する関心が高まり、顔を出してみようという動機に繋がっている。 

一般的に、テクノロジーを公共分野に導入・活用しようとすると、行政と市民・企業は受

注者と発注者の関係になりがちであるが、同市では、対等なイノベーションの担い手として、

対話と協業が重視されている。逆に、復興予算を基に産学官連携を進めようとしたケースで

は、金の切れ目が縁の切れ目となったといい、ソーシャルキャピタルの形成がシビックテッ

クを含めた諸活動の重要な基盤になっていることを身を以て経験したという 14。 

４．おわりに 

シビックテックが、短絡的にソーシャルキャピタルの形成・強化に繋がるわけではなく、

その活動のプロセスにおける行政と市民、テックコミュニティの継続的な対話と協業、そし

て共通の目的意識のもと真に市民ニーズに合うサービス開発に取り組むことが、ソーシャ

ルキャピタルを発揚、喚起させることが、シカゴ市、会津若松市の経験から示唆される。都

市の事例を見ると、シビックテックはソーシャルキャピタルの醸成を通じて、点のイノベー

ションではなく、地域社会における面のイノベーションを育んでいるということができる。 

本研究では、シビックテックの活動の観察と関係者へのインタビューを通じ、シビックテ

ックのソーシャルキャピタルに与える影響を考察した。今後は、これを裏付ける定量的な分

析が必要と思われる。加えて、シビックテックは第四次産業革命で進行する市民主導のスマ

ートシティ 2.0の重要な要素でもある。これらの研究については、今後の課題としたい。 
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野村敦子（2017）「公共分野におけるデジタル変革をいかに進めるか−アメリカにみるシビッ
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住所：141-0022 東京都品川区東五反田 2-18-1 ㈱日本総合研究所  

電話番号：03-6833-0481 

                                                 
13 14会津大学・藤井准教授、市・情報政策課本島課長へのインタビュー（2016年 8月 2日）。 
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iYUCıŉ)Ĵɞ�=&�$�=ɳ 
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� �ǉ),ɲɀȴƠ�+ô8Ƽ�ðɲɨȵPbrPɲɎŎɲƶɑB`nrSĭ<&�!
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University Evaluation System REF in UK and Evaluation of University 
Research Initiatives in Waseda Univeristy; Features and Issues 
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Naoto Kobayashi (Waseda University) 
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CSR and Environmental and Social Considerations 
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任意となった総合計画策定への地方議会の関与方法に関する 

事例研究 
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１．本研究の背景と目的 

2011 年に、地方自治法に存在していた基本構想の策定義務に関する条項が削除された。

これにより、市町村において基本構想を起点とする総合計画の策定は任意となった。一方

で、北海道栗山町議会のほか、長崎県小値賀町議会、長野県飯田市議会、岐阜県高山市議

会などのように、議会が総合計画の策定に関与する事例も見られるようになっている。 

本研究は、任意になった市町村における総合計画の策定につき、議会の関与という観点

からそのあり方を議論するものである。 

 

２．総合計画の位置付けとその策定の任意化 

市町村は基本構想に基づき計画を策定し、それに基づき政策・施策を展開してきた。計

画行政といわれるところ、自治体における計画の最上位に総合計画は位置付けられていた。

旧地方自治法第 2条 4項では、「市町村は、その事務を処理するに当たっては、議会の議決

を経てその地域における総合的かつ計画的な行政の運営を図るための基本構想を定め、こ

れに即して行うようにしなければならない」とされ、基本構想を定め、それにつき議会の

議決を得ることが義務化されていたのである。この条項が 2011年の改正で削除されたため、

基本構想の策定およびに議決、そして、基本構想に基づく計画策定は任意となっている。 

市町村における総合計画は、その市町村の運営の基本的な指針を示すものであって、政

策形成の基本とも目される。この点については、金井[2014]が批判的に論じたところである。

計画と政策の連動が明らかではなく、総合計画が単なる宣言程度の意味しかないのであれ

ば、その策定の任意化は市町村の政策形成に大きな影響を及ぼさないものと考えられる。 

一方で、総合計画と個別計画の比較を行った田中[2015]が論じるように、総合計画の必要

性をあらためて確認することも出来る。田中[2015]によれば、総合計画は最高計画規範性を

有すること、個別計画を横断的につなぐ役割を持つこと、人々や資源をつなぐ役割を持つ

ことの三点の特徴を有し、その特徴ゆえに必要とされる。 

総合計画の必要性が導き出されるとして、2011 年の地方自治法改正を受けて策定が任意

化される中で、どのような対応が取られているのか。主に議会の対応については、廣瀬[2015]

が論じるところである。これによれば、その対応は基本構想の議決事件化に留まっており、

自治体における様々な計画の中で基本構想をいかに位置付けるのか対応を取っていない例



が少なくないとされている。 

蛯子[2015]は、総合計画策定における住民参加について論じたものである。総合計画が市

町村の運営の基本的な指針を示すものであることから、その策定にあたって当該地域の住

民の参画も模索される。議会が総合計画の策定に関与する場合、その計画策定への住民の

参画も求められるところである。 

総合計画の策定は任意となったが、それが直截的に総合計画の不要を意味するわけでは

なく、策定するとした時には、その策定方法をいかに設計するのかが問われるのである。 

 

３．議会による総合計画の策定への関与 

 北海道栗山町議会は、2006 年に全国に先駆けて議会基本条例を制定した。この条例は、

議会の役割や議会と首長の関係、議会と住民の関係などに関する規定から成る。この条例

の第 8 条は議会の議決事項に関する条項があり、「法律第 96 条第 2 項の議会の議決事項に

ついては、代表機関である議会が、町政における重要な計画等の決定に参画する観点と同

じく代表機関である町長の政策執行上の必要性を比較考量のうえ、次のとおり定めるもの

とする。」とし、五つを挙げている1。その第一の議決事項として「栗山町における総合的か

つ計画的な行政の運営を図るための基本構想及び基本計画」を明記しているのである。 

栗山町議会により制定された議会基本条例は、その後に全国で同様のものが制定される

という展開を見せている。そして、全国で制定された議会基本条例の条文について統計分

析を行った増田・深澤[2010]において示されているように、栗山町議会の議会基本条例の条

文が他の議会での制定においても一定程度参照されている。上記の議決事項に関する条文

についても同様のものが他の自治体の議会基本条例において置かれているのである2。 

2007 年には、栗山町総合計画の策定と運用に関する条例が制定された。この条例では、

総合計画が基本構想・基本計画・進行管理計画から構成されると規定された。そして、同

条例の第 5条で基本構想と基本計画が議会の議決の対象となることが確認されている。 

2008年からの栗山町第 5次総合計画の策定作業が始まった3。その過程では、栗山町議会

が町民の議論への参画を得るために一般会議を 9 回実施した4。この一般会議での議論を受

けて、議会側から基本構想に対する議会修正案や新たな事業提案が示された。執行機関側

も町民ワークショップや団体との懇談会など町民参加の機会を提供している。つまり、栗

山町第 5 次総合計画の策定過程では、執行機関と議事機関の両機関がそれぞれ町民の参加

                                                   
1 その他には、栗山町都市計画マスタープラン、栗山町住生活基本計画、栗山町高齢者保健福祉計画・介
護保険事業計画、栗山町子ども・子育て支援事業計画が議決事項とされている。総合計画以外の計画につ

いても議会の議決を必要とすることとされているのである。 
2 『議会改革白書』では議会基本条例の制定状況について毎年調査を行っている。最新の状況については、
同書の 2016 年版に収録されている長野[2016]を参照した。長野[2016]では「議決事件の追加」について
2015年制定分が一覧にされており、その中にも基本構想が追加されている例が見出される。 
3 その過程については、栗山町の Webサイトの以下のページを参照した(2017年 6月 25日アクセス そ

の他の URLについても同様)。http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/docs/2012040900163/ 
4 一般会議は、栗山町議会基本条例第 14条第 2項の「議会は、法律により活動が制限されている常任委員
会、特別委員会等の制約をこえて、町政の諸課題に柔軟に対処するため、町政全般にわたって、議員及び

町民が自由に情報及び意見を交換する一般会議を設置するものとする」という規定に基づき設置された。 



を図っていたことになる。2011年に地方自治法の改正により総合計画の策定が任意となり、

栗山町の第 5 次総合計画の策定はこの改正以前のことであるが、2013 年に制定された栗山

町自治基本条例では総合計画を策定することについて定めており、次に想定される策定作

業においても議会基本条例や栗山町総合計画の策定と運用に関する条例を根拠として、議

会による計画策定への関与と議会経由での住民参加が図られるものと考えられる。 

 

４．議会の関与に関する事例分析 

以下では、議会が総合計画の策定に関与した事例の分析を行う。ここでは、江藤ほか[2016]

で取り上げられている事例を中心に扱うこととする。 

長崎県小値賀町議会は、議会と住民が 2014 年から 2023 年の基本構想及び基本計画の案

を試作した5。そして、これをもとに議会が執行機関との調整を行うことで、総合計画の策

定に関与している。2016年には、議会基本条例を制定し、その第 30条において基本構想・

基本計画が議会の議決の対象なることが明記されている。 

長野県飯田市議会は、2006年制定の飯田市議会の議決すべき事件を定める条例において、

基本構想の策定、変更又は廃止、さらに、「基本構想に基づいて定める基本計画のうち、政

策施策の体系の策定、変更又は廃止」を議決すべき事件としている。そして、2011年の「第

5 次基本構想後期基本計画」について、素案の段階から議会が関与している6。議会の関与

は、議会による行政評価の一環として行われ、計画及びに施策について議員間討議による

評価を行い、最終案につなげさせている。また、飯田市議会は総合計画の進行管理を重視

しており、策定の段階だけではなく、その後の進行にも関与している。 

 岐阜県多治見市議会は、計画期間を 2016年からとする「多治見市第 7次総合計画」の策

定に議会として関与している7。具体的には、議員全員を委員とする第 7次総合計画策定特

別委員会を設置した上で、選挙公約実現に向けた「議員一人一提案」を目指して、基本計

画については分科会に分かれて 1 事業ごとに詳細に審査を行った。そして、議員間討議を

経て、議会として追加修正案を作成して執行部に提案している。追加修正案に対して執行

部の応答があり、その一部は議会の意向に沿うものではなかったため、その後も調整がな

された上で、計画に関する議案が議会に提出され議決に至っている。 

 岐阜県高山市議会は、2015年からの「高山市第八次総合計画」に対して、2013年に総合

計画に関する特別委員会を設置し、市民との意見交換会も実施することを通して提言を作

成した。これが 2014年に市長に対して提出された「高山市第八次総合計画に対する政策提

言集」である8。2013年には高山市総合計画条例が制定されており、これにより総合計画の

策定や変更・廃止が議会の議決事件とされたこともあり、議会による提言の反映状況も確

                                                   
5 試作した案については、以下で公開されている。
http://ojika.net/wp-content/uploads/2016/03/gikaibannsougoukeikaku.pdf 
6 飯田市議会の取り組みの中での総合計画策定への関与につき、江藤[2016]を参照した。 
7 多治見市議会の総合計画策定への関与について、詳細が以下のサイトに掲載されている。 
http://www.city.tajimi.lg.jp/gyose/gikai/gikaisoukei.html 
8 提言集は、以下に公開されている。 
http://www.city.takayama.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/002/474/seisakuteigensyo.pdf 



認しながら計画案の審査・議決が行われたのである。 

 以上の事例分析から、各種の条例において総合計画への議会の関与の方法を定めた上で

策定に議会が関与している実態が浮かび上がった。 

 

５．結論 

本研究では、2011 年の地方自治法の改正により任意になった市町村における総合計画の

策定につき、議会の関与という観点から事例分析を行った。その事例分析から、執行機関

が専ら計画策定と実行にあたる状態から、議事機関も計画策定に関与し、さらには飯田市

議会のように計画の実行監視にあたる状態へと移行しつつあることが確認された。駒林

[2013]は総合計画をめぐる議会と長の紛争をめぐる判例研究であるが、ここで取り上げられ

た事例のように、総合計画の策定や実行にあたって紛争が起きる可能性もある。総合計画

の策定は任意になったからこそ、執行機関と議事機関の関係などにつき、それぞれの自治

体において新たな制度設計が求められていると結論付けられる。 

本研究で取り上げていない自治体では、例えば総合計画に関する条例を定め、改正前の

地方自治法と同様に基本構想に関して議会の議決を必要とするとしている可能性もある。

総合計画の位置付けに関する全国的な傾向の調査を行うことは今後の研究課題となる。 
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地ᇦ࡙ࡾࡃேᮦ⫱ᡂのࡵࡓのㄢ㢟ゎỴᏛ⩦にࡅ࠾るࡾ㏉ࡾに関する◊✲ 

A Study on Reflection Process in Project-based-learning for Community Planner 

関ᓫ༤（රᗜ県立学） 

Takahiro Iseki (University of Hyogo) 
 

1.はࡵࡌに 

 ㏆ᖺ、多くの学においてᆅᇦづくりを担う人ᮦを⫱成するプロࢢラムが実施されてい

る。共通するのはフールࢻワークを重どする点と、課題解Ỵに取り組む PBL を取り入れ

ている点である。一般のᗙ学が学ࡪ内容を重どするのに対して、学ࡪ方法・プロセスと、

そこで得られる経㦂の質を重どするものであるといえる。では、学⏕はこのような経㦂か

らఱを学び取っているのか。本研究はᐑᇛ学・රᗜ県立学が連携して推進しているࢥ

の「ー概論ࢼプランࢸニ࣑ࣗࢥ」ラムの一科目であるࢢー⫱成プロࢼプランࢸニ࣑ࣗ

り㏉り課題を⣲ᮦとして、学⏕が調査や画作りのプロࢢラムの経㦂からఱを、どう学

⩦（▱㆑化）しているかを明らかにすることを目的とする。 

 

㸰.රᗜ県❧ᏛᏛඹ㏻⛉┠ࢼࣥࣛࣉࢸࢽ࣑ࣗࢥࠕーᴫㄽ㸦௨ୗࠊCPᴫㄽ㸧ࠖ  

 ᐑᇛ学とරᗜ県立学では文部科学┬の補助（2012～2016 ᖺ度）を得ながら、ᆅᇦづ

くりを担う人ᮦを⫱成する「࣑ࣗࢥニࢸプランࢼー⫱成プロࢢラム」をᒎ開している。

୧学では基本的なᯟ組みを共有しつつ、それࡒれの学やᆅᇦの特性を⏕かすプロࢢラ

ムを構⠏している。現在、රᗜ県立学では基ᖿ科目として「CP 概論（1 ᖺ）」「CP 実㊶論

（2 ᖺ๓期）」「CP フールࢻワーク₇⩦（2 ᖺ後期）」の 3 科目をᥦ౪している。重要な特

徴として、①ᩍ員、学⏕ともに学部ᶓ᩿（経῭学部、経営学部、┳ㆤ学部、環ቃ人間学部、

ᕤ学部）であること、②基ᖿ 3科目において一つのᆅᇦに関わり続けること、③3科目全体

で調査から画づくり、実㊶まで目指すこと、մᩍ員一人当たりの学⏕数がᑡないこと（ᑡ

人数ᩍ⫱）➼がᣲࡆられる。本研究が対象とするのは、2016ᖺ度の CP概論で、フールࢻ

はጲ㊰市（ၟᗑ⾤、住Ꮿᆅ）で、ཷㅮ⏕は 33名、௨ୗの日程で集中的に実施された。 

表１：࣑ࣗࢥニࢸプランࢼー概論（2016ᖺ度）の内容 

9᭶ 2日  ୧ᆅ༊（Aၟᗑ⾤、B住Ꮿᆅ）ㅮ⩏とぢ学、⌜分け（A：1～5、B：6～10 ⌜） 

9᭶ 3日  ⌜ูの関ಀ者ンタࣗࣅー、画づくり 

9᭶ 4日 画づくり、ᆅᇦ関ಀ者へのプレࢮンࢸーࣙࢩン、ಟṇ作業 

9᭶ 13日 最⤊プレࢮンࢸーࣙࢩン、全体り㏉り 



 

 CP 概論（2016 ᖺ度）では、まࡔᆅᇦづくりのメーࢪを持てていないཷㅮ⏕（1 ᖺ）に

対して、後もᆅᇦづくりに関わっていきたいという動ᶵづけを与えることを目指し、課

題解Ỵが極めて㞴しいᅔ㞴ᆅ༊や、㏫に相当の成果が出ている成ຌᆅ༊ではなく、まさ

に課題解Ỵの動きがᒎ開している進行ᆅ༊を対象とすること、課題解Ỵにむけて⇕心に取

り組む実際の࣑ࣗࢥニࢸプランࢼーと流させること、ᆅᇦづくりに関わるᩍ員や㝔⏕

がྛ⌜の㆟論や活動を࣏ࢧートをすること、であった。 

 

㸱.ࡾ㏉ࡾㄢ㢟のศᯒ 

 り㏉り課題は 2～4日のプロࢢࢢラムをྛ自がゝㄒ化（▱㆑化）することを≺いとして、

9 ᭶ 13 日までのᐟ題として課された。計 4 つの質問があったが、回ὀ目するのは௨ୗの

つの質問である。①回の活動を通して࣑ࣗࢥニࢸについてあなたはఱを発ぢしたか。

ー（ᆅᇦの活動者、ᩍ員、㝔⏕➼）と流して、あなたはఱを感ࢼプランࢸニ࣑ࣗࢥ②

じたか。それࡒれの記㏙のࣃターンから▱㆑化のプロセスを把握した。 

①の▱㆑化には主に௨ୗのᅄつのࣃターンがあることが把握された。 

P1：経㦂э価値及び問題の発ぢэ課題設定 

 P2：経㦂э価値の発ぢэ成ຌ要因ᖐ属эモデル化 

 P3：経㦂э定እ直㠃э自㌟の先入ほの発ぢэጼໃ規⠊の抽出 

 P4：経㦂э実態記㏙эどᗙ㌿や概念再定⩏ 

 最も多かったのは P1であり、ᆅᇦについてఱかしらᮃましい事象（価値）あるいはᮃま

しくない事象（問題）を発ぢし、価値を維持する、または問題を改ၿすることをල体課題

として設定するというものである。しかし、それࡔけでなく、ᮃましい事象（価値）をᆅ

ᇦづくりがに進む重要な要因としてᖐ属させ、それをᆅᇦづくり一般のモデルとして

認㆑するもの（P2）や、定እの事態に直㠃した経㦂から自分自㌟の先入ほを発ぢし、ᆅ

ᇦづくりに関わる際の自らのጼໃをṇそうとするもの（P3）、実態を㋃まえながら独自のど

ᗙ㌿や定⩏づけをヨみようとするもの（P4）があった。 

②の内容については、ᆅᇦについての▱㆑を有していることࡔけでなく、ᆅᇦの人たち

と῝いಙ㢗関ಀを⠏いている点、ᴦしみながらᆅᇦづくりに⇕心に取り組んでいる点、

ンタࣗࣅーや画づくりにおける࣑ࣗࢥニケーࣙࢩンがうまい点、などをᣲࡆるなかで、

ロールモデル（れの対象や成㛗の目標）としてとらえられていることが分かった。 

 

連絡先：関ᓫ༤（රᗜ県立学）Email:iseki@shse.u-hyogo.ac.jp 

勤務先住所：690̺0092 ጲ㊰市᪂在ᐙ本町 1-1-12 

電話番号：079-292-9322 
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A Method of Human Resource Skill Matching among Municipalities in Japan.  

6Using the HR Skill Matching Case of the Great Easter Japan Earthquake6 
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大学が手掛ける地域催事の意義と可能性：WCFを事例として 

The significance and possibilities of university-based regional event：A case study of 

WCF in Wakkanai Hokusei Univ. 

○黒木宏一†、吉岡大輔‡、田端かがり‡、山岸純樹‡、伊藤良平‡ 

（†九州産業大学、‡稚内北星学園大学） 

Koichi Kuroki†, Daisuke Yoshioka‡, Kagari Tabata‡, Junki Yamagishi‡,  

Ryohei Itoh‡（†Kyushu Sangyo Univ., ‡Wakkanai Hokusei Univ.） 
 

１．はじめに 

 2015 年 12 月に稚内中央商店街振興組合と稚内北星学園大学が主催した稚内中央商店街

イベントプランコンテスト（プラコン）において優秀賞を受賞し、16 年２月に「わっかない

コーヒーフェスティバル 2016（WCF2016）」を実施した学生団体「わっかないコーヒーフェス

ティバル実行委員会（WCF 実行委）」は、地域からの継続の声を背景に 17 年２月に２回目とな

るフェスティバルを実施した。 

本報告では、まちづくり、大学における正課および正課外活動の視点で WCF実行委の活動

の意義を整理する。特に、宗谷地域の歴史を再認識するとともにその歴史が活用され始めた

こと、地域主体の関係性の広がりと深化がみられること、教育活動（Project-Based Learning）

としての定着の可能性が見いだされたことについて言及する。 

 

２．WCF実行委の設立から第１期の活動 

2.1 大学 COC事業と商店街との連携 

 稚内北星学園大学では、平成 26（2014）年に採択された COC事業（文科省地（知）の拠点推進

事業）の一環として、連携自治体や地元商工会議所、観光協会などが一堂に会して意見交換

する「COC推進連絡会議」を年に１回開催している。その第１回会議（2015年３月）において、

稚内中央商店街振興組合（振興組合）から商店街における学生活動に対し単年度資金を拠出

する申し出を受けた。これを受けて、大学に設置の COC 推進委員会地域観光支援、まちな

か振興支援、学生 COC支援、事業推進の各室長と振興組合理事長からなる事務局を設置し、

数回の意見交換を経て、学生を中心とするグループに参加資格を与え、優秀賞受賞団体に対

して事業資金 35 万円を支給する、プラコンを実施することとなった。 

2.2 WCF実行委の発足と WCF2016の実施 

連絡先：黒木宏一（九州産業大学），Email: kuroki＠ip.kyusan-u.ac.jp 

勤務先住所：813-8503，福岡市東区松香台 2-3-1，電話番号：092-673-5211  



 

 プラコン応募団体：WCF 実行委は、優秀賞受賞とともに WCF2016 を実施（主管）するため

に発足した。WCF2016は、「まちラボ」の特設ブース（2016 年２月 13日）と参加店舗（20店舗）

で２月 13日～20 日（８日間）に使用できるコーヒー券を発売し、多くの方々に稚内に歴史的

な背景を持つコーヒーを通じてまちなかでのひと時を楽しんでいただくという企画であっ

た。また、企画の一環として「コーヒー健康講座・焙煎体験」と、まちラボ特設ブース来場

者の投票により稚内一のコーヒーを選ぶ「コーヒーグランプリ」も実施した。 

2.3 WCF2016の成果 

WCF2016の成果は概ね以下の通りである。①商店街の賑わいの創出：特設ブースには 350

名を超えるお客様が来場した。②チケットの完売：300 枚の目標に対して 500枚のチケット

が完売し、流通した。③参加店舗の売り上げへの貢献：新規顧客の来店、来店に伴うフード

の注文があり、「売り上げに貢献した」（参加店舗アンケートの 93.8％，有効回答数 n=16）との回答

を得た。④来場者の高い支持：来場者から「このようなイベントがあれば、次回も参加した

い」（参加者アンケートの 98％，n=50）との回答を得た。⑤メディアの理解：新聞等でも数多く

（15記事）取り上げられた。 

 

３．第２期の活動 

3.1 すいかまつりへの協力 

 2016年 10 月、本学と研究事業で連携のあった稚内市教育委員会科学振興課（稚内市青少年

科学館・稚内ノシャップ寒流水族館）から、科学や水族館への興味・関心をより高めることを目

的として同館で例年開催される「すいかまつり」（10月 29～30日）において、WCF実行委が事

業内の１区画「稚内北星カフェ」を担当し、イベントに協力してほしいとの依頼を受けた。 

WCF実行委は、同課から無償供与を受けるポップコーンの無料配布を行うとともに、稚内

ホテル旅館業組合より、同組合が開発し、2016年 12月に稚内観光協会より販売予定のオー

ガニックブレンドコーヒー「朝 Cafe 西海岸 909」（909 ブレンド）の提供を受けて、先行発売

を、両日とも７名の体制で行った。 

同カフェでは 150名ほどがコーヒーやココアを注文し、909ブレンドが「美味しい」、「ど

こで販売するのか」「夏、やっていった朝カフェのコーヒーだね」など関心の声が聞かれた。

「Facebookを見てきてみた」などの声もあり、一定の成果を収めた。 

3.2 WCF2017の実施 

 好評の声や継続の声、前回の反省を踏まえ、まちラボに特設ブース（2017 年２月 11 日）を

開設するとともに、市街地内の喫茶店等 30店舗の参加（対前年 50％増）を得て、２月４日～

19 日（16日間）に使用できるコーヒー券を販売し、WCF2017を開催した。 

 WCF2017 の成果は概ね以下の通りである。①商店街の賑わいの創出：２月 11 日のまちラ



 

ボ特設ブース来場者は、550 名を超えた。②チケットの追加販売：当初予定 500枚に対して

上限に設定していた 700 枚も完売し、増刷を行い、結果として 731 枚が販売され、流通し

た。③参加店舗の売り上げへの貢献：新規顧客の来店、来店に伴うフードの注文があったこ

とが報告され「売り上げに貢献した」とのは 96.0％（n=22）に及んだ。④来場者の高い支持：

「このようなイベントがあれば、次回も参加したい」との回答が 100％（n=68）と来場者の高

い支持を得た。⑤メディアの理解：新聞等でも数多く（10記事）取り上げられた。 

 

４．第３期の活動：「わっかない白夜映画祭」への協力 

 稚内でのコーヒー文化の発信・定着を理念として掲げている WCF実行委として、年に１度

の WCFのみではその活動は十分ではない。そこで第３期は最北端ならではの祭典「日本最北

端わっかない白夜祭」の映画部門「わっかない白夜映画祭」（2017 年６月 17 日午前９時～18 日

午後９時、夜通し 10作品を上映）で、深夜のみ（18日午後 10時半～19日午前６時（完売））のコーヒ

ー提供を行った。学生４名教員１名の体制でシフト制とし、課外の学生活動とした。また、

深夜のブース開設としたのは、映画館の飲食等施設の通常営業に配慮し、これらの閉店後の

営業としたためである。 

上映映画のラインナップから WCF オリジナルブレンドのドリップコーヒーと、稚内にゆ

かりのある成田専蔵珈琲店（青森県弘前市）のオリジナルブレンド「藩士の珈琲」を販売した。

例年 20 名ほどの深夜帯の来場者数から、同程度の売り上げを見込んでいたが、結果として

46 杯販売され、お客様から「美味しい」との声があり、好評であった。 

 

５．考察 

5.1 活動の意義 

5.1.1 地域主体の関係性の広がりと深化 

敷田は、効果的なまちづくりということ

について「活動（事業）が対象とする範囲の

広がりに気を付けなければ、できもしない

ことを手掛けてしまい失敗する」（敷田 2013、

23 頁）と述べており、右の図のように表す

ことができる。 

WCF 実行委のこれまでの活動は、学生の

発想に端を発し、WCF2016 を成功させるこ

とに焦点を当てた第１期、地域からの声掛

けによって小さいながらも連携活動を行った第２期前半と、１回目よりも一層地域に定着

引用：敷田（2013）図 1-3、23頁。 

注：説明のため筆者が一部修正した。 

図１．プラコン実施の工程 

図 まちづくりのスケール 



 

し、規模を拡大した２回目の WCF2017の開催、そして、わっかない白夜映画祭実行委との協

力などその活動の幅を広げ、地域の様々な主体との関係性も深まっている。WCF 実行委は、

他の主体との関係を時間をかけて醸成しており、今後もこの関係性の広がりとともに「まち

づくり」へのかかわりを深めていくことが期待される。 

5.1.2 まちづくりのステップを踏まえた組織の形成 

 敷田は、まちづくりの重要ステップとして「参加者（アクター）の増加」「アクター間のネ

ットワークの形成」「プラットフォームや場の形成」「問題意識の高まり」「新たな知識の習

得」「ハード（要素）技術の習得・導入」「ソフト（社会）技術の習得」（敷田 2013、29 頁）があ

り、それが繰り返されることでまちづくりが進むと述べている。 

WCF実行委の取り組みにおいても、上記のステップが確認される注１。このことから、大学

の学生活動団体がまちづくりにかかわる一つの事例として、その文脈において意義深いも

のと思料される。 

5.2 正課への組込みによる課題の解決：「地域学特講（企画実践）」（仮称）の開設 

 WCF実行委は、プラコン優秀賞受賞によりスタートしたが、宗谷、とりわけ稚内とコーヒ

ーとに密接な関係があることを視点に、コーヒー文化の発信と定着というコンセプトを掲

げ活動してきた。これまでの２期にわたる活動を通じて珈琲文化を伝える集団（団体）とし

て地域に認知されており、イベントの継続と組織の発展のもと、さらに地域の活動へのコミ

ットが求められている。そのため、①メンバーの持続的な代謝や活動の質の担保、②地域の

事業所や店舗、住民とのつながりを一層深める、③地域からの連携依頼に対する対応、など

に迫られているといえる。以上は、能動的な学習を通じてまちづくりに参画し、その役割を

深めてきた学生団体にとって解決すべき課題である。 

このような課題に対して、大学の教員が責任者として学生団体（WCF実行委）の役員に加わ

り、「課外活動」として企画を実践してきたが、営業や広報、会計管理などを「正課」（新規

開講科目「地域学特講（企画実践）」（仮称））に組み込み、能動的な学習を効果的かつ継続的に行

う計画の段階にある。 

 

謝辞 本稿をまとめるにあたり、活動をともにする WCF実行委のメンバー諸氏に謝意を表する。 

注釈 1) 詳細は、紙面の都合上別稿に譲る。 
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健康まちづくりのための地域診断ワークショップの要点 

Key Points of Regional Diagnostic Workshop for Healthy Community Planning 

鵜飼修（滋賀県立大学） ○陳秋林（滋賀県立大学環境科学研究科） 

OSAMU UKAI（University of Shiga Prefecture, Center for Community Co-Design） 

CHEN QIU LIN  

（University of Shiga Prefecture, Graduate School of Environmental Science） 
 

１．研究の背景 

人口減少、超高齢化社会において、地域ならではのまちづくりを推進するには、地域の

特性を的確に把握し、身の丈に合った活動の創出が求められる。また、持続可能な地域の

創造には，ビジョンを定めバックキャスティングの手法で戦略的に活動を実施することが

有効である。一方で，地域まちづくりを推進するためには当該地域の住民が健康であるこ

とが基礎となる。すなわち、地域のビジョンを定め、まちづくりの活動を展開することで、

地域の健康度合いを高めることができれば、まちづくりの推進にとっても、住民の健康に

とっても、ひいては行政の負担軽減を考えても有効である。 

本稿では地域ビジョンを策定するワークショップ手法として「地域診断ワークショップ」

1)を対象とする。同手法は鵜飼らにより開発され、1 日の作業で、地域住民により、地域資

源を整理し、地域特性を明らかにし、地域ビジョンを策定する手法である。この手法は地

域診断法 2)をもとに開発された。地域診断法はエコロジカルプランニング 3)の理念と手法を

応用したものである。 

エコロジカルプランニングは、1960 年代に、アメリカの造園学者／ランドスケープアー

キテクトのイアン・マクハーグが提唱した手法で、日本においては、70 年代に雑誌：建築

文化 1975 年 6月号および 1977 年 5月号 4)で特集されそのノウハウが紹介された。その後

90 年代に入って、茨城県住宅供給公社と大成建設株式会社が百合が丘ニュータウン六反田

池周辺地区で実践的摘要 5)を行った。大成建設ではその後も開発プロジェクトへのエコロジ

カルプランニング適用を試み、独自のマトリックス解析手法を用いた簡易な評価手法を開

発した。その手法は 2002 年「テーマコミュニティの森」6)で公開されている。地域診断法

はこのエコロジカルプランニングの理念をもとにした大成建設の手法を応用したもので、

地域を多様な側面（レイヤ）で捉え、それらの客観的データを収集し、マトリックス状に

整理して分析することで地域の特性を読み解くものである。 

一方で「地域診断」は、様々な分野で用いられている。特に公衆衛生分野では 1950年代

にその手法が開発され、2013 年の厚生労働省の通知で「保健師は、地区活動、保健サービ



 

ス等の提供、また、調査研究、統計情報等に基づき、住民の健康状態や生活環境の実態を

把握し、健康問題を構成する要素を分析して、地域において取り組むべき健康課題を明ら

かにすること（以下「地域診断」という。）により、その健康課題の優先度を判断すること」

とされ、保健師活動の現場で用いられている 7)。 

日本の公衆衛生分野における地域診断・地区診断に関する研究は、1950年代～60年代に

おいて柏熊(1959）8)による理論・方法論に関する論考、共同保険計画に関する斎木(1961）

9)に代表される論考、事例紹介等がみられる。その後 Elizabeth T. Anderson らによる

Community As Client(1988) 10)や Community As Partner(1996) 11)に影響を受けた形での、

北園ら(2002) 12)のケーススタディや、坂本(2003) 13)などの地域診断の手法に関する論考や、

白神(2006) 14)などの健康指標を用いた地域診断の報告があり、同時期に、埴淵ら(2008) 15)

にみられるようなソーシャルキャピタルの視点からの論考が現れてくる。 

公衆衛生分野以外については、1960 年代の都市計画分野や地学、70年代の学校保険学・

健康教育学、1970 年末から地理学、1980 年代には建築学、社会学、社会科学,2000 年代の

農村計画学・農村工学、防災学や経営学においても地域診断の概念が提示されている。 

 

２．目的と方法 

 健康まちづくりの言葉の定義は広い。例えば 2016年 8月国土交通省の「健康・医療・福

祉のまちづくりの推進ガイドライン」では、基礎自治体の取り組む施策として、「健康日本

21（第 2 次）」に挙げられた「歩数目標」と連携した目標を設定したもの 16)などがあるが、

本稿では健康まちづくりを「地域の健康度合いを高めるための計画と行動を促す仕組み」

と定義しその仕組みを創発する最初のステップとしての地域診断法ワークショップを位置

づける。そして、保健師活動における地域診断の課題と地域診断法ワークショップの要点

を整理し、健康まちづくりのための地域診断法ワークショップの開発に向けての要点を明

らかにする。 

 

３．保健師活動における地域診断の課題 

保健師活動における地域診断の課題については、国による通達があるにも関わらずすべ

ての保健師が上手に取り組めている状況ではない。中部地区の地域を調査した村田・埴淵

（2010）17)は、地域診断が実践されない理由として、保健師業務が施設内への業務形態に変

化したこと、統計的処理はできても地域に出ることに対する苦手意識があること、地域情

報の伝達が困難になりつつあることを指摘している。このように保健師による地域診断は、

前述通知のように「地区活動、保健サービス等の提供、また、調査研究、統計情報等に基

づく」ことを基本としているにもかかわらず、地区での活動に対する重みが薄れつつある。 



 

４．地域診断ワークショップの要点 

 地域診断法ワークショップの具体的な方法は、地域住民と地域外の人間がグループを組

み、地域外の人間による地域住民に対するヒアリング、両者が合同しての地域のまちある

きを通じて地域の「情報」を収集整理し、キーワードを抽出し、そのキーワードのつなが

りを読み解き、地域の特徴を踏まえたフレーズ（ビジョン）を作成する。その要点は、地

域の環境の特徴を反映した地域ビジョンを、住民主体で、わずか 1日で描けることである。 

 

５．保健師による地域診断ワークショップの評価と課題 

 滋賀県内 A地区で実施された地域診断ワークショップ(2017年 3月 5日(日)10時～18時)に参

加した保健師 B に保健師活動の現状と地域診断ワークショップの評価・課題についてヒア

リング調査を行った。（2017年 3月 21日(火) 15時～16時 15分）以下に意見を整理する。 

①近年保健師はデータで地域をみることが求められ、現状保健指導はデータのみを根拠と

している。保健師が地域に出て住民の生活場面をみることが少なくなった。 

②実際に地域に出て住民と対話をし、地域を歩くことで、地域の良さ、住民の思い、生活

場面を把握することが今の保健師活動に欠けていると感じている。なぜなら、生活場面

を知らないと保健指導等で住民が納得しない、説得力がないからである。 

③地域診断 WSに参加して住民の生活場面が見えた。初めて住民と共に地区を歩き、住民の

地域への思いと地域の良さを実感・共有できた。住民の生活や声を反映させた保健師活

動を行っていく必要があり、健康づくりを取り入れたまちづくりをしていくことは保健

師の仕事でもある。そのため、地域診断 WSと保健師の行う地域診断を融合できればそれ

が可能となりより良いと感じた。 

④指標と評価方法に関しては、現在保健師は健康診断や、栄養調査等のデータを使用して

いるが、ウォーキングを始める人が出てきた、仲間が増えた、孤立者の減少などといっ

た評価も加えてはどうか。個人の経過観察は国保加入者のみしかわからないので、社会

保険加入者には任意でデータ提供をしてもらう必要がある。 

 保健師の地域に対する苦手意識が確認できたとともに、保健師が地域診断ワークショッ

プに参加することで地域との接点を得ることを確認することができた。 

 

６．まとめ 

以上より公衆衛生分野とまちづくり分野の「地域診断」を切り口に健康まちづくりワー

クショップを開発するにあたって両分野の趣旨を踏まえた要点を以下に整理する。 

a.保健師の地域診断として地域の統計的データを活かした健康度合向上の指標を定める 

b.保健師の現場介入機会を支援しかつ地域と住民の特性を容易に把握することができる 



 

c.まちづくりとして地域の特徴をふまえたビジョンを策定・共有し行動へと展開する 

d.健康まちづくりとして地域の特徴を活かした健康向上に資する行動を計画・実践する 

なお、健康まちづくりワークショップ自体は、地域の健康度合いを高めるための計画と

行動を促す仕組みを創発する最初のステップであるので、ワークショップ後の住民活動の

展開と健康度合い向上に対する評価が必要となる。これらの要点を念頭に置いた「健康ま

ちづくりワークショップ」を開発することが肝要であると考える。今後は、この成果を踏

まえ、健康まちづくりワークショップのモデルを開発しその効果を検証する。 

 

７．参考文献 

1) 鵜飼修（2016）地域診断法ハンドブック 地域のビジョンを描こう，持続可能な地域まちづくりビジョ

ン創造手法の開発グループ（滋賀県立大学鵜飼研究室，林研究室，稲枝地区まちづくり協議会） 

2) 近江環人地域再生学座編,鵜飼修責任編集：地域診断法 鳥の目、虫の目、科学の目,新評論(2012.3) 

3) イアン・Ｌ・マクハーグ著 下河辺淳総括監訳 川瀬 篤美総括監訳：デザイン・ウィズ・ネーチャー,

集文社(1994.9) 

4) 建築文化 344号(1975.6)特集・エコロジカル･プランニング地域生態計画の方法と実践 1，建築文化 367

号(1977.5)エコロジカル･プランニング・地域生態計画の方法と実践 2 

5) 茨城県水戸市百合が丘町,設計:茨城県住宅供給公社･大成建設株式会社(1993)（150戸の住宅地開発） 

6) タイセイ総合研究所,細内信孝(2002)：テーマコミュニティの森～ヒューマンサイズの新しい都市,ぎょ

うせい 

7) 厚生労働省健康局長(2013)：通知「地域における保健師の保健活動について」（平成 25 年 4 月 19 日付

健発 0419第 1号） 

8) 柏熊岬二(1959):診断の目的と方法「地区診断の理論と実践－農村社会と衛生教育」績文堂，pp.106-138 

9) 斎木敏生(1961)：保健所管理セミナーにおける共同保健計画，公衆衛生，vol.25 No.4，医学書院 

10)Elizabeth, T. Anderson, Judith MacFarlene (1988)：Community As Client:Application of the Nursing 

Process, Lippincott Williams and Wilkins 

11)Elizabeth, T. Anderson, Judith MacFarlene (1996)：Community As Partner-Theory and Practice in 

Nursing Second Edition, Wolters Kluwer 

12)北園明江，二宮一枝，小野ツルコ(2002)：Community as Partner Model を用いた地域看護診断実施時

の課題-加茂川町における地域看護診断を例にして-,  岡山県立大学保健福祉学部紀要 

13)坂本睦美(2003) ：デルファイ法を活用した地域診断法-市民の視点に立った健康課題抽出の手段として, 

へるす出版生活教育, vol. 47 No.7, pp. 26-35 

14)白神美津子(2006)：岡山県における心の健康指標を用いた地域診断, 保健医療科学, vol.55 No.3, 

pp.264-266 

15)埴淵知哉, 村田陽平, 市田行信, 平井寛, 近藤 克則 (2008)：保健師によるソーシャルキャピタルの地

区評価，日本公衆衛生雑誌, vol.55 No.10，pp.716-723 

16)健康・医療・福祉のまちづくりの推進 国土交通省 HP  

http://www.mlit.go.jp/toshi/toshi_machi_tk_000055.html 2017.6.30 

17)村田陽平,埴淵知哉(2010)：保健師による地域診断の現状と課題―「健康の地理学」に向けて

―,E-journal GEO,Vol.5,No.2,pp.154-170 
謝辞：ワークショップ、ヒアリングに協力いただいた各位に感謝する。本稿の一部は厚生労働科学研究費

補助金（H28-健危-一般-003）「地域特性に応じた保健推進ガイドラインの開発」によった。 

連絡先：鵜飼修（滋賀県立大学地域共生センター）Email: ukai.o@iffice.usp.ac.jp 

勤務先住所：522-8533，滋賀県彦根市八坂町 2500 

電話番号：0749-28-9853 



� 2�� 
 
 

D-4 



 

���!�"�	 ���!�"�	 �+)*,$�����#���%�

GIHAS�J-NIAHS and Sustainable Development Goals 

�

�

���t~ȔĎĂÜ¯ȊûäƎòĉčžŐƩŨǧǯȌòĉãå�ƄǞŐǥžĪ

ǡÐǗ©�¢ÉĀǯȋ�

ŞƀĶȊáǠòøpt|g���|fȂƢƓơģȋ�

ǾǋŚ�Ȋûäòø¢ŐŒĠøƱǯȋ�

o�}f��x�ȔòÝƀǽ÷Ȋûäòø¢ŐŒĠøƓơƚÒïĕĽǔƜȋ�

�

 
# �  

�ƄǞŐǥžȊȘȚȕșȜȔ.�"32��)�0 @"A&2!&��7A94'�&'A2����A9&27��1)%&� %ȋo

áǠǿƥǞŐŗǲȊȗȕțȋ: ���� ďmöYb¦ƨui4_12ƕ©[żímǣěBl:

]®�§mwbb^ƈǢB0Ĕg<]`h;bǞŐ�nâãÂſ0ªƫƊlǞŐja`m

ǲbehƵt`bıË0Ĺǌ0ŽŷñœĞmýdc0�ƄƊmǫǊlãåcŘ�§rƬĤ

C_@jcƌƊ3ȊǞŝƍ�����sy^ȋjBh5_1ÑmªƫƊlǞŢc>iol<0

a`myeh²b`h5_Ǚ9lŽŷñœĞ0ǞŁnıË[ĹǌƢ:rt|�jBh²º

A`0ƮĦmÇYh5_ãåcǤúC_j@amŸę:4_1�

���� ďmĵĿiw¬ũ8ypƶƉ:2�ƄǞŐǥž3mǓúA`0@`timȓã

å:ǓúȊǇȍȋA`h5_1tb0���
 ďȐĻmo2ĵĿǞŐǥž3ȊǞŃŝžƍȋ

Ãđ:ÄǑA`0ȓãå:ǓúȊǇȎȋA`0SdûäƎòĉãå0ǻĄƎbApňæ

ãå0aBhĘćƎmBǴţãånȏãå:�ƄǞŐǥžrĪǁA`_@jjleb1�

�ƄǞŐǥžmoȑInçŭȊHǿƥ8ypŽǎn²ǵ� IǞŐ�nŽŷñœĞ� -

ãånªƫƊlƐǖrt|�� .ıË0±µǌ8ypƕ©ƨƯ� /���tn��Ôp

r�tn��nŸęȋ:4_1tbĴǑA`bĵĿǞŐǥžmoA]mȏInçŭȊH

ðËmþC_�s�i�tȊŲüĸmþC_ßĖÅȋn²Ħ� Iñœl nǠĬmy

_ãånǚŬƣŻnB<u� -ãå=_unȒŘžŐËnĪǡȋ:Æ7]`h5_1�

Ŀ��mr�z�io02ǞŐǥž3ǲǠnǞã[Ĺǌ0ĥǆ�ıËlkãåǚŬco�

�ujĨ70ƮĦC_¦ƨucŏǏC_jjwm059mǎƃǅįmÕķB0ȜȖȘȝȊá

Ǡ0Ħƭ×ƶlǰƈƌŔȋcĪǡC_90łÌiÁnĵĿǞŐǥžǓúãåjl^0tb

�ƄǞŐǥž´ǈãåjlebûäƎòĉãå2òĉƳânČulŝƣŻmy_ŝƀǞŐ

rt|�3nÖ^ƨuc¢°mǗǕC_1�



 

�'&��!�"�	������
(���

ãå rt|�Ûƛ Ÿę 
ĴůƎ¬ũč ~kj¼ŽC_¬ũnǪĂ ƤȌŌƀȌ~k0ŌƀnŽ;wnȌƶ0

ȃóȉ 
ƒĊƎƶƉãå ƶƉnǪĂ�Ǫŧ Ƥ0ŧžŷȌÎńƀ0ī?ŦēìƀȌŌ

ƀnŽ;wnȌǞƳ¸Ɣ247n@j3 
ǻĄƎĩĊÜǟã

å 
ǻĄnƺƻëǞŢ ƺȌƺƅ0ƺƻëȌƻãnōŷ�ŽŷȌ

8ƺıË 
ŵĿƎǴǄãå ǴǄnƻÓnƮĦjĦƭƊǞ

Ő 
49Ŷ0Ǭƽ0Ƥ0ƹ;ȌĐòlƻÓȌ

ƻÓĞÈōŷȌ8dcƙ^0űħ^Ɨ¢ 
òÀƎáłÏćù

¬ãå 
m�lŃjbYŠ:Il=á

łÏć�ù¬nǞŃŝžėż 
ÓľB5b>0ƤȌƀņƼnǞŁĹǌȌ

»ǨūĂıË0³Śȃ©0kTa<ƙ^ 
ăǳƎǯƷĊ��

ťãå 
ǪĊm8>_¥je�nIl

:^ 
ȄȌ½ŝǼŮŐȌǯƷĊȌȇȀ5ȌưŰ

ÝƧ0Ǧ�ĿņY 
ÝřĂƎuls�

ƀǟãå 
uls�ƀǟnŊrt|� Ŋ0¶ǯųȌ����{�yȌŊŃ�ǂ

ųŃ 
ûĉƎȂÎƠǨ�

ŎƿĂãå 
ĂǱãǞŃŐǉÚrt|� ľŀ0rgxn0Ŷ0ƺ0ƤȌŌƀƱ0

�qgmŃ0ŴƅȌm�jgwhȌƗő 
GŸęoÙãånǚĲ9]òÝƀǽ÷:¯ġ 

�

�����
����	�������

ãå� rt|�Ûƛ� Ÿę�

ûäƎòĉãå� òĉƳânČulŝƣŻmy

_ŝƀǞŐrt|��

ƞ¯ȌšĊťånČulŝƣŻȌā¡

ŇnĹǌȌŝƀnŽ;wn�ũ^Ȇ�

èŹƎśǀǬãå� śǀǬnƾdƿéƴǞŢ� ĊǜƸȌşĢĸ§9]ĎãŃjƑ¾Ĕ

âãÂſȌƾdƿéƴiâîcĮƷ�

ĂŋƎĆłãå� ƋãmǣěBbĂŋnǉÚƊ

ŅŖrt|��

Ɓċ��h0ŉ0pm����

Ȍ��hnŌēňæƈƘ�

ǻĄƎbApňæ

ãå�

ǻĄŝbApnªƫňæ� ĵĿnàļƝ�p�ȌƇƒēbApň

æƈƘȌbApƀnŽŷñœĞ�

ĴůƎ�ǜãå� ǹnğucŤ9Bbƞ �̄ȁȅ

rt|��

ǿſȅnŽžȌǮȅƈƘnãȌǮȅn

ǝ¿ȌŪŝ[ŕ£Ģ0ǹǍ>ŝnÂſ�

�ǫƎȆƲ�Ěĭ

ãå�

ȆƲ�ĚĭnŧôŮŐjƏźȁ

ŜŐ�

á½ĺònŧôŮȌƏźȌ�etŧą

:ǠƭC_ãĔjǙ9lǃë:Ĕġ�

�ǫƎÿȈč0Ʀ

ÌƂ�

ĝĈlãĔjĵĿļİnñǸ

:Žu¿CÿȈ��kŃŐ�

ǯ¨ĽŃŐmy_ÿȈ��kňæ�

ȌǭƿŖŃnŽŷñœĞ�

ĘćƎmBǴţã

å�

mBǴţn·ĳãǞƳrt|

��

ĝ·ĳãinƅ¯ȌÞá�ilkǷƟ

ȌǫªĒãÍȊ�õčłƖǘĂŁƾÚȔ

ĂŁǶƾȋ�

GŸęo2ĵĿǞŐǥžǓúē0ǐĜr��sh�3Ȋ���
 ďȐĻ �� ĵȋm8>_Ùãån�

�v�|�r��ǚĲ9]òÝƀǽ÷:¯ġ�

�

Ǡƪ¹ȔòÝƀǽ÷Ȋûäòø¢ŐŒĠøƓơƚȋ- 29��"E252:'!�"�:4" 	 8" �	 !�	 :@�

ÊÉ¹«ģȔł¤ǩ�ƀǘÍǛê ������	� ǺǒƆØȔ�������������



� 2�� 
 
 

D-5 



 

ǖĳ_æǅƬĢBm_ŇǼ[ŪŸ_æĘÚšǡ�

Disaster Recovery in Fukushima and Nuclear Power Policy in Japan 

�

ç�Ŏƻɡǟţēěɢ�

Chengnan YANɡRikkyo Universityɢ 
�

žŪŸēɕƬ[ǖĳǠ�æĘÚǅɔŒ_©ŢBmi?lZ^  ĺCǨȴjTšĽCǡğ

jpɧĺɇ_:ɏ£ŇǼŵɇ;iǦ§jTŇǼŵɇ_ņŵɧBĺȋƽ^Ċuc:ŇǼ�Ù

Ʒŵɇ;_ŇǼǯ¯�fƔɍ^Êsv>o8l]qrTɕƬ³×BmíƧĭjƸƈǞƟ

á_ȱį^¹?ȴǂąĉ^AeoƬĢŇǼ©ƈrTȂƬą³đ_ąĉZiënǧsZ>o

ąĉÙƷ©ƈ[ñqnvŜȱjv>cT[>?ŇǼŏƿZ=o8�

ǑB^TĶēąɕ[ƠƜ^lsvǐďhpv>pɖƆǋTĲœǋTġĈǋ_ȂƬąZ`

ċɉjƨTɃȵjȵȥ]y_v���`ÄŇhpT©ƈŒjºĜ_ÐŀiȱfTȂƬą_

Ƹƈ�Ʒƈ_ÐƷ`ǍĠ^ȱsT8jBjTąɕjƠƜ^loȂĢlniæǅ©Ţ^lo

ȂĢCƥÖZ=oǖĳǋ_ŇǼ`ȲpvAnTŇǼb_Ǡ�ƑZ=oŠīǹƗƂƱ_ɋƂ

½ƈCƵĄiǭ>vAnTƵĄi]A �� �ȫ>9CŢȼrɒpTȹɓƷơrł>mp

v>o8Ʋ^T©Ţæǅ_êřjĿƭ½ƈCȋƽȭn^ȀBmTƗƂľCɠ>�Ȼ_æǅ

ǟąǻƚ»_ɋƂ_Ȇȩfiǟsv>]>8o_ǩƁT©ŢǅƷBm  ĺCȴEpƵĄ^

A>viæƬąǖĳ^ĪloɜȎȂĢ`ħłcƓhpv>o8�

g_l?]�ǽǇ]ǻƯƬĢ[æǅƬĢ^AeoƬĢÏĤ_Ǌȷ`TƬĢBm_ŇǼ�

���jŇǼȒə_Ǌȷripmjv>o8Ʋ^TŇǼɈȰȠɂ_ŘÑ^A>vTǻƯƬ

ĢBm_ŇǼ`ĂBm_ȝšşŞTƬĢÃɌɂTƕɇ_ĥ±ɂ]y^lsvş@mpv>

oCTæǅƬĢBm_ŇǼ`Tæǅ©ƈǵ^loȂĢǵb_ȡÈɂ_şŔ>^ɈqsvA

nTlnȃɑZ=o8ŪŸ_čñTæǅƬĢ_ȞµrĊŸǇ^`æǅ©ƈǵɡɔÚ·Ǔɢ

CȜ?g[[]svAnTo_Ʉŵ^qpoŇǼȠɂ_şŔ>ǹÚCTæǅƬĢBm_Ň

Ǽ_ÏĤ[ǩƁ^ēa]ńɘrédl8�

o_ǩƁTǖĳǠ�æĘÚǅɔŒ_ȳû¤»Z=ož¬ɔÚ`T©Ţæǅ³đ_æĘÚ

ǅɔŒrÐǚÇhnTÔǈrǑÃjTȂƬą_ŇǼ[ȂƬǵb_ȡÈɂşŔ>_ph_Ƞ

ɂrǑÃloŉȅŌCƷko8o_�ŨZšĽ`TæǅȂƬą[ȂƬǵb_ŇǼɈȰȠɂ

rɔÚ·Ǔ^ȜŗhnTĂ_ȝšȜŗrƧmlph^iæǅ_ĞËŌr¤ŁjT©Ţæǅ

³đ_°_æǅ_ÐǚÇ^ǜƉǇ^ënǧsZ>o_Z=o8�

ŸǛZ`T�ǽǇ]ǻƯƬĢ[`ǁ]oæǅȂƬą_ǖĳ^AeoƬĢ_ƲƒŌ[ŇǼ

����jȒə_ǁȣŌ^Ɲǉj]CmTgpeZ^æǅ���^ēac¿Ějvapæ



 

ǅǟąąĉ_Ǔ·ǨƦƊȯCTƬĢņ_æǅȂƬą_ŇǼ_£Ȧ[ǩƁ^iēa]ńɘr

édlîǹŌC=og[rȑŬlo8�

���}��ŗŃ	 ȰǪÉɩç�Ŏƻɡǟţēěɢ2*�CF. %H�P�H�.CEEPI�� �'J�

ßÞÉºŒɩ����,)��ɣž¬ȽȚĳãȄƘȁ 
ɤ
(ɤ��� ɔȏǀïɩ�
�
-,)�	

-�

�

ǖĳæǅ©Ţ^AeoɋƂɏǣćŇǼšǡ_ȱį4 ĺǉrgB@v�

The Enlargement of Decontamination-intensive reconstruction Policy on the Fukushima 

Nuclear Disaster : Six Years Later 

�

ǿŸÎüɡžƞēěɢ�

Noritsugu Fujimoto (Toyo University) 
�

� 	��� ĺ 
 ų �	 Ū_ǖĳǠ�æĘÚǅɔŒ_ƖǤưǅ^[i]?Tļĉ_ŠīǹƗƂ^t

>vTǞɇǰɁC 	�*:2 ³�_ãĉCTłÕȹɓãĉ^śğhpv>oCT	�*:2 ŷƩ_ą

ĉ`Tȹɓãĉ^śğhpv>]>8śğhpv>]>ƶƺ`TæĘÚ©ŢĪǡŸȻ`:Ă

ɎŠīǰɉȘėø·�³ T5198	 _àõ;^lo[jv>o85198 _àõǻ»`T|��

�ŤCɊmppǃěri[^jpi_Z=nTĺɇ 	�*:2 ŷƩ_đȻȂŰ^ɊmmTǞɇ

ǰɁ[ǅǄ[_ÿƁɈÁrçĦ^ȍŬlog[`¡îǹZ=og[BmiToprȹɓC

Za]>g[_ƶƺ[loŤÆǇƃŘ^¦j>8ǃě³đ^iTąĉ_ǩżCł>Bmȹ

ɓCZa]>[>?{����uȓTȹɓrhnog[^loŧĻǰ�ɠȮȵȥ_ĩŦr

ɉdph^ȹɓCZa]>[>?«ȭŸȣȓTAĎjÉǔ²9_ăąrìeǬ>Zĝop

h^ȹɓCZa]>[>?ťáȓTŪŸ_ĂăCƴcȹɓloăąCĂÏ^`]>[>?

ĂăƴĬȓ]yTŤÆǇƃŘ^¦j>Ȋȑ^lnTǖĳ_æĘÚƬĢņ_TŇǼ_ȑŬC

]hpvap8�

� æĘÚƬĢiôgTēȇƍƬĢŭ^TȹɓloBTo_č^[yeoB^t>vTŤÆ

ǇƃŘCŬǑ]i_[jvTǨƦěÒɀ^AeoǏǝ_ŎƁCĚĄlo8ɞĕŶɡ	��
ɢ

_ǏǝZ`Tģȋɡ%I1/"%IF!ɢ_ÜƹŲēáCĮºąȸŕ_ȀÝrƙğlo[>?

4�..C/��I!�.I�_�z�ǨƦ���rŊƹjTĲœ�ġĈ�ǖĳ^AeoȂƬą_ºƕCT

ȂƬą^=spºĮBmȹɓjvÓ_ąĉ^ǗÝloBT=o>`Ti[_ȂƬą^ƾe

oBrÒſjp8epT71H.I��H!�7�H�ACɡ	���ɢZ`Tò���^t>vTÍ»ǇŤÆ

^Ċu>vTĸȺǵCi[_čŒ^őoōĀɡCHM"HMCIHɢrğɁǇ^Òſjv>o8�

ȂƬą^AeoĠɎ_ȹɓȀÝ`T�z�ǨƦ���_l?^Å_ÜƹŲēá[>?



 

Ŗțáhpp���^lsvȑŬZa]>8ĠɎ_ȹɓ`TĂ�ǻƚ»�¶ƈCTy_ǘ

ľ_¨ǢrTłÕȹɓąĉ[ɋƂĪǡąĉ^Ty_ǘľȾÒloB[>?ąƶǇ]šǡƙ

ğCēacńɘlo[TǴ@mpo8�

ZaoɊnȹɓǵŤ�ȹɓãĉrǱĬhnv>cšǡ_Ǹņ^`TɋƂ©ƈC=nTɋ

Ƃ_Ŝȱ[Tž¬ɔÚrǨƺjvȹɓǵ^şŔqpoȡÈɚ_ǱĬ[_ɇ^`T¨ǢÕǣ

^Ċu>p²űɈÁC=o8ɋƂɏǣćŇǼšǡ[i>?caɋƂ_Ŝȱ�ǫĪá�ǕƄ

á_Ǹņ^=oTšĽ_¨ǢÕǣ_ȉƮBmTɋƂ[ȡÈɚ_²űɈÁ_ȐǥrTlnf

v>cŉȅC=o8�

ȰǪÉɩǿŸÎüɡžƞēěɢ2*�CFɩ@1'C*IMI��	�MIPI�'J�

ßÞÉºŒɩ<��	�,�� ž¬Ƚť¬ãǆİ )�	,�	��� ɔȏǀïɩ�
�
-()�,���

�

Ȩƈ�ȨŻ_ŇǼ[äòǧñ_ŅØ[>?ȈƮBmfo  
ǖĳǋ^AeoÐƷîǹw��y�Ôơƹ_ƵƳ[Ȓə  
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計画賞最優秀賞受賞 15年を経た「やねだん」に学ぶ地方創生 

Regional revitalization learned in "Yanedan" via JAPPM plannig award highest-winning 

a prize for 15 years 

 
パネリスト   ： 豊重哲郎（鹿児島県鹿屋市串良町 柳谷集落自治公民館長） 

 舘 逸志（国土交通省政策統括官、地域活性学会副会長） 

 出町 譲（テレビ朝日ニュースデスク） 

 鵜飼 修（滋賀県立大学） 

 錦澤滋雄（東京工業大学、計画賞担当理事） 

コーディネーター： 藤木秀明（大和大学） 

 

企画趣旨 

 鹿児島県鹿屋市串良町柳谷集落自治公民館（やねだん）は、2002 年に行われた当学会第

8 回計画賞において最優秀賞を受賞した後、2004 年の政府農村モデル選定、2005 年の国土

交通省半島地域活性性化優良事例受賞、2006年の農林水産省 地域再生賞 特別賞受賞、2007

年の平成 19 年度あしたのまち・くらしづくり活動賞 内閣総理大臣賞 受賞、地方自治

法施行 60 周年記念 総務大臣表彰受賞など、その評価を益々高めていき、地域再生や地方

創生の関係者では広く知られた取組事例との評価を得ている。 

 今年は、当学会が授賞してから 15年目の節目の年を迎えることから、受賞後の取組の成

果や課題について、豊重氏にご報告いただくとともに、今日の重要政策課題となっている

地方創生についても議論を深めたい。 

 舘氏からは、内閣府地域活性化統合事務局（現地方創生推進室）参事官として、政府に

おける地域再生の取組を開始した経験や、「地域活性学会」副会長として地域再生における

大学と地域の連携を一層推進している立場からコメントを頂く予定である。出町氏からは、

豊重氏を取材し本年 5月に「日本への遺言 地域再生の神様《豊重哲郎》が起した奇跡」（幻

冬舎）を出版した経験をもとにコメントを頂く予定である。鵜飼氏からは、コミュニティ

による地域再生・地域創造を研究している観点からコメントを頂く予定である。錦澤氏か

らは、計画賞担当理事として、計画賞の選考の運営に携わっている立場からコメントを頂

く予定である。 

 

連絡先：藤木秀明（大和大学） Email: fujiki.hideaki.228@gmail.com 

勤務先住所：564-0082，大阪府吹田市片山町 2-5 

電話番号：06-6385-8010 
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USR and the Activities Considering Environment and Social 
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Noriko Saito (Chiba University of Commerce),  

Takuya Sugimoto (Chiba University of Commerce), 

Takako Hashimoto (Chiba University of Commerce) 
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